

































































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　朝焼けの太陽は東の稜りよう線せんを仄ほの赤あかく染めている。

　正せい統とう丁てい字じ教きようにとって東とは神の子がこの地へ来たりし方角であり、赤とは神の子の血と肉、ひいては神に殉じゆんずることを意味する神聖な色であった。故に今日きようのような朝焼けを目にすると、グイード＝レレイスは荘そう厳ごんさに身み震ぶるいする心持ちになる。

　早朝の法王庁に人は殆ほとんどいない。普ふ段だんであればまともな司祭や神父たちが行き交う──グイードのような裏の仕事を請うけ負う人間が大手を振って歩けない前庭も、この時間では誰だれ憚はばかることもなく朝あさ陽ひを愛めでていられる。

　東向きに建てられた庁舎を背にし日の出を正面に見つつ、儀ぎ礼れいを経ずに心の中でのみ祈りを済ませ、後ろに組んでいた腕を解ほどいた。右手の指には書状が一通、挟まれている。

　東の空と同じ赤あか色いろの蠟ろうで封印を施されたそれは、法王猊げい下か直じき々じきの下げ知ちであった。

　夜半に届いていたものを夜明け前に開けたばかりだ。陽に透かせるようにひらつかせ、文面を反はん芻すうするように思い返す。内容は単純、とある策を実行せよという命である。それを前にしてグイードの脳のう漿しように満ちるのは盲信と狂信に満ちた喜び、神へ仕えているという充実感と幸福でありながら、一方で嗜し虐ぎやく心しんに似ていた。

「朝早くからご機き嫌げんなことね」

　だが唐突に背後からあった声に、昂こう揚ようが邪じや魔まされる。苛いら立だたしく思いながらも、グイードは唇の端を歪ゆがませて笑えんだ。それは彼の癖くせであった。

「お前こそ、朝早くからご苦労なことだ」

　振り返らずに吐き捨てる。

「呼び出したのはあなたよ」

　背後の声──少女は、呆あきれたような溜ため息いきを吐つくと遠えん慮りよも僭せん越えつもなくグイードの隣となりに並ぶ。

　曲がりなりにも司祭である自分に対しての無礼は気に入らない。外見に似合わず色香のある立たち居い振ふる舞まいも教義に反して不敬だった。そもそも、この娘は信仰如何いかんの以前に人間ですらない。あの忌いま々いましい煉れん術じゆつによって産み出された、人造人間ホムンクルスなのだ。

　神の手ではなく人間の手によって創造された魂など、本来あってはならない存在である。ましてやこの神聖なる法王庁に立ち入ってくるなど、冒ぼう瀆とく以外の何ものでもない。

「そうだったな」

　だが、グイードが顔に出すのは怒りや憎しみではなく、皮肉げな笑みだった。

　無礼というならば、不敬というならば、冒瀆というならば、この娘だけではなく自分も、ひいては自分の所属する部局も同じである。

　法王庁第禁数局、通称『奇跡認定局』。

　自分たちの任務は、神のために汚れ仕事を引き受けることだ。神の教えのため神の教えに背き、神への信仰のためならば神をも殺す。天国などは欲しない。法王の命を受け、望んで地獄へ堕おちていく。死後に地獄の業火インフエルノで灼やかれ、嘆きの川コキユート２で溺おぼれることこそが、自分たちが神への信仰を全まつとうした証あかしなのだから。

　そう考えると、たとえ異教徒が捏こねた泥人形とはいえ──地獄の最下層と同じ称号を持ったこの哀あわれな人造人間ホムンクルスが自分の傍かたわらにいるのは、心強くすらあるではないか。

「何の用なの？」

　第二円アンテノラ。祖国に対する裏切りの罪を体現し、一方で祈りキリエという名を与えられたその少女は、自身の矛む盾じゆんを知っているのかいないのか、余裕じみた薄うす笑わらいで問うてくる。

　だから、答えた。

「任務だ。重大な、な」

「……重大？」

「ああ」

　封筒を差し出す。

「法王猊げい下か直筆だ、心して読め。本来なら貴様ごときは手に触れることすら許されん」

　グイードの居い丈たけ高だかな言葉にキリエは眉まゆをひそめる。が、受け取った書状に目を通すや、その顔は驚きよう愕がくと困惑へと変わった。

「どういうことよ、これは」

「書いてある通りさ。さて、実行は貴様と『使徒』どちらにやってもらうかな」

「そんなことが尋ききたいんじゃないわ」

　問い詰めてくる声には微かすかな怒りがあった。

「私が瑩えい国こくへ行ってきたのはたった二週間前よ？　あの時の命令と今回のこの命令、やってることがまったく逆じゃないの。意味がわからないわ」

「気け色しきばむな。事情が変わったというだけの話だ」

　グイードはキリエを一いち瞥べつする。

　朝あさ陽ひを臨のぞみ、彼女の手から法王の命令書を奪い取り、

「それに、我々の目的は何も変わらんよ。瑩国をはじめとした異教徒ども……煉れん獄ごくと戯たわむれ禁きん忌きを弄もてあそんで調ちよう子しに乗っている奴やつらを踏ふみ潰つぶすことさ」

　──嗤わらう。

　彼女が言っている『二週間前』とは、ユヴィオール＝カタシェレティスが瑩国で悳とく国こく王子暗殺未遂事件を起こした時のことだ。

　確たしかにあれはキリエの言う通り、法王庁にとっては都合の悪いものだった。

　もし瑩国内で悳国王子が殺されたとなれば、世よ論ろんは瑩国か悳国かで真っ二つに割れる。しかしそれは瑩国への非ひ難なんや悳国への同情といった単純な図式に収まらない。瑩国が煉れん術じゆつ大国であり先進国である以上、各国が自らの立ち位置をふたつにひとつと表明することはつまり、これまで危うくも保たれてきた列強諸国の軍事均きん衡こうが崩ほう壊かいすることを意味していた。

　平たく言うなら、世界大戦である。それも煉術先進国と後進国との戦いになっていただろう。結果がどうなるかは目に見えていた。

　故に、法王庁は暗殺計画の阻止に動いた。もちろんそれは表立ってのことではない、最低限の行動ではあったが。こちらとしては悳とく国こく王子の命が助かりさえすればそれでよかった。

　だが──かの計画が無事に失敗したことで、状況は更に変化したのだ。

　ユヴィオール＝カタシェレティスが表おもて舞ぶ台たいに姿を現し、瑩えい国こくは不ふ穏おん分子を身の裡うちに抱えることとなった。つまり彼らは今や、外に目を向けている場合ではない。瑩国内の治安が乱れるというのは、丁てい字じ教きようにとっては異教徒同士の共食いに等しい。

　故にこちらがすべきは、機きに乗じること。

　つまり国外と国内、両側から敵を追い詰めること。

「命令書にある一手が外からの策。ここはやはり『使徒』にやらせるとしよう。貴様は内から……つまり、ユヴィオール＝カタシェレティスへ接触しろ」

「わかったわ」

　数秒の沈ちん黙もくを経て、不承不承といったふうに頷うなずくキリエ。

「具体的には？」

「後で詳しく指示する。まあ有あり体ていに言えば、相手と共きよう謀ぼうして追い打ちをかけるという訳だ。我々は既に奴やつらの動向と今後の動きを摑つかんでいる。それに合わせて協力する振りをしつつ、背後から両方とも刺し殺せばいい。……何だその顔は、意外か？」

　訝いぶかしげな表情に問うてみると、少女は肩を竦すくめ、

「いいえ。いつの間にやら手を回してるなと感心したのよ。けれど私はあいつらとそこまで深く接触していないわ。私以外に折せつ衝しようの適任がいるとも思えない。ということはつまり、ユヴィオールたちの一派に内通者でもいるの？」

「さて、どうだかな」

　グイードは鼻を鳴らした。

「それも後で教えてやるさ」

　もちろん、だからといって計画のすべてを話すつもりはなかった。

　キリエは所しよ詮せん、駒こまだ。駒は駒の役割を全まつとうし指し手の指示通りに動けばそれでいい。盤ばん上じようの流れを把握しているのは自分ひとりで充分なのだから。

　もちろん彼女だけではない。禁数局の所属員、総勢十七人の『使徒』たち──彼ら彼女らがすべてグイードの駒である。ただ一方でそのグイードも、ひいては奇跡認定局それ自体も、より大きな視点で俯ふ瞰かんすれば法王の駒でしかない。

「何にせよ喜べ、キリエ。いよいよ面おも白しろいことになるぞ」

　駒の本ほん懐かいは盤上での存分な闊かつ歩ぽであり、そのぶつかり合いとはつまり、戦いくさである。

　そう──戦が始まるのだ。恐らくは。

「お前が憎んでいる瑩国王家の駒ふたつと、民衆を先せん導どうして指し手気取りになっている小娘の駒こま。そして如何いかなる思惑かは知らんが瑩えい国こくを引っかき回そうとしている若造の駒。更に我々、神の駒。四者四様が暴あばれ回って盤ばん上じように火花が散り、剣けん戟げきが鳴り、血が飛し沫ぶく。だが、最後に残るのは決まっている。将棋チエスというのは神の授けし遊技ゲームであり、全ぜん霊れいで打ち尽くした棋き譜ふの果てには神の手が介在するというからな。くく……つまり、結果はすべて神の意志だ」

「おめでたいわね」

　興こう奮ふんとともに含み笑いを洩もらすグイードに、キリエはあくまで溜ため息いきで返した。

「生憎あいにくだけど、神の駒であるところの私は神に従ったりしない。私はただ、私の意志であいつらを叩たたき潰つぶすのよ。それが結果としてあなたの意図通りであったとしても、神の御み手てとやらによるものでは決してないわ。何せ私は……私たちは、そもそも神の子ではないもの」

　どこから来たのかも、どこへ行くのかもわからぬ魂たましいを宿した人造人間ホムンクルス。

　なるほどそれは確たしかに、神の意志にそぐわないのかもしれない。

「ふん」

　だが、グイード＝レレイスはなおも嗤わらった。

「ああ、貴様は神の子ではない……言わば人の罪が創つくり出した人の子、罪の子と言える。ならば、つまりだな、人造人間ホムンクルス。人が神の子であり、罪が人の罪である限り、人と罪の子である貴様もまた、神の御手から逃れることはできんのだよ。しかも貴様を産んだのは異教信奉の罪。七層の地獄を七度通過しても、貴様は神の裁きから逃れられまいよ」

「……あなたは私に懺ざん悔げでもさせたいの？　司教様」

「いいや、違うね」

　キリエの腕を取り、頰ほおを指先で伝い、顎あごを摑つかみ顔を寄せる。朝焼けよりも赤い祭服アルバが少女の青い衣と重なり、漆しつ黒こくに純白の縁ふち取どりを施ほどこした首帯ストラが少女の薄うすい胸を撫なでた。

　正せい統とう丁てい字じ教きようにおいて、赤は殉じゆん教きようの色。黒は悲しみの色。白は葬送の色。

「私は奴やつらと貴様らと私たちをまとめてすべて、地獄に送りたいんだよ」

　そして青は──聖母の純じゆん潔けつを意味する。

「貴様には似合わん色だな。さしずめ聖母と同じ名を持つあの娼婦といったところか」

　神の子が人の罪を引き受けて死を賜たまわった時、傍そばにはひとりの女性がいたとされている。純潔のまま神の子を身み籠ごもった聖母と同じ名を持った彼女は、娼婦であったが故に聖母の原罪を引き受け、ふたりめの聖母として神の子の死と再さい誕たんに立ち会った。

「そうね。だったら私は死と再生を繰くり返しながら、あなたの殉教を見守ってあげるわ」

　その逸話をなぞらえつつ舌なめずりをして、キリエはグイードの腕を振ふり解ほどいた。

「でもその前に、ニガヨモギアルテミシアを焼き払い、霧靄フオグを切り払わなくちゃね。処刑場を明るく照らし、御使いの喇らつ叭ぱを鳴らして世界の終わりを祝福するの。私はそれが叶かないさえすれば、地獄に堕おちようが天国に召されようが何だって構いはしないわ」

　青い衣がじくじくと液体の様相を呈す。滴したたった布地が芝生しばふに落ち、粘着質の泉となっていく。それに身体からだを沈み込ませる様は、まるで入じゆ水すいする乙女おとめのようだった。

「先に執務室で待っているから、さっさと来て説明をしてね」

　キリエの姿が消え去ると同時、庭の木に隠れていた鶫つぐみが一羽、葉を揺らして飛び立つ。

　グイード＝レレイスは眉まゆをしかめたまま唇を歪ゆがめてそれを見送った後、ゆったりと庁舎へと向かって歩き始めた。
















　季節は秋を過ぎて冬に差し掛かろうとしている。

　その日イオ＝テリーヌは、少し肌寒い風に身を竦すくませながら塔の扉を後ろ手に閉めた。

　一年を通して寒暖差が少ないこの国だがそれでも秋冬になれば空気は冷たい。夏の盛りとは違って一枚余計に羽は織おらないと風邪かぜをひいてしまうくらいだ。

　ただ、匍都ハイトの気候は他ほかの地に比して恵まれている。イオの生まれた高地だと冬には雪が降るし、吹く山風の冷たさといったら尋常ではなかった。大陸にあるもっと南の国では夏になれば黙だまって立っていても汗が噴ふき出るような暑さが訪れるらしく、そこまでいくとさすがに想像が難むずかしい。少女時代に働いていた工場の建物に立ちこめていた、あの人いきれに湿った蒸し暑い空気をもっと酷ひどくしたようなものだろうか。あれは確たしかに不快だった。

　塔の階段を下りるほどに濃こくなってくる煉れん獄ごくの香りは工場の記き憶おくを微かすかに思い出させる。とはいえ空気は心地ここちよく、あの掃はき溜だめとは段違いである。

　塔をくり抜いて地下まで穴を穿うがったこの空洞では、大気の対流が少ない。故に夏は適度に涼しく冬は適度に暖かく、匍都ハイトよりも更に四季の変化が曖あい昧まいだった。それはつまり煉れん獄ごくの毒気とともに時までもが澱よどんで停滞している証あかしとも言えるのだが──楽らつ観かん的てきな性格をした侍女メイドにそんなふうに考える頭はなく、ここはやっぱり好きだな、とただ思った。

　外周に沿って設けられた螺ら旋せん階段を軽やかに踏みしめ、いつものように暗くら闇やみを歩く。虫もいないし黴かび臭くささもなく、ただ緩ゆるやかな花の香りが鼻び孔こうをくすぐるだけ。たとえそれが生命を害する毒であったとしても、愛いとしい主人の身体からだから発せられているのだから厭いとう謂いわれはない。

　脇わきに抱えた木籠バスケツトを持ち直しつつ歩みは鼻歌交じりに、最下層へと辿たどり着いた。

　いつものように、主人たる姫君におやつを持ってきたのだ。

　本日は胡桃くるみと干し杏あんずを練ねり込んだ焼き菓子クツキー。出来は改心である。

　普ふ段だんからおやつ作りに熱ねつ心しんなイオだが、ここ一カ月ほどは特に気合いを入れている。ただしそれは実に子供じみた理由からだった。

「姫様？」

　地下室の鉄格子、隙すき間まから顔を覗のぞかせて小さく問いかける。

　案の定というか最近の常というか、返事はない。

　寝台ベツドの上に腰掛けた部屋着ネグリジエ姿すがたのアルトと、その対面に置かれた揺り椅い子すに座ったフォグ。光景としては見み慣なれたものだったが、ふたりは目を閉じてじっと黙もく想そうしていた。

　子供じみた理由とはつまり、これである。

　最近のふたりは、それまでのように本を読んだり遊技ゲームをしたりではなく、こうして過ごすことが多くなっている。そしてイオにとっての問題は、ふたりの行為が何を目的としたものなのかがよくわからなくて、よくわからないが故に疎外感があるということなのだ。一度尋きいてみたのだが『呼吸を合わせる練習』だとか『今のうちに試しておきたいことをやっている』とか、いまいち要領を得ない。

　東方の国でこんなふうに瞑めい想そうする宗教儀ぎ式しきがあると聞くが、さすがにそれであるはずもなし。たぶん煉れん術じゆつに関係すること、つまり任務、ひいては戦いのために必要な何かなのだろう。

　だったら仕方ないとは思いつつ──仲間はずれにされたようで何となく面おも白しろくない。

「こんにちは、侍女メイドがお菓子を持って来ましたよー」

　邪じや魔まをするなとは言われていないので、もう一度声をあげる。

「あ、イオさん」

　ようやくフォグが反応した。

　目を開けてこちらを一いち瞥べつ、息を大きく吐き、

「アルト、休きゆう憩けいにしましょうか」

　その言葉に従いアルトもようやく瞼まぶたを開く。

　イオを認め、嬉うれしそうに破顔した。

「おやつ？」

「はい、そうです」

　木籠バスケツトを掲げて笑顔えがおを作るも、心の奥ではやっぱり少し不満だった。

　幼稚な思考だというのはわかっているが、この地下室はアルトと自分とフォグ、三人の場所なのだ。そこでふたりだけの空気を作られると寂さびしくなってしまう。

「ふんだ。……私、小こ姑じゆうとみたいじゃないのさ」

「何です？」

「ひとりごと」

　せめてもの反抗として小さく呟つぶやきつつ、こちらへ歩いてきたフォグへ木籠バスケツトを渡す。

　アルトの許もとへと渡った木籠バスケツトの包み布が開かれると、

「美味おいしそうだわ」

　姫君の頰ほおは緩ゆるみ、イオはそれに至福を覚えた。

　が、それも少しの間のこと。フォグがすぐに、さっきの流れは上手うまくいっただの、次はもう少し範はん囲いを広げてみようかだの、またぞろイオにはわからない内容の話を切り出し始める。

　相手がアルトでないので遠えん慮りよしないことにした。

「あのね、フォグ。熱ねつ心しんなのはいいことなんだけど、もう少しこう、減めり張はりを考えたらどうかしら？　姫様の大事なおやつの時間を邪魔しちゃいけないわね」

「そうよ」

　嬉しいことに、アルトが追つい従じゆうしてくれた。

「私だって疲れてるんだから。休憩するのならちゃんと休みたいわ」

「……はあ」

　女ふたりに責められて不満げなフォグ。

　確たしかに真面目まじめな性格は彼の美点ではあるにせよ、その分根を詰めすぎてしまうのは美点の裏返しの欠点で、イオはそういうところも含めてこの少年のことが好きなのだけど、だからといって悪あく癖へきは悪癖。容赦するつもりはない。

「姫様の仰おつしやる通りよ。休むのも仕事のうち。あんたと姫様がしているのが『仕事』なのかどうかはともかく、休息なしに突っ走ったって仕方ないんじゃないの？」
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　やっかみや寂しさがないとは言わないが、心配しての科白せりふだった。

「……まあ、確たしかにそうですね」

　ややあってフォグは殊勝に頷うなずいた。

「一刻も早く完成させるべきではあるんですが、焦ったところでどうしようもないのも確かです。経過はどちらかといえば順じゆん調ちような訳ですし、お言葉に甘えてゆっくりしますよ。……それに今日きようはどのみちそろそろ終わらないと」

「外へ行くの？」

　もぐもぐと焼き菓子クツキーを頰ほお張ばりながらアルトが尋きいた。

「はい。リチャード殿下に呼ばれていますから」

「そう」

　残念そうなそうでもないような、微妙な表情で頷く。きっと半々なのだろう。フォグと一緒にいたいのは山々だけれど、一緒にいても遊べないのは不満、と。

「姫様、私は暇ですからしばらくここにおりますよ。それじゃ駄だ目めですか？」

「ううん、そんなことないわ」

　アルトが首を振ったので、イオは笑って続けた。

「何をしましょう？　本でも読みますか？　この前のやつ、もう読み終わりました？」

「まだよ。フォグとの練習があってなかなか進まないの」

「だったら夕ゆう餉げまで、ゆったりと読書の時間にしましょうか。私も新しいのを買ったんです」

　木籠バスケツトの底に忍ばせていた本を取り出して見せる。

　実は最初からそのつもりだった──フォグがいたらいたでさっきのような黙もく想そうが続くし、帰ったとしてもアルトは長時間の『練習』とやらで疲れてしまっていてお喋しやべりも面めん倒どうがるというのが最近の常だ。どちらにせよイオは静かにしている他ほかない。

「本を読むんだったらちゃんと『たいよう』を使うんですよ？　燭しよく台だいだけじゃ不充分です。アルトだけじゃなくてイオさんもいるんですから」

「ちょっと、私を理由にしたお小言はやめてくれる？」

　口を出してきたフォグへ、冗じよう談だんめかして苦情を述べる。

　すると彼は顔をしかめ、

「確たしかにそうですね。イオさんの目が悪くなっても別に構いませんもんね。……でも、アルトの目が悪くなったら困りますし、徹てつ底ていさせてくださいね」

「あらまあ、やり返すついでに、嫌われ役を私に押しつけるときた！」

「僕ばかりじゃ不公平ですから、たまにはイオさんもアルトに嫌われるといいんです」

　皮肉を応酬させているふたりを見て、アルトが眉まゆをひそめた。

「……何よふたりとも。言われなくったって灯あかりくらい出すわ」

　唇を尖とがらせてそっぽを向く。機き嫌げんを損ねながらも焼き菓子クツキーを摘つまむ手は止まっていない辺りが可愛かわいらしい。挙げ句、そそくさと右腕に煉れん術じゆつ陣じんを浮かび上がらせる。

　ややあって光球が発生し牢ろう獄ごくの中を明るく照らした。

「普ふ段だんからこのくらい素直であってくれたらいいんですけど」

「フォグ、何か言った？」

「いいえ、何も」

　苦笑しつつ、少年は揺り椅い子すから立ち上がった。

「さて、僕はそろそろ行かなければ」

　途端とたん、アルトの表情がわずかに翳かげる。が、フォグがそれに気付くことはない。

　或あるいは、気付かぬ振りをしているのだろうか。イオにはどちらとも判断できなかった。

「じゃあイオさん、あとはよろしくお願ねがいします」

「はいはい」

　吞気のんきな口く調ちようでひらひらと手を振りつつも、心中ではやはり複雑な気分となる。アルトを寂しがらせてるんじゃないわよという憤いきどおりと、仕方のないことだけどねという諦あきらめと、それから、今日きようは私が姫様を独占できるんだという卑ひ怯きような喜びがほんの少し。が、フォグと同様にイオもまた、自分のそんな感情を表に出すことはない。

　牢ろう獄ごくを出て階段を上がっていく背中を見送ってから、侍女メイドはつい主人の顔色を窺うかがった。

「……姫様。フォグがあんなふうで、やっぱりつまらないですか？」

　そんなことないわ、と頰ほおを膨ふくらませるか、それとも翳かげった表情を更に曇くもらせてしまうか──イオの予想はしかし、意外な方向に外れる。

　アルトはきっぱりと言った。

「大丈夫よ」

　残ざん響きようとして低く鳴るフォグの足音に聞き入るように薄うすく目を閉じ、

「あのね、イオ。フォグが言ったの。強くなりたい、って。一いつ緒しよに強くなりましょう、って」

　微かすかな笑えみさえ浮かべて。

「そのための練習なのよ。だから私は我慢するわ。確たしかにフォグはずっと黙だまっているし、練習してる間は遊べないし、はっきり言って退屈だけど、でも、いいの」

「姫様……」

　ああ、とイオは思う。

「この前ね、お仕事の最中にフォグが倒れたの。私、とても恐かったし、悲しかった。フォグが死んでしまうかと思った。でも私は気を失って、その後のことがわからなくなって……無事にここへ帰ってこられたのは、倒れたフォグが諦あきらめずにいてくれたからだと思うわ。私の分までうんと頑がん張ばってくれたからよ、きっと」

　話の内容は悲壮だ。

　戦いが激はげしさを増していること。実際にふたりの命が危険に晒さらされたこと。イオからしてみれば不安で胸が張り裂けそうな話題だった。

　なのに、アルトから深刻さは感じられない。

「あの時、私がもっとしっかりしていれば、フォグの身体からだを治すことができたかもしれない。フォグの助けになれたかもしれない。……ううん、私ひとりの問題じゃないわ。私たちはふたりで一緒にお仕事をしているのだから、ふたりで一緒にもっと強くなればいい。フォグはそう言ったの。私もそう思うわ。だから、頑張らなきゃいけないの」

　表情には清すが々すがしさがある。喜びのようなものがある。

　いや、それは──喜びに似た、決意だ。

　外での戦いに対する、今までとは明めい確かくに違う姿勢だった。

　かつての彼女は、あくまで受動的に『仕事』をこなしていた。父親に褒ほめられるため。外に出たいがため。フォグと一緒にいたいがため。戦せん闘とうの内容も戦う相手もどうでもよく、目的に付随する邪じや魔まな作業でしかなかったはずだ。

　もちろんそれは今でも変わらないだろう。アルトは戦いを求めるような性格をしていない。戦せん闘とうはあくまで作業であって、力の行使や殺さつ戮りくを忌き避ひしない代わりに愉ゆ悦えつを感じたりもしない。

　ただ違うのは、戦うという行為の意味を自覚したこと。

　恐らく今のアルトは、父である国王陛下に褒ほめられたところで以前ほど強い喜びを感じないだろう。外に出るという行為を戦いと切きり離はなして無邪気に受け止めたりもしないはずだ。

　そして一方で──フォグと一いつ緒しよにいるために何をすべきか、フォグと一緒にいるというのがどういうことなのかを、しっかりと理解しているに違いない。

「……そうですか」

「ええ。だから私、フォグがあんなでも、少しくらいなら許してあげるの」

　得意げな顔はいかにも幼稚で、微笑ほほえましさと同時に痛ましくもある。まだまだ子供なのに、一方でこの娘の身の裡うちに宿りつつある覚悟と想おもいは、紛れもなく大人おとなのものだ。

　自分が楽しいとか悲しいとかではなく、大事な人のため。

　父親ではなく、傍そばにいる男の子のため。

　その変化は小さくとも、決定的なものだった。ずっと雛ひなだと思っていたけれど、いつの間にかこんなにも立派になっていた。彼女はもう、牢ろう獄ごくという狭い世界を思うがままに蹂じゆう躙りんする我わが侭ままな暴ぼう君くんではない。愛する自分の世界を慈いつくしみ守ろうとする優やさしい姫君なのだ。

「姫様はご立派ですね」

　イオは笑った。

　笑うのが精一杯だった。

　様々な感情がごっちゃになって、泣きそうになってしまったからだ。

　主人の成長を喜ぶ気持ち。フォグに対する嫉しつ妬と。激げき化かしているらしい戦いに対する不安。けれど何よりもイオの指先を震ふるわせたのは、寂せき寞ばくだった。

　アルトは成長している。身体からだだけではなく、心も。

　つまり娘に、大人になりつつある。

　大人になったらきっと、このままではいられない。王家がこの先どうするつもりなのかもわからないし、アルト自身、狭い牢獄での暮らしをよしとしなくなるかもしれない。

　いつかアルトが、この牢獄を捨ててどこかへ行ってしまうような気さえした。それはもちろん喜ばなければならないことだ。こんな地下室で一生を過ごさなければならないなんて悲ひ劇げきでしかない。けれどアルトがもし広い世界に巣立ってしまった時、イオ＝テリーヌという存在が、世話役である自分が──彼女のために負える役目は果たしてどこにあるのだろう？

「姫様がご立派になられて、私も嬉うれしいですよ」

　本音なのか噓うそなのか、自分でもわからない科白せりふを言った。

　アルトは幼い仕し草ぐさで、ん、と頷うなずく。

「フォグと私がもっと強くなって、イオも守ってあげるわ」

　隠そうとした不安を感じ取ったのだろうか。

　そんなことを口にする主人に、侍女は再び微笑ほほえんだ。

「まあ。だったら私は、姫様たちの後ろに隠れて、ずっとお菓子を作っていられますね」
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　元王属軍の煉れん術じゆつ師しである青年ユヴィオール＝カタシェレティスがこの国への叛はん逆ぎやく心しんを露あらわにし、舞ぶ踏とう会かい襲しゆう撃げき事件を起こしてからもう一カ月になる。

　それはつまり、彼の足取りが潰ついえてから一カ月になるということでもあった。

　王家反逆罪、国家転てん覆ぷく罪ざい、要人暗殺未遂罪、その他二十をゆうに超える罪で指名手配犯として王属軍はおろか警察軍ヤードにも追われる身となった彼の身柄が未いまだ確かく保ほできていないことについて、政府は頭を悩ませている。一説には貴族や議ぎ員いんたちの中に協力者がいるのではないかとも言われてはいるものの、その特定には至っていない。

　ひょっとしたら諜ちよう報ほう部ぶは既に何らかの情報を摑つかんでいて、まだ自分が知らないだけなのかもしれないが──仮に潜せん伏ぷく場所が割れたとしても、諜報部にどうにかできるとは思えない。フォグはそういう意味で彼のことを最大限に評価していた。

　警けい戒かいしていた、といった方が正しくはあるが。

「何にせよ、問題は山やま積づみだよ」

　執務室の椅い子すに腰掛けたリチャード王弟殿下は、頰ほお杖づえを突いたまま溜ため息いきを吐つく。

　それは気を許したフォグを前にしては昔からよく見せるいつもの仕し草ぐさではあったものの、疲労の色はいつもより遥はるかに濃こい。

　彼の言う通り、瑩えい国こくが現在抱えている懊おう悩のうは実に多かった。

「もはやユヴィオール＝カタシェレティスひとりを捕ほ縛ばくすれば済む話ではない、ですか」

「ああ、言ってみればあれは発端に過ぎない。元々この国は内部に膿うみを溜ためていた。それがとうとう傷口から溢あふれだしたという訳だ……あの青年がその傷口を創つくったことは確たしかだがな」

　彼の反逆を起因として、或あるいは連れん鎖さ的てきに生じた諸もろ々もろの問題がこの国を浸しん蝕しよくしつつあるのだ。

　まずは水面下でちまちまと破は壊かい活動に勤いそしんでいた思想犯たち──極端なヘリックス主義者や民族問題絡みで瑩国に怨うらみを持つ輩やからなど、火種は幾つかあった──が、あの一件を切っ掛けに再び活発化した。今のところ規模は小さいものの、警察軍ヤードたちは鎮ちん圧あつに手を焼いている。

　元王属軍所属という犯人の経歴は、市民たちに悪あく影えい響きようを与えてしまっている。議会の実権を貴族院が握っていることをよしとせず、完全民主政への移行を望んでいる者たちは多い。彼らの間では、ユヴィオールを憂ゆう国こくの士として英雄視する向きがあるらしい。

　そうして生じつつある国内の不安要素は、いずれ外敵、つまり列強各国にとって付け入る隙すきとなるだろう。かつてレティック＝メイヤが起こした騒そう動どうと同じだ。どこかの国が思想犯たちに『グラフの数珠じゆず』を横流しするだけで、破壊活動の被害は甚じん大だい化かする。

　ただし瑩えい国こくは、あの頃ころよりも事態を収拾する力に乏とぼしい。

『引ひき裂さき魔ま』事件からこっち、王属軍も警察軍ヤードも慢性的な人員不足に陥っているからだ。人は次々と死ぬのにその分を新しく補充できない。仮に補充できても教育や訓練が追い付かない。『引き裂き魔』の一件もユヴィオールが裏で動いていたということを考えると、彼は実に周到な準備をし、万端を期した上で表に出てきたと言える。

　内部事情をある程度知り得る立場にあったとはいえ、一国を相手にここまで優ゆう位いを築けるというのは見事ですらあった。もちろん、賞しよう賛さんしたくはないにせよ。

「どうして我が王の時代に、と思わないでもないよ」

　冗じよう談だんめかしてはいるものの、本音だろう。確たしかに今のこの状況は、フォグがこの部へ屋やに出入りするようになってからの年月を振り返ってみても、前例がないほど悪い。

「あと少し生まれるのが早いか遅いかすれば、私は毎夜、気楽に舞ぶ踏とう会かいで女性たちを侍はべらせていられたかもしれないのにな。まったく運が悪い」

「そんなことはありません、運はいい方ですよ。情勢があと少しずれていたら、今頃は市民革命によって王家は断絶、殿下の首も断頭台ギロチンの露つゆと消えていたかもしれないんですから」

「まったくだ。我わが侭ままを言ってはいられないな」

　フォグの軽口に、リチャードは苦笑いしつつも追従した。愚ぐ痴ちを口にしている自分を恥じたのだろう。ただしそれでも懊おう悩のうの表情は晴れない。

「ただ、気楽に構えてはいられないのも確かだ。ここに来て更に問題がひとつ重なったよ」

　肩を竦すくめ、一枚の書類をひらひらとさせる。

「しかもかなり大きい。急を要する案件だ」

　思わず眉まゆをひそめた。

　事態の悪化は想定内だが、やはり気が重くなる。リチャードの表情にも深刻な色があった。

「それにもユヴィオール＝カタシェレティスが絡んでいると？」

「まだわからん。だが、可能性は高いだろうな。正直、散発する思想犯の破は壊かい活動などこれに比べれば頭痛の種にもならんよ」

　前置きのように溜ため息いきを吐つき、王弟は言った。

「議ぎ員いんとその周囲を中心として、連続した失しつ踪そう事件が起きている」

「失踪……ですって？」

　さすがにフォグも驚おどろく。

　それも、議員ということは、

「国家の要人が姿を消している。現在六人め。由ゆ々ゆしき事態だよ。さすがに新聞社にも箝かん口こう令れいを敷しいてある。一件だけでも誌面を賑にぎわすに余りあるのに、それが連続しているのだからな」

　リチャードがこちらに差し出してきた書類を、長なが椅い子すから立ち上がって受け取る。そこには失踪した者たちの氏名とその日時、状況が詳しく書かれていた。

　上から、時系列が新しい順に記されている。

　最新は、フィリップ＝ジェイ＝ファーガソン貴族院議ぎ員いん。子し爵しやく、五十六歳男性。昨日きのう、自宅近所へ散歩に出掛けたままそれきり帰ってこず。目もく撃げき者しやなし。

　次いでパメラ＝ミーズ＝ノーラ。ディック＝ノーラ貴族院議員の長女、十三歳。三日前に赴おもむいた劇げき場じようからの帰り、馬車の中から忽こつ然ぜんと姿を消す。

　それからベネット＝クラウス庶民院議員。三十八歳男性。五日前、自室から朝になっても出てこないのを使用人が怪しみ、扉を開けたところどこにもいなかった。

　続いてエリック＝シス＝スタンフォード貴族院議員。男爵、二十九歳さい男性。一週間前に友人たちと匍都ハイト近郊の森へ狩りに赴いた際、兔うさぎを追って茂みの中に入って以降行方が途と絶だえる。

　更にはフランチェスカ＝ヴァ＝メルヴィル。十六歳女性。メルヴィル侯爵家の三女。十日前、侍女メイドのタリアと一緒に買い物に出てからふたりとも帰宅しないままになっている。

　そして最後──。

　目に留まった名に、フォグは思わず声をあげた。

「ニーナ＝レナ＝スレイジ……？」

　スレイジ男爵家のひとり娘、十六歳。失しつ踪そうして二十日。確たしかにそう書かれている。

「ああ、そうだ」

　リチャードが沈ちん鬱うつに頷うなずいた。

「かのスレイジ家のご令れい嬢じようもだよ。というより、一連の失踪事件の中で彼女が最初の被害者だったらしい。いなくなったという報告は受けていた。例のことで思い詰めての家出か何かだと思っていたのだが……まさかこんな結果になるとはな」

　例のこと、とは彼女の祖父である先代のスレイジ男爵の一件だ。煉れん術じゆつ師しだった彼は、王家の依頼で赴いた任務の最中に非業の死を遂げた。ニーナはその悲しみに暮れていたという。

　スレイジ男爵の死にはフォグも立ち会っている。この孫娘との認にん識しきはないが、やはり胸に重いものを感じた。祖父に続いて孫娘までとは──。

「もちろん、ニーナ嬢がいなくなった時には連続性のある事件に発展するなど予想できなかった。対処が遅れたのは否めない。ただ、現状でしっかりした対処ができているとも言いい難がたいがな。ニーナ嬢から次のフランチェスカまでは少し間が空いているが、そこからはおよそ二日か三日に一度の割合だ。冗じよう談だんではないよ。こんな事件、国家の威信にすら関かかわる」

　偶然であるはずがない。これは間違いなく、何者かが意図して行っている拉致行為だ。

「このタリアっていう侍女メイドを含めれば七人。……被害者の年ねん齢れいと性別、失踪した時間帯と場所、すべてばらばらだ。確かに関連性を求めるなら議員とその周囲、と括くくるしかないですね」

「公爵より上、つまり王族のお偉方が失踪すればさすがに隠しきれなくなるかもしれんな。あの連中が戦々恐々としているのはどうでもいいが、早く解決しろと煩うるさくてかなわん」

「……その仰おつしやりようはどうなんですか？　仮にも殿下のご親しん戚せきでしょうに」

「もはや失われた王家の権威に縋すがり付いているだけの老人どもだよ」

　普ふ段だんからあれこれと口を出されているのを思い出したのか、苦々しげな顔のリチャード。

「まあとにかく、だ。ユヴィオール＝カタシェレティスのことも含めて、一刻も早く解決しなければならん。奴やつの仕業であるかどうかは半々といったところか。犯行に関かかわりがなくても、遠因になっているのは間違いなさそうだが」

　書類をもう一度ざっと眺めつつ、フォグはふと湧わいた疑問を口に出す。

「さっき殿下も仰おつしやっていましたが、ニーナ＝スレイジから次のフランチェスカ＝メルヴィルまで間が空いているのが少し気になります」

　最初の犯行から次の犯行まで十日の空白。しかしそこから先は二日から三日に一度と、規則性すら見られる高こう頻ひん度どとなっている。何か理由があるのかどうか。

「それについては何とも言えんな」

「身代金などの要求は出ていないんですよね？」

「ああ。彼ら彼女らは純粋に、ただ行方不明になっただけだ」

「……つまり失しつ踪そう者しやはもう殺されていると？」

「そう見ていいな。被害者の家族にはとても言えんが」

　議ぎ員いんがいなくなればそれだけで政治が滞とどこおり、国力が削そがれる。

「でも、失踪した半分近くは女性ですよ。議員でもなければ当主ですらない」

「それも判断に困るところだが……結果として本人を攫さらうのと同じことではあるな。親は仕事どころではなくなるし、貴族のご令れい嬢じようもまた国にとっては財産だ」

　もちろんリチャードの言葉は、紳士を気取っての科白せりふではなかった。

　貴族の娘は社交界の華であり、政治の道具でもある。同じ貴族に、もしくは王族に、ひいては国外の有力者に──嫁とつぎ先さき次第で幾らでも瑩えい国こくの繁はん栄えいに役立つ存在となり得るのだ。平民が失踪するのとは価値が、重要性が違う。不条理かつ胸の悪い話だが、純然たる事実だった。政まつりごとというのは倫りん理りで行うものではない。

「何にせよ、わからないことが多過ぎますね」

「それが悩みの種だな。恐らくは政府の混乱を狙ねらってのものだと思うが……今のところは貴族のお歴々に各自で気を付けてもらう他ほかない。護ご衛えいを付けようにも致命的な人員不足だからな。標的が議員とその家族というのは幸いかもしれん。私兵を雇える余裕はあるだろう」

「先の『切きり裂さき魔ま』とは違うということですか」

「逆に言えばあの時とは違い、市民は恐怖せずに済む」

「僕の仕事は？」

　フォグは書類をリチャードに返しつつ問うた。呼びつけた理由は愚ぐ痴ちや相そう談だんではないだろう。

「もしかして、アルトが出なければならないこともあり得ますか？」

　リチャードは首を振る。

「まだその段階ではないな。アルテミシアにやらせるべきことは今のところ、ない。もちろんきみが警察軍ヤードの捜査に参加しても仕方ない。要人警けい護ごをやらせて網あみを張るという手もあるが、狙ねらったところに来るとも限らないし確かく実じつ性せいは薄うすいだろう。……だから差し当たってのきみの仕事は、連絡役、ということになるな」

　厭いやな予感がして、顔をしかめる。

「それはつまり……」

「ああ」

　返答はまさに予想通りのものだった。

「私と『レキュリィの宴うたげ』との連絡役だよ。どうした、その顔は？　不満でもあるのか？」

　不ふ思し議ぎそうに尋きかれる。

「いえ、そういう訳ではありませんが」

　さすがに『不満だ』とは言えなかった。フォグが顔をしかめた理由は、レキュリィにあまり会いたくないという実に個人的な感情によるものだったからだ。

　実害がある訳ではない。敵か味方かで言えば今のところは間違いなく味方であるし、思想の違いが相あい容いれないのも問題の本質ではない。ただ単に、苦手なのだ。

「正直なところ、あれと話をすると疲れるんですよ」

「何だ、そんなことか」

　リチャードには笑われるが、フォグにとっては気の重いことである。

「きみと彼女とは、言ってみれば兄妹なのだろう？」

「だからこそ、です。兄妹といってもそういう実感はありませんし、人間のそれとはまた違う感覚だと思いますし……とにかく、あまり会いたい相手ではないんですよ」

　ローレンを親と称するにも違和感があるのだ。ましてやレキュリィは、妹と呼ぶには老ろう獪かいすぎる。生まれたのはフォグが先だが彼女の意い識しきは蒸留器レトルトに繫つながれた三角壜フラスコの中、フォグよりも先に生じていたらしいし、だとしたら彼女が姉でもいいくらいではないか。

　もっとも、仮に姉だったとしても慕う気にはとてもなれない。同じように発生したという事実自体が気味悪い、そう形容してすらよかった。

「それは気の毒ではあるが、さすがに私もきみの機き嫌げんを取る訳にはいかないな」

「わかっていますよ。僕以外に適任がいないのも事実です」

　できれば会いたくない、というだけ。会えと言われれば会う。

　それに自分が人造人間ホムンクルスである以上、同じ『ローレンの雛ひな』である彼女たちと関かかわりなく生きていくことなどは無理な話なのだ。だったらいっそ、居場所が知れているのは助かる。敵として神出鬼没な二番めやそもそも存在しているのかどうかが定かでない四番めと比べれば、レキュリィはまだましな方かもしれない──性格の不一致という問題はあるにせよ。

「この書状を届けてもらえるか？　失しつ踪そう事件に関しての詳細と調ちよう査さ依頼だ」

　蠟ろうで閉じられた封筒を渡される。今すぐ行ってこいということか。

「先方に話は通してあるんですか？」

「きみはいついかなる時でも『特区シテイ』内部へ自由に入ってもいいということだよ。その顔が通行証だそうだ。言っていなかったかな？」

「……聞いてませんね」

　気前のいいことだ。殺しに来るとは考えないのか。いや、できないとわかっているからこその処遇だろう。そういう自信に満ちたところも気に入らない。

「では、早速。すぐに済ませたいですから、真面目まじめに仕事をしてきますよ」

　フォグはリチャードに一礼し、踵きびすを返した。

「ああ。彼女によろしく言っておいてくれ。またお茶でも飲もう、とな」

　気に入らないと言えば、この王弟がどうも彼女と意気投合してしまっているらしいのが何よりも気に入らないのだが──ふたりが意気投合したのは他ほかでもない自分を介してのことであるのが厭いやになるほど自覚できてしまっているので、尚なお更さらに腹が立つ。

　つまりリチャードとレキュリィは、フォグを気に入っているという共通点があるのだった。
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　城を出たのは三時を少し回ってからだった。

　レキュリィのいる『特区シテイ』は徒歩で二時間、馬車でも四十分ほどかかる距きよ離りにある。気軽に赴おもむくにはやや遠い。さすがに歩く気にはなれず、衛えい兵へいに馬車を頼んだ。

　王属軍の専用車は外見の無骨さとは裏腹、なかなか乗り心地ごこちがいい。市民たちが移動に使う町馬車よりも座席がしっかりしている故だ。ごとごとと揺られる震しん動どうすら優ゆう雅がであった。

　柔らかな綿の入った背板に身体からだを預けつつ、ぼんやりと考える。

　行きに四十分、用事を済ませるのに三十分、帰りに四十分。およそ往復で二時間か。帰ったらリチャードに取り次いでもらってレキュリィからの返事を渡し、恐らくすべて終わるのは六時か七時頃ごろになるだろう。家に帰って夕食を済ませて、アルトのところに行けるのは八時。

　だとしたら、一時間か二時間は訓練ができる。

　あれのせいで、イオの機き嫌げんがここ最近あまりよくないことは知っていた。当然だろう。イオが降りてきてもふたりは黙だまりこくって、ともすれば降りてきたことにすら気付かないのだから。彼女にとっては、仲間はずれにされているような感覚があるはずだ。

　悪いとは思いつつ、やめる気はない。フォグとアルトにとって、あの訓練はどうしても必要なものだからだ。今よりも強くなるため、これから先、決して負けないために。

　アルトにはもう二度と自分のことで泣いてもらいたくない。『エルザ』という奥の手があるにせよ、あれに頼ってしまう訳にはいかない。

　ユヴィオールに相あい対たいした時、今度こそ絶対に勝たなければならなかった。ふたりの力で、ふたりの意志で。そのためには今のままでは駄だ目めなのだ。だからイオにはもう少しの間我慢してもらおうと思う。自分たちが強くなれば、それはイオを守ることにも繫つながるのだから。

　そこまで思考して、半ば閉じていた目を開けた。

「……ん？」

　フォグはふと、視界に違和感を覚える。

　正しくは、向かいの座席。座面に貼はられた毛け織おり物ものの一部が、濡ぬれていたのだ。

　紅べに色いろが濃こくなっている。まるで水でも零こぼしたかのようだった。もちろんフォグ自身は飲み物など持っていない。天てん井じようから雨漏りでもしているのだろうかと思うが、雨など降っていない。だったら──そこで違和感はいやが上にも増す。

　天井から水は垂れていないにも拘かかわらず、座席の染みは大きくなっている。

　いや、大きくなるどころではない。それはもはや染みなどではなく、湧わき上がるような粘着質の水みず溜たまりとなり、紅色の毛織物に浮き上がってごぽこぽと泡をたててすらいる。

　フォグは身構えた。この現象が何なのかに気付いたからだった。

　座席の上に発生した水溜まりはやがて足あし許もとにも垂れ始め、その水面からついに、ぐちゃりと厭いやな音とともに細い腕が生はえる。続いて肩が、頭が、胸が、腰が、脚が。

　閉じられていた瞼まぶたが開き、唇が薄うす笑わらいを浮かべ、水溜まりはするするとまとまってその身体からだに巻き付いていく。液体がおぞましく穏おだやかに固まって、布地のように。

「お久しぶり、兄にいさん」

　彼女は蒼あおい髪をぞんざいに搔かき上げ、言った。髪はもはや濡れてすらいない。

「礼れい儀ぎと常じよう識しきくらいはわきまえたらどうです」

　フォグは座ったままで敵意を露あらわにし、彼女──キリエを睨にらみ付けた。

　腰に差した短刀の柄つかを握り、いつでも抜けるようにする。

「あら、つれない態度ね」

　キリエは座席に背を預け、わざとらしく脚を組む。

　馬車の速度が僅わずかに緩ゆるみ、御者が鞭むちを打つ気配けはいがした。車内に人間ひとりがいきなり増えたことに違和感を覚えたのは、今のところ馬だけのようだ。

　狭い車内に緊きん張ちようが満ちる。それでもキリエの表情は薄笑いから変わらない。

「せっかく妹が会いに来たっていうのにつれないわ」

「どういうつもりです？　殺し合いに来たのなら馬車を停とめてもらいますが」

「そうしたいのなら構わないわよ。私にそのつもりはないけれど」

　殺意は窺うかがえなかった。武器を持っているふうでもなく、手首に『グラフの数珠じゆず』が巻かれてもいない。まさか本当に丸腰なのだろうか。

「そのつもりはない、って言ってるでしょう？」

　大仰に両腕を広げて肩を竦すくめてみせる。

「私だって、まさか馬車の中に出てくるとは思わなかったわよ。……こんなことなら時間をずらせばよかったわ。あの娘と会わずに済むように気を遣つかったばっかりに、とんだ誤算ね」

　キリエの声は小さかった。背後の御者に気付かれないように音量を下げているのだ。つまり、本当に事を荒立てるつもりはないらしい。

　フォグは少しだけ気を緩ゆるめる。もちろん警けい戒かいは解かなかったが。

「……どういうつもりですか」

　さっきと同じ質問を繰くり返す。

「あら、妹が兄に会いに来るのに理由がいるの」

「冗じよう談だんを交わすつもりはありませんよ、僕は」

「何よそれ。我が兄ながらつまんない男ね」

「あなたを楽しませる義理はありません」

　用事がないはずはない。更に言えば、その用事が友好的なものであるはずもない。

　余裕を崩さないまま、キリエは話し掛けてきた。

「ところで、どこに行く途中なの？」

「答える必要があるんですか」

「答えなくてもいいわよ。ずっと居座っていればじきにわかるから。まあ、ずっと居座らなくてもわからなくはないのだけど」

　そうして横を向き、小窓から外を見み遣やる。数秒流れる景色けしきを観かん察さつし、

「……『特区シテイ』かしら？」

　嘲あざけるように嗤わらう。

　洞察の鋭するどさによるものか、それとも単に行き先を知っていたのかはわからない。が、無反応でいるフォグに対し、感心したように目を見開いた。

「図星を差されて態度も気配けはいも変わらないのはさすがね。でも、当たりでしょう？　『特区シテイ』ってことは、私たちの妹に会いに行く途中って訳ね。私もご一緒していいかしら」

「構いませんよ、会いたいのならね」

　半分は本気である。

　レキュリィと自分とはユヴィオールを巡って共きよう闘とう関係にあるが、だからといって友人でもなければ仲間でもない。キリエを引き合わせたところで責められる謂いわれはないだろう。それに彼女であればキリエの来訪を喜びそうですらある。

　もちろん実際に連れて行くつもりはない。キリエの増殖能力──『群体アンテノラ』は、見知った相手の傍そばへ任意に自身を発生させることができる。もし彼女たちがまだ顔を合わせたことがないのであれば、レキュリィに不利を与えてしまう。

「会いたいかどうかで言えば、会いたくはないわね」

「会ったことはあるんですか？」

「一度だけ」

　言葉が事実であればフォグの心配は無用ということになるが、さて。

　疑っている表情のフォグを一いち瞥べつし、

「本当よ」

　と付け足すと、キリエは不快そうに鼻を鳴らし、吐き捨てた。

「あんなのが私の妹だなんて、正直なところがっかりだわ。それどころか腹立たしいわね。顔を思い出すだけでむかむかする。……ま、それはあなたもだけど」

「あらゆる意味で同感ですね」

　思わず失笑してしまった。

　フォグはキリエとレキュリィに共通した印象を持っている。

　つまり、そりが合わない、という。

　まさにキリエもそうであるらしかった。彼女はフォグとレキュリィに対して、フォグがキリエとレキュリィに対して抱いているのと同種の苛いら立だちを感じている──自分たち『ローレンの雛ひな』は恐らく、お互いの相性がとてつもなく悪くできているのだろう。レキュリィがああいう態度なのはきっと、その相性の悪さを楽しむという性格の悪さを持ち合わせているからだ。

　レキュリィのことを思い出したのか、顔をしかめてからこちらへ向き直る。

「ま、私の用事は、あなたがあの女と会おうとしていることと無関係ではないわ。たぶんね」

「……どういうことです」

　キリエは、言い放った。

「忠告を兼ねた宣戦布告よ」

　今までの嘲あざけるような態度から一転、表情と言葉に敵意を込めて。

　フォグは思わず反応する。身構え、すんでのところで短刀を引き抜きかけた。

　そんなフォグを冷笑し、キリエはわざとらしく人差し指を立て、

「あなたたちは近いうち、私が誰だれと手を組んでいるのかを知ることになる。それはつまり、私が手を組んでいる相手と戦うことになるということよ」

「ユヴィオール＝カタシェレティスか？」

「さあね。もしそうだったらあなたはどうする？　もし違っていたら？」

　詰きつ問もんははぐらかされる。

「今慌てて尋きく必要はないわ。どのみち知ることになるんだから。あなたたちにとっての不幸は、あなたたちには敵が多すぎるということ……つまり、瑩えい国こくの傘の下で生きていることそれ自体が、あなたたちにとっての罪ってことよ」

　代わりに返ってきたのは、鋭するどい視し線せんだった。

「私たち人造人間ホムンクルスが、国家なんてものに庇ひ護ごされて生きていていいはずがないでしょう？　市民たちを守しゆ護ごするなんていう理想を掲げていいはずがないでしょう？　誰だれかと寄り添い合って暮らしていいはずがないでしょう？　私たちには私たちに相応ふさわしい地獄があって、私たちが生きるべきなのはもっとおぞましい場所なのよ」

　込められているのは敵意だけではない。怨うらみ、憎しみ、妬ねたみ、殺意。以前戦った時にフォグへと向けられた、あらゆる負の感情をない交ぜにした、あの表情だ。

「人間になり損なった人間以下で人間以外の私たちは、だから醜みにくく殺し合うの。私とあなた、それからついでに、あなたを人間の軛くびきに縛しばり付けているお姫様もね。……じきにあの妹もお高く止まってはいられなくなるわ。あれも地獄に引きずり込んでやる」

「……キリエ、あなた、いったい何を」

「始めるのは私じゃないわ。私はただ、お膳ぜん立だてをしてもらうだけ」

　いつの間にか彼女の両足は、粘着質の泉に沈んでいた。

　それは衣が変質した液体、キリエを人造人間ホムンクルスたらしめる『第二円アンテノラ』の力。

「だからもう少し待っていて。すぐにわかるわ」

　足だけではない。腰も、胸も、肩も、腕も。現れた時と逆、見る間にキリエの身体からだは沈んでいく。座席と絨じゆう毯たんに広がった水みず溜たまりは、

「また殺し合いましょう？　兄にいさん。今度はもっと凄せい惨さんに、もっと残酷に、もっと楽しく」

　キリエの身体すべてを吞のみ込んでから毛け織おり物ものへ吸い込まれるように小さくなって、そして、

「待っ……！」

　フォグの制止をまったく待たず、消えてしまった。

　あとに残るのは馬ば蹄ていの音と、車しや輪りんが石畳を転がる音。

　馬が小さく嘶いなないて、御者は最後まで車内の来客に気付くことなく悠々と手た綱づなを引いた。
















　深夜の貴族街は人通りがほぼ途と絶だえる。

　高貴なお歴々には夜通しでの遊びという悪習などないから市民街と違って酒場や売春宿などが存在せず、それは当然のことであった。社交界も十時を回ればお開きになるので、日が変わる頃ころには老若男女すべてが寝静まってしまうのだ。

　猫一匹鳴かないこの静けさはしかし、治安のよさに直結してはいない。明るい場所であろうと闇やみに紛れてであろうと、悪事というものはいつでも行われ得る。

　屋や敷しきと屋敷の間に通った細い路地、外灯の光が届かないその場所に、人ひと影かげの気配けはいがあった。

　気配はふたり。向き合っている。

　ひとりは少女。藍あい色いろの髪と衣が夜の黒に溶けかけながらも薄うすく浮かんでいた。細く伸びた肢体は艶なまめかしく、幼い夜よ鷹たかのようでいて、貴族街の建物が持つ上品さに似合っていない。

　対するもうひとりは、外見から性別も年ねん齢れいもわからない。頭巾フードの付いた漆しつ黒こくの外套コートが全身を覆おおっているせいだ。顔だけが暗がりに目立つが、よく見る者がいれば腰を抜かしていただろう。その顔には目も鼻も口もない。つまりは模様のない、白い陶とう磁じのような仮面を被かぶっていた。

　少女──キリエが、相あい対たいした人物に向かって薄く笑えんだ。

「今夜の分は終わったの？」

「ああ」

　仮面を付け外套コートを着込んだ不気味なそいつは、無む機き質しつな返答をした。男の声音だった。

「三十分前に処理済みだ。レナード＝ノックス貴族院議ぎ員いん」

「へえ」

　キリエは皮肉めいた讃さん辞じを贈おくる。

「それはご苦労なこと。これで何人めだっけ？」

「五人めだ。我らの別部隊が今いま頃ごろ行っているであろう、大陸での大仕事を入れればな」

「妨害はまだないのかしら？」

「瑩えい国こくも警けい戒かいはしているようだが、ぬるいな。我らを止めるにはまるで足りない」

「それは楽そうね」

　と、キリエが発したその言葉に、男が僅わずかに気配を強こわ張ばらせた。

　仮面の奥がどんな表情になっているのかはわからないが、どうやら機き嫌げんを損ねたようだ。

「我ら『使徒』は貴様と違う。任務に対して楽だなどという感情を持ったことはない」

　使徒──。

　そう名乗る彼らは、キリエの同僚だ。

　グイード＝レレイスの束たばねる法王庁の特務機関『奇跡認定局』に所属する実行部隊である。総勢十七人を数えるが、十七人全員が無地純白の仮面に黒い外套コートを纏まとい、個性というものを完全に隠いん蔽ぺいさせた上で活動を行っている。

　彼らが統一しているのは外見だけではない。思想から判断基準、更には身体能力に至るまでのすべてを可能な限り近似とし、作戦遂行にあたっては個々ではなくあたかもひとつの生き物として行動するのが常だった。全は一にして一は全、十七人のうち誰だれかが死のうとも同じ能力を持った別の誰かが蜥蜴とかげの尻尾しつぽか蛸たこの脚のように補充される仕組みだ。

　つまり彼らは法王庁の意志を実行するための、十七体からなる一体の機き構こうと言っていい。

　自己を打ち捨てたような白い仮面を被かぶってただの部品となることを受け入れる、その根底にあるのは正せい統とう丁てい字じ教きようへの盲信であり、殉教の精神であり、神のために如何いかなる汚れ仕事をも躊ちゆう躇ちよなく行える鉄の意志。死はもちろん、死後に魂が地獄へ堕おちることすらも厭いとわない。

　故に会話をしてもいつも無機質で、キリエなどは退屈してしまう。さっきのように挑発的な言葉を投げて反応を見ては個人間の小さな差異を楽しむのが常だった。

　幾ら個性を切り捨てているといっても、薬物や訓練でそうしているだけで完全ではない。体格の均一化は行われていても中身の性別は問われないし、生まれ持った心根というのはどこかに必ず出るものだ。今日きようのこいつは、どうやら自尊心が多少強いようだった。

「お前と違う、ね。は、言ってくれるじゃない。私とあなたたち……一個の兵器としてはさして違いなんてないように思えるけど？」

　奇くしくも『使徒』と、『群体アンテノラ』としてのキリエとはよく似ている。

　ひとつの意志のもと行動する集団、という点で。それが後天的に訓練された集団戦術であるか、先天的に生まれ持った能力であるかの違いしかない。

　相手の返答は実に人間らしかった。

「貴様のような信仰心も持たぬ人工物と、我らを一緒にするな」

『使徒』とキリエとは奇跡認定局において別働隊の扱いを受けている。『使徒』十七人とキリエひとりが同格──そのことに不満を覚えている者も少なくないらしい。

　歯車が洩もらした感情の発はつ露ろに、思わずくすくすと笑う。

「あなたたちは、信仰心に縋すがることで自分がまだ人間であると思いたいのかしらね。顔も隠して個を覆おおった、ただの殺害装置のくせに……私にはまったく不可解だわ」

　一個の兵器としてはよく似ていても、やはり彼らと自分とではまるで違う。

　人造人間ホムンクルス──人と違うこの魂は、正統丁字教において神の祝福を受けていないが故に、救われる対象にはない。たぶん死して後、自分は天国はおろか地獄にすら行けないのだろう。

　信仰心など持てるはずがない。神を信じるなど無理な相そう談だんだ。何せ神様とやらはこちらのことを見向きもしない。救ってくれないどころか、罰さえ与えてくれないのだから。

「ところで、その信仰心っていうのは人間にとって本当に必要なものなのかしら？　人造人間ホムンクルスの私には今ひとつわからないけれど……この国の人たちは、あなたたちのような信仰心なんて欠片かけらも持ち合わせていないように見えるわね」

　煉れん獄ごくという資源と煉術という産業をその手に摑つかむため、瑩えい国こくは法王庁を捨てた。法王庁の教義を否定して自分たちに都合のいい教義を作り直しただけで、信じる神は同一のものであると見ることもできるだろう。が、教義が変わるということは神の定義もまた変わるということなのだ。まして元が同じ神を崇あがめているのであれば、互いを否定せずにはいられない。

「知れたこと」

　キリエの目の前にいる『使徒』は、どこか厳げん粛しゆくに応こたえた。

「だから壊こわすのだ。この国の人間どもは信仰を失い、神を冒ぼう瀆とくした。それは罪だ。罪を犯せば罰を受けなければならない。そして我らは、神罰の代行者なのだから」

　つい数秒前まで相手から滲にじんでいた感情の欠片かけらはもはや窺うかがえない。異教徒討うつべしという使命感と強い信仰心で塗り固められてしまっていた。

「あ、そう」

　故に、キリエはそいつに対しての興きよう味みを失う。もう少しからかってみたい気持ちはあったが、揺さぶれるとも思えない。機き械かいのような受け答えを続けても虚むなしいだけだ。

「今後の予定はどうなっているのかしら」

　だからさっさと用事だけを済ませることにした。

「一応、私も把握しておかなければいけないのよね。面めん倒どうくさいことだけど」

　計画のあらましはグイードから聞いているが、進しん捗ちよく状況は現場で能動的に把握していく必要があった。そうしなければ相手への連絡もできなくなる。

　それが今回、キリエに与えられた任務だった。

『使徒』の行う活動の詳細をユヴィオール＝カタシェレティスに伝え、連携を取ること──。

「周到なことよね。敵を弑しいするために敵の敵と手を組む。敵の敵もまたあなたたちにとっては敵であることに変わりはないでしょうに」

「瑩えい国こくと比べれば小さな敵だ。ならば利用するのが得策だろう？」

　返答とともに差し出された書類を受け取る。暗くら闇やみの中で目を凝こらし確かく認にんした。これまで殺害した議ぎ員いんたちに加え、これから殺害する議員たちの一いち覧らん、予定日時などが記されている。

「これをそのまま向こうに渡せばいいのね」

「ああ。我らはこれから一度、大陸へ戻る。その留守の間、奴やつらに作業を引き継がせておけ。……こちらの再開は二週間後だ。向こうでの雑事を終わらせた後、総員で再上陸する」

『使徒』の男は踵きびすを返した。

　暗闇に溶け込むようにして去っていく。音もなく際だった気け配はいもなく、まるで朧おぼろ。隠おん密みつとして背後に立たれれば、普通の人間は気付きもしないだろう。

「……ふん」

　相手がいなくなったのを見届けて、キリエは嘲ちよう笑しようの溜ため息いきを吐ついた。あの『使徒』たちは確たしかに部隊としては優ゆう秀しゆうなのだが、やはり見ていてつまらない。

　何より、愚かだ。

　人間という生き物の面おも白しろさは多様な個性によって形作られる集団の無秩序さと渾こん沌とんにある。少なくともキリエはそう思っている。なのに、個々の意志を封じて一個の統率された機き構こうとして動くなど莫ば迦か莫ば迦かしいという他ほかないではないか。

　個性を押し殺しているから、多面的なものの見方ができない。個人を軽視しているから、個人が持つ自我と欲望の恐ろしさがわからない。

　正せい統とう丁てい字じ教きようそのものが、肥大化し権威化したせいで驕おごっているのだろう。千五百年の長きにわたって大陸に君くん臨りんしてきた世界最大の宗教はもはや、人々にとって娯楽のひとつでしかないというのに。産業革命によって神は死んだのだ。煉れん獄ごくの毒気と違って、信仰で腹は膨ふくれない。富と欲望を前にして、祝福も罰も与えない神にどんな意義があるというのか。

　小さな敵は利用する？　浅せん薄ぱくも甚はなはだしい。

　ならば、敵も同じことを考えているだろうに。自分たちが相手に『小さな敵』と思われているという当たり前の事実を、まるで想像だにできていない。

　そう──そうだ。

　個人の持つ強烈な自我と欲望。そこから放たれる権けん謀ぼうと術数。あいつは国や宗教組そ織しきを相手にして一歩も引かず、それどころか隙すきに付け込んで引き裂こうと牙きばを磨いでいるのに。

　ユヴィオール＝カタシェレティスという男の恐ろしさを、法王庁は軽んじている。
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　昇のぼってきた朝日は爽さわやかで、澄すんだ空気は清すが々すがしい。庭に植えられた木々の葉を濡ぬらす露つゆが光に反射してきらきらと光り、庭の鮮あざやかな緑を際立てている。

　左右に広がるそんな光景に眼を細めながら、レイド＝オータムは肩に乗せていた荷物を担ぎなおした。大きな麻袋はずっしりと重く、時々そうしないと筋肉が強こわ張ばってしまう。

　匍都ハイト郊外にある旧男だん爵しやく屋や敷しき、その庭を突っ切り扉を押し開ける。

「ただいま戻りましたよ、っと」

　挨あい拶さつに応こたえる者はいない。中央広間は静まり返っていた。

「おやまあ、いい朝だってのにどいつもこいつもまだお休みかね」

　口の中で思わずひとりごちる。国外で過ごしていた十年間のうちについた癖くせだった。瑩えい国こく語ごを忘れてしまわないよう生活の中で呟つぶやいていたらいつの間にか習しゆう慣かんになってしまったのだ。咎とがめてくる者も特にいないので、そのままにしてある。

「働き者は俺おれだけかよ、ま、誰だれかに出くわして荷物のこと聞かれても困るか」

　正面の階段を上り、右手の廊下へと進む。

　二階の左手はご婦人方の部へ屋やとして割り当てられている。棟の右側を占拠しているのは男ども。つまり自分とユヴィオールと、それからもうひとり。

「爺じいさん、いるか？」

　呼びかけると、返事があった。

「おお、入ってくれ」

「はいさ」

　麻袋を抱え直してから、扉とびらを開く。

「もう起きてるのか。早いな」

　部へ屋やの奥、椅い子すに腰掛けた部屋の主──シュナ＝ウィエナは、ひひ、と笑った。

「老人は早起きでな。……まあ本当は、お前さんの帰りが待ちきれなくて起きておったのよ」

　本人が口にした通り、彼は老ろう爺やである。

　歳としは七十ほどか。頰ほおから顎あごにかけてを覆おおう髯ひげも僅わずかに残った頭髪もすべて白い。皺しわの刻まれた顔は干からびていそうなほど生気がなく、長衣ローブから覗のぞく細い腕は枯木のようだ。ただ、彫りの深い眼がん窩かに収まった双そう眸ぼう、そこに宿った光だけが爛らん々らんと輝かがやいている。

　まるで子供のように。もしくは、狂人のように。

「ほら、土産みやげだ」

　レイドは薄うす笑わらいを浮かべながら、担いでいた麻袋を床へ置いた。

　腰に提げていた短刀を抜いて袋を引き裂く。

　その中身を確かく認にんし、老爺は嬉うれしそうに目を細めた。

「ほっほ、素す晴ばらしいの」

　中身。つまり、失神した少女を見て。

　仕立てのいい貴族服もきっちりと結わえられた黒髪も、ここまでぞんざいに運ばれてきたせいで乱れてしまっている。美しい唇には無惨にも轡くつわを嚙かまされ、細く白い両手は後ろ手に縛しばられてしまっていた。まあ、すべて自分がやったのだが。

「毎度すまんの、病み上がりだというのに。礼を言うぞ」

　立ち上がり少女へ近寄りつつ、レイドの右腕に視し線せんを遣やるシュナ。

「構わんさ。調ちよう子しは悪くない」

　レイドは見せ付けるようにして、それをひらひらと振ってみせる。

　一カ月前の戦いで吹き飛ばされたはずの右腕が──肘ひじから先にしっかりと存在していた。

「もう自由に動かせるのか？」

　興きよう味み深ぶかそうなシュナに、笑って頷うなずく。

「ああ、以前と殆ほとんど変わりねえ。多少は力の加減がしにくいのが難なん点てんだが……以前より鈍にぶいとはいえ触覚も痛みもある。まったく驚おどろいたもんだ、あの女」

　これはレイドが腕を失った数日後にこの屋や敷しきを訪れた女から与えられたものだ。

　アイリス＝キャリエル、通称『魔ま剣けんの母』。煉れん禁きん術じゆつを使用した咎とがで、ローレン＝コーンフィールドやジルチ＝ドレインに並ぶ犯罪者として歴史に数えられているらしい。レイドが瑩えい国こくを去った後のことであったので、最近まで知らなかった。

　自身の右腕を改めてまじまじと見詰めた。五指を握り、開く。

　まるで本物のようだ。ついこの前までは水銀に似た液体金属の塊だったのに、いつの間にかすっかりレイドの腕に擬ぎ態たいしてしまっている。

「俺おれの悪名が霞かすんじまうのも無理はねえな、こりゃ」

　こんな恐ろしいものと比べれば、自分の編あみ出した煉れん術じゆつなど児じ戯ぎだ。

「ほほ、儂わしからしてみればお前さんもたいしたものじゃよ。それを付けた者は十人に八人の割合で死ぬという話だったではないか。同化の痛みに耐えきれず、な」

「ひでえもんだったぜ。三日三晩のたうち回った」

　だがお陰で、失った腕が再び生はえた。あの女には礼を言わなければならない。

「ところで爺じいさん、俺の腕にかまけてる暇はないだろ？　その嬢じようちゃんも放っておいたらいつか目を覚ますぜ。轡くつわ嚙かましてるっていっても騒さわがれると面めん倒どうだ」

「おお、そうじゃったそうじゃった」

　シュナはしゃがみ込み、少女を舐なめるように睨ねめる。

「どこの娘かの」

「ゴードン伯はく爵しやく家けだっけか。そこのご令れい嬢じようだ」

「幾つじゃ？」

「歳としか？　知らねえよ。二十は超えてないはずだ」

「そうでなければ困る。二十歳はたちを過ぎると途端とたんに使い出が悪くなるからの」

　老ろう爺やから洩もれる笑えみには下げ卑びた響ひびきがあった。

　とうに枯れているはずなのに、それはどこか色欲じみている。当たり前かもしれない。シュナ＝ウィエナがこの少女にしようとしているのは、紛れもなく陵辱であった。

「さて、早速始めるか」

　長衣ローブの懐ふところから取り出した短刀で、少女の貴族服を下着ごと裂いた。

　鎖さ骨こつの浮いた白い肌と未み成せい熟じゆくな乳房、それからなだらかな腹部が露あらわになる。

　次いで手を伸ばし、少女にかざす。その掌てのひらにはびっしりと刺青いれずみが刻まれている。直ちよく線せんを折り重ねて複雑に縦じゆう横おうさせた紋様──煉れん術じゆつ陣じんである。

「狙そ撃げき手しゆの娘には黙だまっとけよ、爺さん」

　レイドは軽く肩を竦すくめ、シュナと供く犠ぎたる少女とを睥へい睨げいした。

「あの嬢ちゃん、俺らの中じゃいっとうまともだからな。命を救われた結界の材料がそんなもんだとわかったら卒倒しちまう。おまけに、あんたのことを人畜無害な好こう々こう爺やだと思い込んでるんだ……まったく、その歳になって女泣かせな爺さんだぜ」

「ほ、ほ」

　忠告を聞いたか聞かずか、老人は矍かく鑠しやくと笑う。

　まるで昆虫の標本を前にした少年のように。

　口の中でもごもごと言こと霊だまが詠えい唱しようされる。シュナの掌てのひらがずぶりと、気絶した少女の左乳房へと埋まる。血は出ない。傷口も生じない。まるで粘土に手を突っ込んだようだった。

「……、ん」

　少女が微かすかに悶もだえた。だが、目を覚ますことはないだろう。以前見た時と同じだ。老人の五指はすぐに彼女の心しん臓ぞうを直接握にぎり潰つぶす。大きな痙けい攣れんの後に絶命するだけ。苦しませないのは慈悲か、それとも続く本命、つまり生き肝を取り出すのに支障があるからか。

「また見学していくか？　殺さつ戮りく博士」

「いいや、結構。終わったら呼んでくれ。死体の始末があるからな」

　手を振って踵きびすを返しつつ、心の奥でレイドは戦せん慄りつした。さしもの殺戮博士自分も、さすがに想像だにしなかった──いや、世界中でこの老人以外の誰だれが知っているだろう。

　若い女の肝臓を特殊な方法で精製すると、煉獄の扉を内在する液体が作れることを。

　曰いわく、初しよ潮ちよう前の少女では駄だ目めで、十六から十八の間で扉の大きさは最大になるらしい。二十を超えると扉が小さくなり、二十三を過ぎたら精製できなくなる、と。

　煉れん術じゆつ陣じんを描いた紙片と一緒にその液体を樹じゆ脂しで封じれば、割るだけで即座に煉術の展開が可能な珠たまができあがる。それがシュナの用いる、強力無比な結界の正体だ。

　煉獄の扉を開くための物質や環かん境きようは数あれど、少女の生いき肝ぎもを用いるなど正気の沙さ汰たではなかった。興きよう味み本位で女を陵りよう辱じよくし、解体し、臓ぞう腑ふや死体を思い付く限りのあらゆる方法で気紛れに弄もてあそび尽くさなければ、そんな解答に辿たどり着けはしまい。

　あの魔ま女じよの扮ふん装そうをした少女といい、『魔剣の母』といい、この老人といい、まったく尋常ではなく狂っている。そして狂っている輩やからと一いつ緒しよに過ごすのは、とても楽しい。

　扉を閉めてくつくつと笑いながら、レイド＝オータムは部へ屋やを後にする。

　腹が減った。朝食がまだだ。牛肝レバーの練り物パテでも塗った麵麭パンを食べよう。
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　屋や敷しきの一階にある食堂の椅い子すに座って、ニーナ＝レナ＝スレイジは大きな溜ため息いきを吐ついた。

　ここで暮らし始めてから結構な日数が経たつ。使用人のいない生活も徐々に当たり前になってきた。が、一緒に暮らしている仲間たちの奇き矯きようさに関しては、未いまだに慣なれそうもない。

　中でも最も扱いに困る少女が現在、卓テーブルの対面に腰掛けていた。とんがり帽子も漆しつ黒こくの羽織物マントも、屋内では、ましてや食事中にはまったく相応ふさわしくないのに脱ごうともせず、何故なぜかニーナが麵麭パンを千ち切ぎるのを楽しそうに見み詰つめている。

「……何か用ですか、ティ・キ＝ライム」

　ニーナは食事の手を止め、魔ま女じよの名を呼んだ。

「うん？　そだねー。いや、用事というか、不ふ思し議ぎだなあって」

「何がですか」

「よくそんなの食べられるね？　それも朝から」

　こちらの手て許もとを指差す。

「そんなの、って、普通の麵麭パンですが」

　答えながら、話は通じないんだろうなとまた嘆たん息そくした。

　ティ・キの皿に載っているのは、握にぎり拳こぶしほどの大きさをした白い塊。見かけは乾酪チーズに似ているがまったく違う。食物ですらない。石灰であった。

　彼女は指先でそれを摘つまみ取りながら、口に運んでいる。

　味を想像すると胸が悪くなった。挙げ句、こちらの麵麭パンをまるで食べ物ではないかのように言ってくるのだからまったく冗じよう談だんではない。

「麵麭パンなんて美味おいしくないじゃない。鳶とび色いろの味がしてさ」

「鳶色？　色に味があるのですか」

「うん。味にも色があるよ。あと、音もね。音にも味と色がある。知らないの？」

　物狂いの理屈など知りたくはありません──そんな汚い罵ば倒とうを言いかけてやめる。出しゆつ奔ぽんしたとはいえ仮にも自分は貴族で、その矜きよう持じを見失ってはならないと思った。

　いつもならユヴィオールがこちらに上手うまいこと助け船を出してくれるところだが、彼は数日前から用事だとかでどこかへ出掛けている。

　せめて誰だれか他ほかの者が来てくれればいいのに、そんなことを考えていると、

「よう、お嬢じようちゃん方。仲よく朝飯かい？」

　野や次じめいた挨あい拶さつと同時に、中年の男が食堂へと入ってきた。レイド＝オータムだ。

　瘦やせこけた頰ほおに引ひっ搔かかれたような三本の傷跡。ぞんざいに伸ばして後ろで適当に束たばねた粗野な髪型。貴族風の装しよう束ぞくも着崩していて、まるで海かい賊ぞくのような風ふう体ていである。

「刀かたな鍛冶かじの姉ねえちゃんは……寝てるか」

「いつものことだからねー。夕方まで起きてこないよきっと。アイリス、どんな夢を見てるんだろう？　私は夕べ、虹にじ色いろの蛇が湖に雨を降らせる夢を見たよ。魚や草木が天の恵みだって喜ぶんだけど、雨には蛇の毒が混じっていてみんな病気になっちゃうのさ」

「そいつは愉快だな」

「ううん、悲しいよ。だって魚たちは死ぬに死ねなくて永遠に苦しむもの」

「何だ、やっぱり愉快じゃねえか」

「そっか。言われてみれば、そうかもしれないなー」

　聞いているだけで頭がおかしくなりそうな会話だった。

　ティ・キはもちろん、付き合えるレイドも異常だ。ニーナは辟へき易えきしながらも麵麭パンを口許へ機き械かい的てきに運ぶ。さっさと食事を終えて自分の部へ屋やに戻ろう。

「さて、栄養補給でもしますかね」

「じゃあ石灰食べる？」

「せっかくだが遠えん慮りよしとく。俺おれはお前さんと違って悪食なもんでな」

　ひらひらと手を振りながら厨ちゆう房ぼうへと入っていく。「何もねえな」などとぼやく声が壁かべに響ひびいて小さく聞こえた。ややあって戻ってきた彼の手には、葡萄酒ワインの瓶が握られている。

「練り物パテでも塗って麵麭パンを食おうかと思ったんだが、腸詰めしかありゃしねえ」

　食卓に並んだ椅い子すのひとつへと片かた膝ひざ立てて腰掛け、これも力任せに瓶の栓を抜いた。

「誰だれも買い出しに行ってねえのか？」

　吐き捨てて、葡萄酒ワインを瓶から喇らつ叭ぱ飲のみし始める。あまりの不作法にニーナは眉まゆをひそめた。

「レイド＝オータム殿。没落したとはいえ、卿けいも貴族の端くれでしょう？　なのにそんな、まるで野盗か何かのような。恥ずかしくはないのですか」

「はは！　俺はお嬢じようちゃんのそういう所、好きだぜ」

「な……！」

　意を決して注意したというのに、返ってくるのはあまりに礼を失した言葉。怒りと恥ずかしさで紅こう潮ちようする。未婚の女性にとんでもない侮辱だ。

「駄だ目めだよレイド。ニーナが好きなのはねー、ユヴィなんだ」

「ティ・キ＝ライム！　あなたまでっ」

　頰ほおが更に熱あつくなったのは、怒りよりもむしろ恥じらいによるものだった。

「残念だね、ニーナ。ユヴィがいなくて」

「……っ、何が！」

　けれどニーナはそのことに自分で気付かない。図星を差されたとは思わず、ただ、ふたりで一緒になってどうして自分をからかうのか、と唇を咬かむ。

　にやにやしているティ・キを無視し、レイドへ向き直った。

「だいたい自じ堕だ落らくです、朝からお酒などと……」

「すまんね、徹てつ夜や明あけなんだ。肉よりも血の方が身体からだに沁しみ渡る」

「それ、血なの？　だったら私も欲しいなー。鳩はと？　鶫つぐみ？」

「聖書読んだことねえのか？　神の血だよ。……ところで、話が戻ってうちの大将だが」

　せっかく逸それかけた話題を蒸し返すレイド。

「あいつ、どこに行ってんだ？　三日も帰ってねえだろ。ひょっとしてもう捕まっちまってるんじゃねえの？　はは、だとしたら俺たちもやべえよな」

「ユヴィオール様がそんな下手へたを打つはずがないでしょう！」

　反射的に言い返してしまう。

　しまった、と思った時にはもう、相手は下げ卑びた笑えみを浮かべていた。

「おいおい、冗じよう談だんだよお嬢じようちゃん。まったく、愛されてるねえ大将も」

「ですから、そのような……」

　しどろもどろになるニーナだったが、直後、ティ・キの発した言葉に心しん臓ぞうが跳ねる。

「ふふーん。ユヴィはね、女のところに行ってるんだよー」

「え……」

「おやおや。色男だな、あいつも」

　女のところ、というのはどういうことだろう。

「あの、それはどなたです？　私たちの他ほかにも仲間がいるのですか」

　また変なことを言われるかもしれないと思いつつも、尋きかずにはいられなかった。

「みたいだよー」

　しかし、意に反してティ・キはあっけらかんと答える。

「へえ、どこに住んでんだ？」

　レイドもまた、ニーナをからかうことよりもその『仲間』の方に興きよう味みが出たようだった。

「匍都ハイトじゃないよ。もっと遠く。三百粁キロくらい離はなれてるところだったかな？」

「そいつは遠いな。方角が東だったら海を越えて大陸に着くぜ。国内か？」

「国内だよ。北だったかな、西だったかな？　覚えてないや」

「三百粁キロか。長旅だな。大将が戻ってくるのはしばらく先かね」

　葡萄酒ワインを呷あおり、レイドが肩を竦すくめた。

　それから、ニーナを除くふたりはあれこれとユヴィオールの不在についての会話を始める。

　戻ってくるまでは言われた通りの活動を継続か、とか、問題は買い出しだ、とか。ティ・キ＝ライムがいるにしては比較的まともな内容だったが、ニーナは上うわの空そらで聞いていなかった。

　三百粁キロという距きよ離りに、考え込んでしまったのだ。

　馬車だろうか、それとも引かせることなく馬に乗っての旅だろうか。後者とするなら恐らく道程は二日か三日ほどだろう。つまり今日きよう辺あたり、目的地に着いているかもしれない。まさに今、その女性と会っているかもしれない。

　もちろん仲間というのならユヴィオールの活動に関する用事で、彼は決して自分の使命に色恋沙ざ汰たなどを絡めるような人ではないのだけど──そうだからこそ、そういうところを尊敬しているからこそ、胸に重いものを感じた。

　何故なぜならニーナもまた、彼にとっては仲間でしかないだろうからだ。
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　乗のり慣なれない馬を駆って二日半ほど走らせ、ユヴィオール＝カタシェレティスは匍都ハイトを遠く離れた目的地へと辿たどり着いた。周辺十粁キロに点在する小さな村々と、それらどの集落にも属さない半ば廃はい墟きよと化した屋や敷しき、屋敷の背後に面した大きな森──かつてドレイン伯はく爵しやくの持ち物であった一帯の土地は、かの貴族が所領を没収された今、旧伯爵領、と呼ばれている。

　村に人は少ない。彼らは畑を耕し獣けものを狩るという地方では有あり触ふれた生活を送っている。取とり潰つぶしとなった伯爵の所持していた屋敷と裏手の森には化け物が出るとの噂うわさが立っており、近付く者は殆ほとんどいない。

　かつて、実在しない幻想の獣たちを煉れん禁きん術じゆつで創成し自分の領地を夢物語へ造り替えようとした、瑩えい国こく史上三本の指に入る重罪人、ジルチ＝ルマ＝ドレイン。領主であった彼の所業を、周辺の村人たちは今でも覚え、恐れているのだ。

　ユヴィオールは匍都ハイトからはるばる訪れた、その伯爵屋敷の門を潜くぐった。

　前に来た時は半月前か。庭は見み慣なれた荒れ具合だった。門は錆さび付き庭木は茂るに任せ、とても人がいるようには見えない。適当な立木を見み繕つくろって幹に馬を繫つなぎ、正面の扉を叩たたく。

　返事を待たずに開くと、眼前に広がる光景に思わず溜ため息いきを吐ついた。

　中庭へと改装した中央広間であるのは以前と変わりない。硝子ガラス張ばりの天てん井じようから陽ひが射さし込み、扉から正面階段へと敷しかれた赤あか絨じゆう毯たんの左右には土が盛られて草花が植えられているのも同様。驚おどろいたのは──以前と明らかに違ったのは──そこを闊かつ歩ぽするものがあったことだ。

　花の蜜を求めて飛び交っていた羽虫や、それを獲え物ものとして外から集ってきた蜥蜴とかげや蛇とは違う。正せい確かくには、羽虫や蜥蜴や蛇たちの部品を持った、そのどれでもない生き物たちであった。

　たとえば、蜻かげ蛉ろうの羽根で宙を漂う手足のない蜥蜴。

　たとえば、七つの頭を持った蛇。

　たとえば、雄おん鶏どりの身体からだに蝙蝠こうもりの翼つばさを持ち、蛇の尻尾しつぽを生はやした生き物。

　どれも矮わい軀くで子犬より大きいものは一匹もいなかったが、それでもユヴィオールは戦せん慄りつした。

「……素す晴ばらしい」

　開始から二カ月半ほどしか経たっていないにも拘かかわわらず、この成果とは。

　しばらくその光景を眺めていたかったが、あまりのんびりしていられないと思い直す。これほどまでに早く進んでいるのであれば尚なお更さらだ。

　屋敷の主であるイーサの姿は見えないが、仕方ない。自由にしていいという許可は以前からもらっている。中庭を突っ切り、右手にある扉を開けた。

　廊下を進み、屋敷の角、地下室への階段を下りる。

　そこは亡きイーサの父であるジルチが残した書庫であり、同時に研究室でもあった。

　恐らく広さは屋敷の面めん積せきと同じほどはあるだろう。通路で繫がった幾つかの部へ屋やに区切られてはいたが天井も壁かべも床も石造りで、どこを歩いても黴かびの匂においが立ちこめている。燭しよく台だいだけがぼんやり点々とした暗い空間を歩き回ると、三つめの部屋に目的の人物がいた。

「やあ、久しぶりだね」

　椅い子すに腰掛けて書物を読よみ漁あさっている女性に声をかけた。

　こちらに気付き顔を上げ、眼鏡めがねの奥の双そう眸ぼうを僅わずかに細める。

　蜂はち蜜みつ色いろの前髪が揺れ、

「あら、ユヴィオール」

　トリエラ＝メーヴは、薄うすく笑った。

「元気そうで何よりだ」

「お陰様で、楽しくやっているわ。ここは暗くて昼夜がわからないのが難なん点てんだけど」

「きみにとっては利点じゃないのかい？　時間を気にせずに済む」

「あら、私だってたまには太陽を見たいわ。それに午前も午後もわからないから、お客さんを時計とけいでからかうこともできないのよ。私自身が約束の時刻を忘れちゃって」

「待ち合わせの約束なんてしているのかい？」

「いいえ、全然」

　冗じよう談だんめかしてくすくすと笑えむ彼女は、以前とまったく変わらないように見える。

　彼女が壊こわれたあの時から数えて、会うのは三度めだ。前回と比べても更に調ちよう子しがよさそうだった。ただしもちろん、変わらないのは表面上だけ。

「中庭を見たよ。けっこう進んでいるじゃないか」

　幻げん獣じゆうのことに話題を移すと、トリエラは溜ため息いきを吐ついた。

「まだ道半ばよ。試し験けん的てきに創成した小さいのだけ。大きいのはやっぱり時間がかかるわ」

「じゃあまだ生まれてもいないんだね？」

「人数も足りないのよ」

　困ったように肩を竦すくめる。この態度も昔と違いはない。

　違うのは、

「何しろ、煉れん禁きん術じゆつでしょう？　胚はいひとつを創成させるために膨ぼう大だいな毒気が発生するのよね。だから、作業に従事してる人たちがばたばたと死んでいくの」

　話す言葉の内容──。

　つまり、外れてしまった箍たがだった。

「大きな生物の胚を創成するには、その倍乗に比例した濃こい毒気で強力な煉術をかけ続けなければならないわ。これまでの二倍、三倍近い人数が要いるのよ。近くの集落から片っ端に攫さらって使ってるんだけど、人がいなくなったらどうしようかしら」

　狂ってしまう前の彼女であれば決して口にしなかったことを当たり前のように言い、決して行動に移そうとしなかったことを躊ちゆう躇ちよなくやる。トリエラ＝メーヴはつまり、解放されていた。常じよう識しきから、倫理から、そして自分を押し止める枷かせから。

「現場は地獄じゃないか。どうやって従事させているんだい？」

「家族や恋人を人質に取れば簡かん単たんよ」

　何でもないことのように笑う。

　穏おだやかに、軽やかに。

「だとしたら、ひとりを作業させるためにいちいち人質がふたり以上必要になってはいないかい？　それだと無む駄だが大きいんじゃないかな」

「その程度の問題、ちゃんと解決済みよ。作業場は裏手の森に三箇所建ててあって、それぞれ別の場所で別の脅おどしをかけてるの。父親には『お前が逃げれば母親に代わりをさせる』、母親には『お前が逃げれば子供に』、子供には『お前が逃げれば父親だ』って、そんな感じに」

　まるで方程式の美しさを解説しているかのように、理り路ろ整せい然ぜんと、同時に熱ねつっぽく。

　良心の呵か責しやくなど一切ない、爛らん々らんと光る瞳ひとみの美しさは感動すら覚える。

「そいつは素す晴ばらしい。さすがだね」

　ユヴィオールは笑えんだ。

　──これならば、本題に入ってもいいだろう。

「見事な作業工程のことをもう少し聞いておきたくはあるけど、実は頼みがあって来たんだ」

　抱えていた鞄かばんから書類の束を取り出す。

「本命がまだ生まれていないというのは助かったよ。もし間に合わなかったらどうしようかと思っていたところだったからね。……もっとも、本当に『間に合う』かどうかは、これからきみに判断してもらわなければわからない」
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　机の上に広げた。トリエラは覗のぞき込む。

　びっしりと書き込まれた文章と、挿さし絵えのように幾つかの煉れん術じゆつ陣じん。すべてユヴィオールが作成したものであり、一いち瞥べつした彼女は内容をすぐに理解した。

「……これを、今から仕込め、と？」

　顎あごに手を当てつつ、眉まゆをひそめる。

　指示そのものは単純だ。

　即すなわち、幻げん獣じゆうたちの生態構造に関する設計に手を加えて欲しいというもの。

　ユヴィオールは言った。

「ここに書かれている特性を、これから創成するすべての幻獣に付与してもらいたい。付与自体は不可能じゃないはずだ。理り論ろんも、この書類に記してある通り」

「でも、これは……」

　トリエラは唇を微かすかに震ふるわせた。

　何事かを考え込み、それから首を振り、

「いいえ、確たしかに可能だわ。実例もいたわね。フォグくんの相棒の、あの王属煉術師」

　双そう眸ぼうを──輝かがやかせる。

「実例は彼女だけじゃない。八枚めを見てくれ」

　故にユヴィオールもまた、説明に熱ねつを込めた。

「匍都ハイトにいる私の仲間から教えてもらったことを書いてある。若い女性の肝かん臓ぞうから精製した物質が煉獄への扉を内在するという事実と、その精製方法だよ。……恐らくあのアルトという娘が持つ特異体質もこれと類似した部分があるのだろうね」

　こく、こく、と。書類の文字を目で追いながら頷うなずくトリエラ。

「要するに……」

「ああ。生命は、有機物は、条件さえ揃えれば鍵器となり得るんだ」

　それこそがまさに鍵かぎであり、幻獣たちの創成に際して加えて欲しいものだった。

「アルトのような特異体質である必要はないんだ。九枚めを見てくれ。初しよ潮ちよう後ごから二十歳未満の女性の肝臓だけにこの特性が強く現れる理由を推測してあるだろう？　完全に解明できている訳じゃないけど、煉獄への扉を生じさせるための要因だけを見れば、どうだい？　対象が少女ではなくても充分に再現可能なはずだ」

「……そうね。でも、生きているうちは難むずかしいわ。未知の要素が多すぎて再現不能よ。仮にできたとしても煉獄の扉が開きでもしたら細胞が耐えきれないわ。だからこそあの王属煉術師の少女は異常であって、奇跡なのだけど」

「生きている必要はない」

　ユヴィオールは力強く首を振った。

「焦点は幻獣たちの死後だ。その時にできればいい。生きたまま成し遂げる必要はない。いや……生きたまま成し遂げられても困るんだ。必要なのは死が引き金になること。万が一にも訪れるかもしれない敗北を勝利への一手とできるかどうかなんだ」

　既に確かく信しんしていた。

　熱ねつっぽく紅こう潮ちようするトリエラの頰ほおに。興こう奮ふんしたように早くなっている彼女の口く調ちように。

　学術的好奇心は衝しよう動どうとなり、衝動は原動力となっている。

　つまり──、

「できるかい？」

「ええ、できるわ」

　彼女は既に、それをやらなければ気が済まなくなっているはずだ。

　トリエラの微笑ほほえみは、自信に満ちていた。

「私を誰だれだと思っているの？　ユヴィオール。私は辺獄院リンボ、鍵けん器き開発部門副部長よ。鍵器のことであれば、すべてはこの脳のう髄ずいの中で計算し、この手で実現してみせるわ」

「……そいつは頼もしい」

　こちらの提示した論ろん理りは問題ない。第一段階は達成。

　彼女の技術ならば実現に問題ない。第二段階は達成。

　ならば、あとは第三段階にして最終段階。

「時間的な問題だ。……いつまでならできる？」

「急ぐの？」

「早ければ早い方がいい。人員が必要なら増やそう」

　足りない分は匍都ハイトから攫さらって運んでくればいい。都合のいいことに、現在は失踪者が増えている最中だ。正せい統とう丁てい字じ教きようの使徒たちがせっせと貴族たちを消してくれている。

「この特性を付与するには現在作成中の胚はいに情報を追加すれば済むわ。三日もあれば充分。あとは煉れん術じゆつをひたすらにかけ続けて、胚を現世に定着させるのに四十日」

「半月あれば作業要員が届く。だったら？」

「今いるのを全員使い潰つぶしていいってことね？　だったら半月。そこからは餌えさを作らせることにするわ。高こう濃のう度どの栄養と同時に細胞分裂が促進され、雛ひながあっという間に巣立つような。幼体がすぐ成体になるような。そうしてすべてを揃そろえるのに、そうね……一カ月」

「上出来だ、トリエラ＝メーヴ」

　想定していたよりも短期間だ。

　嬉うれしい誤算だった。何せユヴィオールは国家に追われる身。時が経たてば経つほど追い詰められていくのは自明で、故に作戦実行は早ければ早いほどいい。

　机に付けていた手を離はなし、身体からだを起こす。

　トリエラの上気した表情は、狂気か、それとも狂喜か。

　伝染してきそうな熱を冷ますために、ユヴィオールは冗じよう談だんめかして言った。

「イーサには内ない緒しよにしておいてくれるかい？　たとえもしもの保険であっても、幻げん獣じゆうが死ぬことを想像すると彼女は泣いてしまうかもしれないからね」

「ええ、わかったわ」

　それでもなお、心が躍おどるのは抑えきれない。

　あと一カ月。

　それはユヴィオール＝カタシェレティスにとって、運命を切り開く日となるはずだ。
















　その報は、海を渡って届けられた。

　匍都ハイトの中心部にある独立行政区域『特区シテイ』は、瑩えい国こく経済の実質的な中心地であり、当然のことながらそこには金品ばかりではなく大量の情報も集まってくる。むしろ情報の扱い如何いかんによって経済の流れが制御できることを考こう慮りよすれば、それはどんな金品よりも価値のある商品だ。故に『特区シテイ』を牛耳る組そ織しきたる『レキュリィの宴うたげ』が持つ情報収しゆう集しゆう能力は、ともすれば国の諜ちよう報ほう部ぶよりも深く、列強間の直接連絡網もうに匹敵するほど早い。

　今回、その情報を『レキュリィの宴』が手にしたのは、瑩国政府とほぼ同時。発生から一週間後の夕刻、午後五時十八分だった。

　いかに大陸で起きた出来事とはいえ、本来なら早くて半日、遅くとも三日あれば伝達には事足りる。それが一週間を要した理由はふたつ。ひとつは情報が表に出てくるまでに時間がかかったこと、もうひとつは露ろ呈ていと同時に混乱が起きたことだ。

　レキュリィはその日、屋や敷しきの執務室に届けられた封書を、いつものように長椅子ソフアへ寝そべり葡萄酒ワインの硝子杯グラスを傾けながら開いた。しかし目を通した瞬しゆん間かん、彼女の気配けはいは一瞬で変わる。

「……む」

　傍かたわらに控えていた執事バトラーのカルブルックがそれに気付き、糸目をわずかに開いた。

「どうか致しましたか」

「うむ。まずいな、これは」

　応こたえながら起き上がり、書類をカルブルックへ差し出す。

　受け取って一読した老執事もまた、主と同様の反応をした。即すなわち、緊きん張ちようが執務室に満ちる。

「何と……まさか」

「同じ情報を既に王弟殿も受け取っている頃ころだろうな。兄にい様さまは呼びつけられているやも」

「でしょうな」

「一週間も前のことが今届いたとなると、既にこれは公おおやけのこと、列強諸国にも知れているのだろう。……つまり、儂わしらは無防備に弾を食らったに等しい」

「どう動くべきですかな？」

　執事バトラーの問いに、幼い少女の姿をした人造人間ホムンクルスは唇の端を小さく歪ゆがめる。

　余裕の、ではない。国の未来を案じた、憂うれいの微笑だった。

「まずは、国際情勢が如何いかに変化するかだ。瑩国政府がどういう対応をするかは儂らが口を出すことでもあるまい。相そう談だんがあれば向こうから来るだろうよ」

「我が国の政府が暴ぼう走そうする可能性もあるのではないですか？」

「あの王弟殿がさせまい。最終的には王室の問題として治めるはず」

　長椅子ソフアから立ち上がり、硝子杯グラスに残っていた葡萄酒ワインを一気に飲み干す。

「故に問題は、この一件が起こす細さざ波なみがどう変化するか、だ。表面上これで何かが大きく変わるでもなかろうが……間接的な影えい響きようはそうはいかん。大海に投げ打たれた石が巡り巡って鮫さめを怒らせれば、鯡にしんの群がまるごと消える、そんな結果にもなり兼ねん」

　溜ため息いきを吐ついた。

　カルブルックから戻された書類にもう一度目を通すが、やはり書いてある内容は同じ。

　見間違いではない。信頼できる筋からのものであるから誤報でもない。

「事故や病気や自殺であれば、もう少し違ったのだが」

「たとえ真実はどうあれ、それが事実として表に出ていれば……」

「ああ、表向きは不幸な事件として片付けられたのにな」

　だが、残念ながらそうはならなかったらしい。

　明日あしたにでもここに書かれた文言通りのことが、大陸中の新聞を賑にぎわすはずだ。

「やれやれ、忙しくなるぞ。……カルブルック、また寝られない日々が続くな」

「はい。老体には少し堪こたえます」

　冗じよう談だんめかした執事バトラーの言葉に、レキュリィは諦てい観かんに近い表情で片かた眉まゆを上げた。

　凶報をもたらしてきた紙片を机に置く。そこに記された文章は短い。

　無む機き質しつな文字で、ただ二文。

　悳とく国こく第二王子ディード＝ハルン＝ツェルドリッヒ、暗殺さる。犯人は不明。──と。
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　呼び出されて赴おもむいたリチャードの執務室は異様なほど重苦しい空気に包まれていて、それだけで何かただならないことが起きたのだと予感させられた。入ってきたフォグに対して、王弟は神妙な顔で単刀直入に、ディード王子が殺された、と告げる。

「……どういうことですか」

　そう問い返したのは驚おどろきのせいで、リチャードの発した言葉の意味が上手うまく理解できなかったからだ。が、口に出して尋きいたことでようやく思考が追い付き始める。

　ディード王子。つい一カ月半ほど前にフォグも会った、悳国第二王子。

　穏おん和わな物腰とそこから発せられる流りゆう暢ちような瑩えい国こく語ごをよく覚えている。自分のような下げ賤せんの身にも丁てい寧ねいに接してくれた。若さに似合わない達観を持った人物だったと思う。

　それが──死んだ？

「座りなさい」

　立ち尽くしたままのフォグへ、思い出したようにリチャードは長椅子ソフアを促す。生返事をしながら従った。ただし当然ながら、平時にいつも用意してくれているお茶は出ない。

「先ほど報が入った。一週間前のことだ」

「殺された、と仰おつしやいましたね」

　長椅子ソフアへ腰を下ろして深呼吸をし、リチャードを見み遣やった。

「ああ。場所は悳とく国こく内、地方都市ガルティッツァ。街を外遊中、背後から刺されたそうだ」

「犯人は？」

「逃げた。逮捕には至っていない。今のところはそう聞いている」

　フォグは静かに大きく息を吐いた。深呼吸だか溜ため息いきだか自分でもわからなくなる。あの式典の日、自分へと笑いかけたディード王子の顔が頭に浮かんだ。

　もちろん、悲しんではいられない。他国要人の死はそれ自体が事件であり現象であって、考えるべきはそこからどんな影えい響きようが波及するかだ。問題は死者の人格ではない──わかってはいるが、どうにもやりきれない気分になる。

「悼いたむべきことだが、出てくる問題は多いよ。……まったく、どうしたものか」

　リチャードはさすがに冷静だった。感情と思考を見事に切きり離はなしている。政治家として、王族としては当然の能力なのかもしれない。

　フォグがまず頭に浮かんだのは、マーガレットのことだった。

「あの、例のご結婚の話は」

「まずはそれだよ」

　怖おず怖おずと切り出すと、リチャードの顔に浮かんだ懊おう悩のうが深くなる。

「正直に言うと、報告があと三日早ければと思わずにはいられない。もしくは、あと三日遅く報告していれば、か。とにかく、時じ機きが悪過ぎだ」

「まさか……」

「ああ」

　フォグの懸け念ねんは当たった。

「つい三日前だ。マーガレットに婚約の話をした」

　彼女は、自分がいずれディード王子の花嫁になるということを既に知っている──。

「悳国政府を怨うらみたくなるよ。この報しらせが届くのに七日もかかっていなければとね。こちらがマーガレットに話を通す日時を向こうは知っていたはずだから尚なお更さらさ。知っていてわざと報告を遅らせたのかと勘かん繰ぐってしまいたくなる。……まあ、さすがにそれは言い掛かりだ。これだけの日時を要した理由は向こうの事情だろう。悳国はうちよりも地方分権の傾向が大きい。地方で暗殺されたとなれば、首長の責任問題が絡んでの混乱もある。たぶん、しばらく国内でも事件は秘されていたはずだ。そうでなければ新聞社が広めた情報が先にこちらにも届く」

「マーガレット様には？」

「今夜告げる予定だ。私の役目だろうな……気が進まないよ」

　考え込んでしまった。彼女は何を思うのだろう、と。

　マーガレットは婚約の話を、自分の未来を、覚悟して受け入れていたのだろうか。それともまだ覚悟ができないままに、受け入れられずにいたのだろうか。どちらにせよ婚約者は死に、決まりかけていた未来は反故ほごになってしまったのだ。これは彼女にとって悲しむべきなのか、喜ぶべきなのか。

　もちろんフォグが案じても仕方のないことではあったが、どうでもいいと片付けることもできない。マーガレットが心の奥で慕っていた相手は他ほかならない自分で、婚約という事実があればそれを過去の思い出として捨て去ることもできたはずだったのに。

「マーガレットの婿むこ選びが白紙に戻ったのも頭の痛い話だが、まあそれは王族の隠居たちに任せておけばいい。私にはそれよりももっと大事な責務がある」

「外交、ですか」

「まずはディード王子を誰だれが殺したか、だ」

　豪ごう奢しやな椅い子すの背もたれに身体からだを預け天てん井じようを見上げながら、リチャードは重々しく言った。

「真っ先に考えつくのが、婚約の話をよく思わない法王庁側の列強国。もしくは悳とく国こく内における政治闘とう争そうの結果。もちろん、思想犯だったり阿あ片へん中毒者の暴ぼう挙きよであったりの、背後に何もない個人犯行という線せんもなくはない。つまり挙げ始めれば膨ぼう大だいできりがないのだが……問題はその膨大な容疑者の中に、うちも入ってしまっているということだ」

『うち』。つまりは瑩えい国こく内の組そ織しき、或いは個人。

「濡ぬれ衣ぎぬを着せられることもあり得るということですか？」

「もちろんだが、それに関してはさほど案じる必要はない。毅き然ぜんとしていればいい話だからな。それを口実にして何かを仕掛けられるほど我が国の力は低くない。先進国の強みだよ。……問題は、まさにうちが犯人だった、という場合さ」

　自じ嘲ちよう気味な笑顔えがおはしかし、深刻な色を孕んでいた。

「それは……」

「ないと言い切れないのがつらいところだな。国の方針がどうあれ、我が国の議ぎ員いんたちも一枚岩の集団では決してない。ましてや国内に潜せん伏ぷくする反政府組織や個人も含めれば、瑩国内に限ったとしても怪しい輩やからを数え上げてきりがない」

　リチャードの言葉に、フォグは思わず漏らす。

「……キリエ」

「きみの妹という人造人間ホムンクルスか？　『ローレンの雛ひな』の二番め。例の引ひき裂さき魔ま事件と、それから辺獄院リンボ襲しゆう撃げきにも加わっていたという……」

「はい」

　レキュリィのところへ向かう途中、馬車の中に出現した彼女のことを思い出す。そういえばあれは、およそ十日ほど前だった──まさにディード王子が暗殺される数日前だ。

　宣戦布告、と言っていた。何をしようとしているかは、すぐにわかる、とも。

　唇を咬かんだ。あの時の嘲笑を思い出し、拳こぶしを握る。

「僕の知る中で考えるなら、あいつが関かかわっている可能性は高い」

　可能性が高いと形容しつつも、フォグの中では確かく信しんに近かった。

「そうか。……なるほど、考こう慮りよに入れておこう。とはいえ仮にそれが事実として、我々が見据えるべきはキリエという個人ではない、というのはわかるな？」

「もちろんです。問題は、彼女がどこの誰だれと手を組んでいるのか」

　オービット公こう爵しやく屋や敷しきで行われた舞ぶ踏とう会かいの日、アルトの前に彼女が現れてから考えていたことだった。キリエはどこかの国家、もしくは組そ織しき、或あるいは個人と手を組んでいる。

　あの娘が自分たちに仇あだなす動どう機きは、そもそもが私し怨えんからのものだ。同じ人造人間ホムンクルスでありながら人間のような暮らしを送り、更には受け入れてくれる人がいる『兄』のことが妬ねたましく憎らしい──故にフォグとアルトを妬み憎んで、敵対している。

　だが一方でそれは、あくまで個人に向けての感情でしかない。もしキリエがたったひとりで動いているのならば、悳とく国こく王子の暗殺などという回りくどい手段を取る必要はないのだ。

　故に彼女の背後には、何らかの組織、または個人がいる。重要なのはディード王子の殺害犯がキリエかどうかではない。殺害犯のことをキリエが知っているかどうかだ。

　そしてキリエと関かかわっている人物を考えた時、ひとりの人物が浮かび上がってくる。

「ユヴィオール＝カタシェレティスも裏で動いているかもしれません」

　そう思える理由は、これも舞踏会の夜のこと。彼自身が発した言葉。

　あの日ユヴィオールは、辺獄院リンボ襲しゆう撃げき事件の黒幕が自分であることをフォグへ告げた。イパーシ＝テテスを導みちびき、トリエラ＝メーヴに引き合わせ──一連の流れに、キリエはイパーシを補佐する実行犯として加わっていたのだ。協力関係にないはずがない。

「そうだな」

　リチャードは頷うなずく。が、頷きつつも眉まゆに皺しわを寄せる。

「とはいえ、私の立場からすればあまり個人に焦点を当てすぎる訳にいかないところでもある。国際情勢や外交問題、国内の状況にも目を向けなければならん。我が国は、今まさに議ぎ員いん絡みの連続失しつ踪そう事件という大だい難なん問もんが起きている真っ最中だしな。困ったことにどうも最近、関係者の範はん囲いが広がって、被害が無秩序になってきていてな……」

　フォグに相そう談だんしてきたのは恐らく、前ぜん線せんで戦っている個人としての意見が欲しかったからだろう。だからこちらも遠慮なく、自分の意見を言うことにする。

「僕は政治家ではありませんから殿下と同じことを考えても仕方ないですよ。その連続失踪事件もキリエとユヴィオールが関わってるんじゃないかと思ってるくらいです。だから……」

　と──。

　何気なくそう口にした瞬しゆん間かん、フォグの頭で繫つながるものがった。

　議員関係者たちの失踪事件と、悳国王子の暗殺。もしも本当に、双方ともがユヴィオールとキリエによる、ひとつの思惑の元で動いているとするならば。

　キリエと彼女の所属する組そ織しきのことはわからないことが多すぎるが、もう一方の人物、つまりユヴィオールの視点に立ってみたとしたらどうだろう。今起きていることはもちろん、それ以前に起きたこと──アルトの殺害計画や『引ひき裂さき魔ま』事件、更には辺獄院リンボへの襲しゆう撃げきも含めてひとつの流れで考えなければならないはずだ。

　一連の事件を通して彼が目もく論ろんでいるのは恐らく国家の転てん覆ぷくであり、だとしたら、

「瑩えい国こくに打だ撃げきを与える……つまり」

　国家ひとつを揺るがすために必要な力を少数の組織が持つのは難むずかしい。だが破は壊かい活動の規模を広げて被害を甚じん大だい化かさせるには、より大きな個人の力が必要不可欠だ。

　議ぎ員いんの失しつ踪そう事件とディード王子暗殺に関してはまだわからないが、夜会の襲撃、キリエとイパーシが起こした騒そう動どう。このふたつに限ってみれば、大きな力を使うことには成功している。

　煉れん術じゆつという力をより強くする道具。

　人の手に余る毒気を吐き出す、悳とく国こくが造りだした鍵けん器き──『グラフの数珠じゆず』で。

　あれはそもそも、レティック＝メイヤが所属していたと思われる過か激げき派はが密みつ輸ゆを始めたものだ。なのにユヴィオールとその一派もまた、当たり前のように手に入れ、使用している。

　キリエの能力によって数を増やし分け与えた？　いや、限度がある。それよりももっと手っ取り早い手段がある。横流しすればいいのだ。レティックと同じようにして。

「リチャード殿下」

　フォグは立ち上がり、自分の推測を王弟へと告げた。

「メネレック議員に探りを入れてみて欲しいんです。以前も申し上げた通り、彼は『グラフの数珠』の横流しに裏で関かかわっている可能性があります。もし事実だとしたら、ひょっとしたらユヴィオール＝カタシェレティスとも……」

　王弟は進言に一いつ瞬しゆんだけ笑えみ、それから神妙に頷うなずいた。

「なるほど、確たしかめてみる価値はあるな」
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　匍都ハイトへ戻ってから四日。

　トリエラがもたらしてくれた嬉うれしい誤算のせいで、ユヴィオールは旅の疲れを取る暇もなく次の行動を移すことになった。前倒しになった数々の計画を調ちよう整せいすることはもちろんだが、まず何よりすべきなのはドレイン家の屋や敷しきへ作業要員を送ることである。

　それはつまり、匍都ハイトで現在起きている連続失踪事件が無秩序化することを意味していた。

　失踪事件は元来、ユヴィオールたちではなく、丁てい国こくの法王庁が発案したものだ。

　ユヴィオールが表だって瑩国政府の敵となったのに乗じ、彼らは姑こ息そくかつ大胆な手段に出た。即すなわち、瑩国公式第一王女マーガレットとの婚約が内定していた悳国の第二王子ディードの暗殺である。それにより発生するであろう瑩えい国こくの混乱をより複雑化させるため、同時に始めたのが瑩国政府所属の議ぎ員いんたちを連続殺害する計画だった。死体を残さないことで失しつ踪そう事件に偽装し、ひとつひとつの捜査を長期化させる。国外で外交の手札を焼きつつ国内では政治力をじわじわと削そぐという、実にねちっこい策だ。

　ただし法王庁が計画を実行するには、ユヴィオールの協力が必要不可欠だった。

　キリエと『使徒』だけでは議員たちを殺害していくにも効率が悪い。手口も単純化していくため足が付く可能性も高くなるだろう。そこでこちらが手伝てつだうことにより、捜査を混乱させるという訳だ。実際、標的にしている対象も法王庁と自分たちとで違う。あちらはあくまで議員本人ばかりなのに対し、こちらは議員関係者が多い。

　当然、協力するだけではない。同時に彼らのことを利用させてもらってもいる。

　こちらは人攫いをする必要があった。トリエラのところへ送る作業要員はもちろん、シュナ＝ウィエナの結界珠じゆ作りにも若い女は要いる。だが法王庁側と同様、いち組そ織しきのみの犯行を繰くり返していれば早晩こちらに辿たどり着かれてしまう。故に『議員関係者の連続失踪事件』という隠かくれ蓑みのは非常に助かっていた。

　とはいえ既に犠ぎ牲せい者しやの数は合計で十五人以上にのぼっており、騒さわぎは抑えられなくなりつつある。新聞社に箝かん口こう令れいが敷しかれてあるから市民たちはかろうじて平時の生活を送っているが、渦中にいる議員関係者たちは恐慌寸前らしい。家族たちを郊外の別荘へ避ひ難なんさせるのはまだいい方で、議会を放り出して逃げ出す議員も多いそうだ。

　もちろんこちらとしては、そうしてくれる方が大いに助かるのだが。避難した先の別荘で家族使用人揃そろってまるごと消えた方が、発覚するのに時間を要する。

　キリエからの情報によると『使徒』たちがこちらへ戻ってくるのは一週間後。それ以降は自由にやりにくくなるから、今のうちにトリエラへ送る奴ど隷れいを確かく保ほしておかなければならない。

　必要なのは三十人ほどか。この人数になればさすがに貴族連中だけを標的にする訳にもいくまい。灰はい色いろ街がいに住む賤せん民みんたちのような、いなくなっても誰だれも気にしない輩やからを適当に混ぜ込むことにしよう。あとは、三百粁キロ離はなれた場所への移動手段。裏の人間を雇って馬車で運ばせ、運び人も向こうで使うとすると──三つほどに分けて送ればいいだろう。

　向こうの作業状況を考えると、一週間後に人数が揃っているのが望ましい。馬車での道程は急がせても五日はかかる。余裕はあまりない。

　頭の中でそれらに必要な経費や手順を整せい理りしつつ、ユヴィオールは椅い子すから立ち上がった。

　時は昼過ぎ。隠れ家にしている旧男だん爵しやく屋や敷しきの二階、自室として使っている部へ屋やである。

　匍都ハイト郊外の緑が多い場所に建っており、窓から見える庭もなかなか立派なものだ。もちろん手入れなどしていないから、よく観かん察さつすれば植木や芝に混じって雑草が目立つ。あとひと月もすれば荒れ果てた見苦しい風景へと変わるだろう。その崩れゆく様を想像すると、いかにも楽しげである。問題はあと一カ月弱、ここにいられるかどうか。

　扉を開けて部へ屋やから出ると、廊下で偶然レイド＝オータムと出くわした。

「おや大将。今日きようの分、いつからやるかい？」

　葡萄酒ワインの瓶を片手に直接呷あおりながら、楽しげに人ひと攫さらいの算段を口にする。

「ああ、そうだね。今日はそろそろ始めよう」

「おい、いいのか。まだ昼間だぜ？」

　ユヴィオールは懐かい中ちゆう時計どけいを確かく認にんすると、頷うなずいた。

「今日から人数を増やそうと思う。貴族街の外へ逃げてくれる人が増えたから、時間を気にせずよくなったしね。使用人含めて一家まるごとにいなくなってもらうことにしようか」

「へえ、随分大胆に行くんだな」

「いろいろ加味すると、急がなきゃならない。今日を含めてあと三日で三十人やることにする。それを十人ずつあっちへ送り出しつつ、すべて終わったら私は早馬で先頭へ追い付いて同行して……ああ、悪いけれどまた近いうち留守にするよ。後のことは頼めるかい？」

「指示は出しといてくれよ。俺おれひとりじゃ荷が重い。大将の命令がなきゃ」

　冗じよう談だんめかしつつ片かた眉まゆを上げるレイド。

「基本的には、今の作業を継続だよ。さすがに回数は落としてもらうことになるけど。あとで標的の一いち覧らんも作っておこう」

「手当たり次第じゃダメなのか？」

「『奇跡認定局』との兼ね合いもあるしね。それさえなければ私が帰ってすぐ人数を増やしもしたんだが……ああ、それとは別に、殺しておいて欲しい人間も何人かいる。そっちは必ずって訳じゃない。片手間、暇があればでいいよ」

「は、物ぶつ騒そうなこった」

「手間をかけさせて済まない」

「構わねえさ。楽しませてもらってんだ、雑用くらいはやってやる」

　と、そこでレイドはユヴィオールの肩を叩たたき、

「あー忘れてた、狙そ撃げき手しゆのお嬢じようちゃんのことはお前さんの仕事だ。ちゃんと気き遣づかっとけよ？」

　そんなことを言う。

　──ニーナ＝レナ＝スレイジか。

　確たしかに彼女にはここ最近、仕事を与えていない。

「彼女は我々の中じゃ変わり種だからね。まともで、高こう潔けつだ。今のような汚れ仕事なんてとてもさせられない。教える訳にもいかない。難むずかしいところさ」

「それもあるが、それだけじゃねえよ。仕事がない分、構ってやらないと拗すねちまうぜ。女の機き嫌げんを取るのは色男の役目だろう？　な、大将」

　からかってくるレイドに、思わず笑った。

「ああ……そうだね」

　ニーナ＝スレイジが自分を異性として慕い始めているのは知っている。

　箍たがの外れた狂人揃ぞろいの集団にあって、ユヴィオールだけが紳士的に見えたからなのか、それとも年とし頃ごろの娘らしくたまたま近くにいて優やさしくされた男になびいただけなのか。或あるいはユヴィオールがいつか語った思想に心酔し、自分の理想を重ねてしまったのか。理由はわからない。

　正直なところ、都合がいい、と思っている。

　ニーナのいかにも貴族らしい高こう潔けつさと清せい廉れんさはこの集団にまるで似つかわしくなく、扱いが難むずかしい。彼女は人をひとり殺すにも理由がいる。必要だから殺せ、では納得せず、何故なぜ殺す必要があるのかを求めるだろう。当然、本当の理由を言う訳にはいかない。煉れん禁きん術じゆつを行使するため人ひと身み御ご供くうとして働いてもらうなどと知れたら、絶望して離はなれていくに違いない。

　だから代わりの理由を与えてやるのに、ユヴィオールへの恋心は役に立つ。

「理想を実現するために必要だから、私のためにやってくれ」──恐らくはこのひと言で、彼女はさして深く思考せず納得するだろう。

　ただ、そのためにはユヴィオール自身を高潔に見せておかなければならない。何の感慨も抱かず人を攫さらうような、攫った人間を毒気の渦に放り込み血を吐いて死ぬまで働かせるような、そんな男だと知れたら恋が冷めてしまう。ニーナにとってのユヴィオール＝カタシェレティスは、腐りきった立りつ憲けん君主制を前にこの国の未来を案じ、立ち上がった憂ゆう国こくの青年なのだ。

　──もちろん、国の未来を案じていることには違いないが。

「私はなかなかいい仲間たちを集めたと思わないか？　レイド」

　半ば本気で、半ば冗じよう談だんで、ユヴィオールは隣となりの『殺さつ戮りく博士はかせ』に視し線せんを送る。

「狂人たちの群れにああいう娘がひとりいることで空気が引ひき締しまる。無む垢くな魂は眩まぶしいからね。私たちはあの純情さに憧あこがれ、嫉しつ妬とし、気き遣づかい、その反動でより深い汚辱を求めるのさ」

「……は、言ってくれるな」

　レイド＝オータムもまた、くつくつと身を震ふるわせながらこちらを見み遣やった。

「俺おれに言わせりゃ、あの嬢じようちゃんも充分狂ってるぜ。お前みたいなのに惚ほれたせいで、純情なまんま血の海に飛び込んできたんだから。しかも当人、足あし許もとに臓ぞう物もつと汚物がごろごろ転がってることに気付いてないときてる。……気付いた時が見物だね。初う心ぶな時に手て酷ひどい犯され方をした女ほど、男遊びに耽ふけるようになるもんさ」

　下げ卑びた冗談は酒に酔っているからだろうか。酔っていても声をひそめて他ほかへ聞こえないよう配はい慮りよしているのが、この男の美点であり恐ろしいところだ。

　軽く肩を竦すくめてレイドの言葉を受け流すと、ユヴィオールは言った。

「じゃあ行こうか。ティ・キを呼んでくるから、玄関で待っていてくれるかい？」
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　フォグがディード王子の訃ふ報ほうを知ってから、四日が経たった。

　国際情勢には表だった変化は起きていないらしい。元々ディード王子は嫡ちやく子しではなく、他国へ婿むこ入いりさせるための外交手札だった。故に王族が暗殺されたといえども、国家間の争いへ雪崩なだれ込むようなことにはなっていないようだ──今のところは、だが。

　それよりも瑩えい国こくでは、現在進行中である議ぎ会かい関係者の連続失しつ踪そう事件の方が深刻かつ切迫した事案として扱われている。無理もない。こちらは国政へと直接影えい響きようを及ぼすものだ。

　ここへきて標的の傾向は複雑化、被害者も急増した。議員本人よりもその親類や家族、ひいては屋や敷しきに仕える使用人たちが失踪したという場合が多くなっている。匍都ハイト郊外の別荘にいた者たち十数人がまるごといなくなってしまったという、神隠しのような事例もあるらしい。

　警察軍ヤードや諜ちよう報ほう部ぶ、王属軍は混乱していた。被害の規模が大きすぎてリチャードですらも全容が把握できなくなりつつある。はっきり言えば、無茶苦茶むちやくちやだ。

　国政を滞とどこおらせて政治力を削そぐという目的であれば議員だけを徹てつ底ていして狙ねらえばいいはずだ。実際、失踪事件が発生した直後にはちゃんとその傾向があった。しかし現在の状況は、誰だれを失踪させるかよりも何人失踪させるかを競きそっているかのようだ。

　そう──まるで失踪そのものが目的であるかのような。

　後手後手に回らざるを得ないのが口くち惜おしい。ユヴィオールたちの居場所が未いまだ摑つかめない以上、自分たちは受動的にしか対応できなかった。『レキュリィの宴うたげ』にも協力を仰いでいるそうだがそれでも進しん捗ちよくは芳かんばしくはなく、メネレック議員のことを調しらべてくれている諜報部からも、今のところユヴィオールとの繫つながりを示すような証拠は出てきていなかった。

　あの日以来、キリエも姿を見せない。宣戦布告などわざわざしたのだから、せめて何か手掛かりになるようなことを教えてくれたらいいのに。

　深く溜ため息いきを吐つく。

　知らず知らず洩もれたものだったが、どうやら聞かれてしまったらしい。

「どうしたの？　フォグ」

　寝台の上に腰掛けたアルトが、怪け訝げんな顔をしてこっちを見ていた。

「ああ、いや……」

　何でもありません、と言いかけてやめる。

　頭を搔かき、開いていた本を閉じて揺り椅い子すを少しだけ軋きしませる。

　誤ご魔ま化かすのはやめようと思った。

「今、ちょっと外で問題が起きてましてね。その対応をどうしたものかと考えているんです」

　数秒、沈ちん黙もくがあった。

　彼女は瞬まばたきをしてから何事かを考え込む仕し草ぐさをすると、ややあってこちらを見、

「それは、つらいの？　そのせいで疲れた顔をしているの？」

　問うてくる。

「そうですね……疲れています。でも、たいしたことはないですよ。実際、僕が働かなきゃならない訳じゃないですから。強しいて言えば、待つのがつらい、ですかね」

　答えたフォグに、

「……まつのが、つらい」

　鸚おう鵡む返がえしに呟つぶやいてから、こくりと頷うなずいた。

「私も、お外に出たいのに出られない時はつらいわ。それと同じ？」

「同じですね。待ってなきゃならないって意味では」

　と。驚おどろいたことに──、

「大丈夫よ、フォグ」

　アルトはこちらを見つめ、ゆったりと、

「つらいけど、ずっと出られない訳じゃないもの。待っていればいつか必ずお外に出られるわ。私はいつもそうだもの。だからフォグだってそうよ」

　まるで気き遣づかうようにして、ぎこちなく笑いかけてきた。

「……え」

　その思いがけない表情に、フォグは目をぱちぱちとさせてしまう。

　もちろん、アルトが自分を心配してくれることは今まで何度もあった。

　だがそういう時はいつも不安げな色を瞳ひとみに滲にじませた、まるで乞こうような表情で怖おず怖おずと声をかけてくるのが常だった。フォグの弱った感情に強く影えい響きようを受け、自分まで悲しみに沈んでしまうのが耐えられなくて、だから私に笑顔えがおを向けて、と。

　初めてかもしれない。そんな不安や悲しみをおくびにも出さず、まるで優やさしく包み込むように笑っているアルトは──。以前、トリエラのことで思い悩んでしまっていたフォグを励まそうと頭を撫なでてきた時にさえ、表情には憂うれいと強がりが宿っていたのに。

　こちらが正直に悩んでいることを話したせいだろうか。それとも、もっと根本のところで何か変わりつつあるのだろうか。毎日一いつ緒しよにいるせいで感じにくいだけで、毎日暗い部へ屋やで過ごしているせいで実感しにくいだけで、彼女も日々成長しているのかもしれない。

「ええ、そう……ですね。ありがとうございます」

　つっかかりながらもそう応こたえると、

「ふふん、よろしい」

　アルトは鷹おう揚ように、母性すら感じさせる微笑ほほえみで頷いた。

「フォグが待たずに済むようになる時は、私たちがお外に出る時でしょう？　そうなったらきっと大丈夫よ。だって私たち、強くなってるんでしょう？　ただでさえ今まで負けたことなんてないんだから、これからも絶対に負けないわ」

　言い切ったのは、自分の力ではなくフォグの存在を信頼してのこと。

　だったら、

「今日きようも練習しましょうか。万全を期さなければいけませんからね」

　閉じた本を机に置き、笑った。

　そうだ──どのみち受け身でしか待っていられないのであれば、待っている間にできることをやるしかない。もちろん、いつ何が起きてもいいように決して油断せず、相手が不意に一いち撃げきを叩たたき付けてきても受けきれるように。

「ええ。今日は昨日きのうよりもっと上手うまくやれると思うわ」

　アルトは嫌いやがりもせず、破顔してフォグに応こたえた。
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　イオが塔の地下へと顔を出したのは、午後三時過ぎのことだった。

　アルトとフォグへお茶とお菓子を届けると、今日も今日とて『練習』とやらに没頭している。

　さすがにイオも感心せざるを得ない。もう一カ月半近く──フォグはともかく、アルトがひとつのことをそんなに長く続けるのは初めてかもしれなかった。ここまでくるとふたりに対する嫉しつ妬とよりも、お菓子で邪じや魔まをしている自分に何だか罪悪感がある。もちろん、ふたりともそんなこと考えているはずがないというのはわかるのだけど。

　休きゆう憩けいがてら一時間ほどのんびりした後、フォグがそろそろ行かなければと腰を上げた。王宮へ出仕する用事があるという。いつもであればアルトとふたりきりで読書なり談だん笑しようなりを楽しむところだったが、残念なことに今日はそうもいかず、イオもフォグと一いつ緒しよに地下室を辞すことにした。お菓子の材料がそろそろ底を尽きそうで、買い出しに行く必要があったのだ。

　最近ますます奮ふん発ぱつして豪華なおやつを作っているせいだ。少し前までは『練習』に入っていけないのが悔しかったからだったのだが、今は頑張っているふたりを労ねぎらいたいという気持ちが強かった。イオとしてもそちらの方がすっきりした気分で張り切れていい。意地悪なことばかりを考えながらお菓子を作っても、味に出てしまう。

　楽しく料理すればもっと楽しく食べられる──生まれ育った村の教訓である。

　そういう訳で今日は久しぶりに、フォグと一緒に塔の階段を上った。

　アルトは寂しそうな顔ひとつせずふたりを送り出してくれた。最近はこういう日が多い。いい傾向だなと思う。彼女も成長しているのだ。フォグもどうやら同じことを感じていたようで、螺ら旋せん階段をこつこつ歩きがてらその話をした。

　フォグの笑顔えがおが消えたのは、塔を出てからの別れ際だった。

「最近発生してる事件は知ってますよね？　くれぐれも気を付けてくださいよ」

　真剣な表情でそんなことを言ってくる。

　近ちか頃ごろ城を騒さわがせている失しつ踪そう事件のことだ。

　一週間くらい前から侍女メイドたちの間でも噂うわさにのぼり始めた。偉い議ぎ員いんの人たちとその周囲にいる関係者が次々と姿を消しているという。どこかの国にまとめて攫さらわれているんだとか、身代金目的で誘拐組そ織しきが動いているとか、あれこれと好き勝手に言われていた。

「知ってるけど、私には関係ないんじゃない？」

　以前も一度注意を受けたことがあったが、今日きようのフォグは前よりも真面目まじめだった。

「関係ないかもしれませんが、絶対にそうとは言い切れません。貴族を標的にしつつ、周囲にいた使用人も巻き込まれてるんですから。ましてやここ数日は被害が広がってるんです」

　どうも、少し過敏になっているようだ。

　恐らく仕事で事件に直接触れているからだろう。心配してくれるのは嬉うれしいが、だからといってはいわかりましたと城に引きこもっている訳にもいかない。

「『引ひき裂さき魔ま』の時と同じようにするわ。暗い夜道を歩いたりしなきゃ大丈夫よ」

「買い物に行くのは市場ですよね？」

　市場は貴族街と市民街の境目にある。

「事件は貴族街を中心に起きています。できるだけ避けて下さい」

「大丈夫、ちゃんと市民街を通っていくわよ」

　城からだと貴族街から行った方が早いが、仕方ない。……そうすると人攫いよりも掏す摸りに気を付けなければならない気がするが。王宮用のお仕着せエプロンドレスは仕立てが上等で目立ってしまう。

「日が暮れる前には帰るんですよ」

　重ねての忠告に手を振りながら、イオはそれでも素直に従うことにした。

　市場の周囲は頻ひん繁ぱんに行くので地理にも明るい。市民街経由でできるだけ近道、しかも治安のいい落ち着いた区域を通っていけば大丈夫だろう。そもそも、フォグが心配しすぎではあるのだ。自分は貴族や議員とは何の関かかわりもないし、城勤めの侍女メイドたちも今まで誰だれひとりとして巻き込まれてはいない。イオよりも頻繁に街へ行く者も多いのに、だ。

　城を出て、早足で路地を進んだ。

　遠回りになるのだから急がなければ、夕方の市に間に合わない。

　目的地へは十分もすれば着く。買い物を済ませてから城に戻り、もし時間があるようだったら再びアルトのところへ戻ろう。何も言わなかったけれど寂しがっているに違いないのだ──そんなことを考えながら歩いていると、すぐに市場へと続く曲がり角へと辿たどり着く。

　ぐるりと回り込みはしつつも、結局はいつも通る場所に出た。そもそも市場へ行くには、市民街を経由しようが貴族街を突っ切ろうが最終的にはどうしてもこの辺り一帯のどこかを経由しなければならない。まあ、変な裏路地よりは通い慣なれた道の方が安全だろう。

　大通りに人ひと気けはなかった。普ふ段だんのこの時間にしては珍しいことだったのだが、違和感はさほど覚えなかった。ただ、細い路地へと続く角に、人ひと影かげが目に入った。

「あ」

　思わず足を止める。

　壁かべを背に路上に座っているその姿に、見覚えがあったのだ。

　服装は以前と違う。記き憶おくにある、襤ぼ褸ろ布ぬのだか巻外套クロークだかわからないものを今は纏まとっていない。

　格好は瑩えい国こくに珍しい意匠だった。胸元の開いた上着と、下から縦たての鋏はさみを乱雑に入れたような裙スカート。左右非対称の長さで左の太ふと腿ももが露あらわになっている。

　この衣服をイオは知っている。故郷の乱ラン族ぞくに伝わる伝統衣裳だ。片目をばっさりと覆おおった蓬ほう髪はつは、これも乱ラン族ぞく特有の深ふか緑みどり色いろ──。

「あの、デーンさん？」

　思わず声をかけた。

　一カ月半ぶりだろうか。この道を通る度たびに何とはなしに頭をよぎっていたが、まさかまた会えるとは思わなかった。

　ただ、どちらだろう、と迷う。

　緑色の蓬髪を持つ乱ラン族ぞく純血の女性を、イオはふたり知っていた。男みたいな口く調ちように鋭するどい気配けはいを発するアイリス＝デーンと、言葉遣いも物腰も正反対な、彼女の親類。双子の姉妹だと思うが、両方とも顔立ちは鏡かがみ写うつしのようによく似ている。

　女性はゆっくりと顔をこちらへ向けた。

「あら、あなたは……テリーヌさん。イオ＝テリーヌさんね」

　穏おだやかな口調とにこやかな笑えみ。後者だった。

「お久しぶりです」

　頭を下げつつ近付く。彼女はゆっくりと立ち上がった。

「また会えて嬉うれしいです」

「そうね。ここにいればひょっとしたらと思っていたのだけど」

「もしかして私を捜してくださってたんですか？」

「ええ、そうね」

　思いがけないことだった。

　同族が恋しくなったのか、それとも用事でもあるのだろうか。何にせよ、イオは嬉しくなった。故郷を懐なつかしむ気持ちはないが、同朋を前にするとやはり暖かい気持ちになる。

「アイリスさんはお元気ですか？」

「ああ、あの子？　最近会ってないのだけど、きっと元気でいるに違いないわ」

「そうなんですか……。アイリスさんにもお会いしたいです」

「まあ。あの子も喜ぶと思うわ」

　淑しゆく女じよ然ぜんとした笑顔えがおはあくまで優やさしげで、乱ラン族ぞくの民族衣装も懐かしい。

「あ、そういえば……」

　そちらは風邪かぜなどひいていませんか、と尋たずねようとして、イオは大事なことを思い出した。

「私、あなたのお名前をまだ伺うかがってません」

　すっかり忘れていた。

　デーンさん、ではさすがに失礼だろう。アイリスの姉なのか妹なのかはわからないが、少なくともあちらを名で呼んでいる以上はこちらのこともそうしたく思った。

　彼女は「そうだったかしら」と呟つぶやくと大きな目を細め、しかし、

「アイリスよ」

　名乗ってくれたはいいが、イオをきょとんとさせる。

「は？　アイリス、って」

　アイリス＝デーンの姉か妹のはずだ。それなのに、アイリス？

「え……同じ名前？　でも」

　乱ラン族ぞくには兄弟姉妹に同じ名を付ける慣かん習しゆうなどない。むしろ逆で、顔が似ていれば似ているほど響ひびきや綴つづりから共通点を排除することが多かった。似ていても違う人間なのだから同じ人生を歩まないようにという思いを子に込める文化で、双子ともなれば尚なお更さらだろう。

「そうよ。アイリス。私はアイリス」

　イオの疑問を他所よそに、彼女は笑った。

　というよりも、ずっと笑っている。

　穏おだやかに、優やさしげに。咲き誇る花のように。可愛かわいらしい仔こ猫ねこのように。

　だが、何故なぜだろう。それを見たイオの身体からだが勝手に竦すくんだ。

　背筋が凍るような、芯しんから寒気が来るような感覚がした。まるで、その笑顔えがおの奥から──とてつもなく恐ろしい何かが垣かい間ま見みえてしまったような。




「アイリス＝キャリエル。それが私の名前」




　彼女はもう一度、名乗った。

　アイリス＝デーンと違うのは姓だった。それがいっそうイオを混乱させる。姓が別で名が同じな姉妹などあり得るのだろうか。もしかしてこちらが勘違いしているだけで、デーンさんとこの人は赤の他人なのだろうか。ごちゃごちゃと考えていたせいで、イオは彼女の名に対して覚えた既視感の正体に思い至れない。それが匍都ハイトに住まう人間ならば誰だれしもが聞いたことのある響きであることに、気付かない。

　更にイオの思考は、女性の背後、路地裏から現れた新たな人ひと影かげのせいで止まる。

「お、こんなところにいたか。まったく、黙だまっていなくなりやがって」

　中年の男だった。女性──『アイリス』を捜していたようだ。

「頼むから俺おれの言うこと聞いてくれねえかな。あんたが勝手にいなくなりでもしたら、大将に怒られちまうのは俺なんだから」

　粗野な言葉遣づかいに、伸び放題にしておいて適当に後ろで括くくったぞんざいな髪型。着崩した貴族服。骨張っていて同時に野蛮さを感じさせる体たい軀く。視し線せんは鋭するどく、頰ほおにかけて走る三本の引ひっ搔かかれたような傷跡が余計に威圧感を助長させる。一見してろくな人物ではない。

「ねえ、レイドさん」

　女性は男の小言を無視し、

「こちら、イオ＝テリーヌさんよ」

「え……え？」

　いきなり紹介されてしまう。

　イオは茫ぼう然ぜんとした。

　こんな盗とう賊ぞくみたいな男と知り合いになっても困る。

『アイリス』に感じる漠然とした不安と相まって、思考も筋肉も硬直してしまう。

　だからそこから先の会話や彼らの行動は、もはや完全に意味不明だった。




「お？　おお！　そりゃすげえな。よく見付けたな！」

　レイドとかいう男が手を叩たたき、

「言ったでしょう？　ちょっと待ってて、って」

『アイリス』が得意げに頷うなずく。

「へえ、この嬢じようちゃんがねえ。毒気への耐性すげえんだって？　まあ煉れん術じゆつ師しには向いてなさそうだが。いるんだよな、たまにこういうの。才能と資質が一致してねえのが」

「残念ね。もし才能があれば、私の子供をひとつ差し上げたのに」

「勘弁してくれよ、それは。……さて、イオさんよ」

　レイドがこちらに向き直る。

「俺たち、お前さんにちょっと用事があってな。……こっち、来てもらえるか？」

「……はい？」




　訳のわからなさが一転、具体的な言葉によって具体的な恐怖と化す。

　つまり、自分はどこかへ連れて行かれようとしている、という。

　──こっちに来い？　どうして？　私をどうする気？

　身の危険を覚えるが、動けないままに肩を摑つかまれた。

「まあそんな心配すんなよ。すぐ済む……死ぬのなんて、たいしたことじゃねえ」

　反抗も、反応すらも叶かなわない。

　悲鳴をあげるという発想さえも出てこないまま、イオは路地裏へと引っ張り込まれる。
















　ユヴィオール＝カタシェレティスが再び匍都ハイトを留守にして以降、レイドたちの仕事はめっきりと減った。議ぎ員いんの始末を無理にしなくてよくなったのが最大の原因だ。

　しかし一方で、留守中にもし可能であればやっておいて欲しいことを言いつかってもいて、決して強制ではなかったのだが漫然と時を過ごすのも暇なので、レイドは自発的に動くことにした。それは単純に、何人かの標的を殺すことだった。

　渡された一いち覧らんにあったのはとても実行不可能な貴人から、名前を見ただけでは誰だれなのかよくわからない者まで様々。恐らくはユヴィオールも、半分はお遊びでこちらに託したのだと思う。何せ中には『トーマス＝ミル＝ラエ』などという名まであったのだから──主役不在で国王を暗殺するなど、さすがにできるはずがない。

　とはいえ無名の人間は無名の人間で、いちいち素性を調ちよう査さして居場所を突き止め殺しに行くのは骨が折れる。顔も知らないのだから尚なお更さらだ。ユヴィオールのことだからそれも踏まえての暇ひま潰つぶしをくれたのだろうが、さてどうしたものかと困っていたところ、今日きようになって珍しく早起きしてきたアイリス＝キャリエルが一覧を覗のぞき込み、言ったのだった。

「そこにある名前、ひとり知り合いがいるわ」──と。

　知り合いなのにいいのかと問うと「どうして知り合いを殺してはいけないの？」という頼もしい返事。さすがは『魔ま剣けんの母』、倫理などどこ吹く風だ。

　かくしてレイドは、アイリスと連れだってその知人を捜しに街へ出た。一日二日で見付かるはずがないし見付からなくても暇が潰れていいか、くらいの気持ちでいたのだが、初日であっさりと遭遇したのはどういう巡り合わせだろう。

　標的の名前は、イオ＝テリーヌといった。

　レイドも一度戦った、あのアルテミシア王女に専属で仕える侍女メイドだそうだ。確たしかに殺しておけば後々面おも白しろくなる存在である。フォグとかいう騎き士しの少年とも仲がいいのだろうか。そうならばなおいい。友人の仇かたきとして憎まれれば、さぞ戦い甲が斐いが増すだろう。

　遭遇したのは貴族街に面した大通りで、さすがにその場で殺す訳にはいかなかった。だから路地裏に連れ込み、少し歩く。立ち並んだ屋や敷しきの壁かべに囲まれるようにして丁度いい広さの空き地があったのでそこで止まり、軽く突き飛ばした。

　イオ＝テリーヌは数歩よろめいて、それでも転ばずに踏みとどまる。ただし顔は茫ぼう然ぜんとしたまま、起きていることに思考が追い付いていない様よう子す。もちろん、これから自分が殺されることだけはわかっているだろう。感情がそれに反応し身体からだが動くかどうかは別だが。

　これまでの人生で何度も見てきた。煉れん術じゆつを開発する過程で実じつ験けん台だいとして三十人近くを殺してきたのだ。無言で女を路地裏に連れ込むと大概はこういう反応をする。

「アイリス……さん」

　イオがぽつりと、アイリス＝キャリエルの名を呼んだ。

　レイドの後ろからついてきていたアイリスが、にこやかに笑う。

「あなたが死んだら、あの子も悲しむでしょうね」

　言葉とは裏腹、実に楽しそうに。

「あの子、って……デーンさん？」

「ええ、そうよ。アイリス＝デーン。そう名乗ってるもうひとりの私」

「もうひとり……？　何ですか、それ」

　困惑するイオ＝テリーヌ。

　だが、噓うそでも冗じよう談だんでもない。この女の身体からだには、今の彼女とは別の魂がもうひとつ宿っている──つまりは、彼女の別人格が。

　そちらはデーンという姓を便べん宜ぎ上じよう使っているようだが、実質的には今のアイリス＝キャリエルとアイリス＝デーン、ふたりともが『魔ま剣けんの母』であるらしい。つまりふたつの人格がそれぞれ別途に、煉れん禁きん術じゆつを用いて魔剣を製造していたということだ。

　レイドはまだ『デーン』の方に会ったことはなかった。

「彼女と私はね、趣しゆ味みがまるで正反対なの。あの子はあなたみたいな明るくはきはきした人、好きみたいね。故郷にもまだ未練があるみたい。同じ乱ラン族ぞくには優やさしくしちゃうの」

　ただ、こちらのアイリス＝キャリエルだけでも、さすがというべきか。

「……つまりね、私はあなたみたいな明るくはきはきした人も、乱ラン族ぞくも、大嫌いなの」

　瑩えい国こく三大罪人に数えられるに相応ふさわしい、破は綻たんした人格を持っていた。

　穏おだやかな気配けはいも美しい笑顔えがおも崩さずに、アイリスは言い放った。

「あの子が好きな人を、もうひとりのあの子である私が、私であるうちに殺しちゃう。それが私の趣味なのよ。何度もそうやってきたわ。あの子の友達や恋人を、何人も。その度たびにあの子は嘆き悲しんで、私を憎んで……それが伝わってくる度に私の創作意欲は高まるのよ」

　あくまで淑しゆく女じよ然ぜんとした態度で発せられる狂気は得体えたいの知れない恐怖を与える。

　レイドに右腕を与えてくれた時もまったく同じだった。同化の痛みに青ざめて脂汗を流していた自分をにこやかに見下ろしていたのが忘れられない。

「何を……なにを、言って」

　唇を震ふるわせるイオ。

　恐らく彼女は、この女のごく浅い部分にしか触れていなかったのだろう。立ち入った内容の会話をしなければこの狂気は感じられない。

　さすがに見ていて気の毒になってきた。

　なので、もう殺してやることにする。

「もういいか？　アイリスさんよ」

　彼女を遮さえぎってイオの前に立つ。

　そうして自分の上着の右みぎ袖そで、肘ひじから下をぞんざいに千ち切ぎった。

「あら、私の子供を使ってくれるの？」

「他ほかの得え物ものをうっかり忘れたもんでね」

　レイドの腕は一見して、生身のものに見える。

　皮ひ膚ふの肌はだ色いろも質感も左腕と何ら変わらず、その下には筋肉と骨の存在も窺うかがえる。だがよく観かん察さつする者がいたら、肘ひじから下には産うぶ毛げ一本生はえていないことに気付くだろう。それは生身としては異常なことであり、一方で金属としては当たり前のことだった。

　腕に命令を送る。付けてしばらくは難なん儀ぎしたが、慣なれてしまえば身体機き能のうを行使するのと変わらない。手を開いたり閉じたりするのと同様に『展開する』だけだ。

「あ。……え。え？」

　イオが目を見開いた。

　レイドの右腕が、一いつ瞬しゆんで変質したからだ。生身の腕から、武器へと。

　肘から下は、甲こう殻かく類るいを思わせる形状の鎧よろいじみた外殻が折り重なっている。手首から先も同様で、五指は関節ごとが棘とげ付きの刃やいばであり、先端には鋭するどく長い爪つめが伸びていた。振り回すだけで周囲を引き裂き握るだけで対象をずたずたにするであろう、金属でできた刃の鎧。

『アイリスの五番』。

　四肢に擬ぎ態たいする液体金属でできている。身体からだの一部として自由に使える代わりに身体の一部を欠損させなければ装着できないという──造った人間の正気を疑う剣だ。

「いいわね、似合うわ」

　嬉うれしそうにアイリスが言った。

「実際に使われてるのを見たのは私も初めてなの。何せみんな接合時に死んじゃってたから」

「あ？　ちょっと待て……十人中八人は死ぬってのはありゃひょっとして」

「それは本当。理り論ろん値ちとしてはそのくらいの確かく率りつなはずよ。成功例がまだなかっただけ」

「……おいおい、冗じよう談だんじゃねえぞ」

　さらりととんでもないことを告白されてしまった。

　幾多の人間を実じつ験けん台だいにしてきた『殺さつ戮りく博士はかせ』が、まさか逆に実験台にされるとは。さすがに冷や汗が流れる。まあ、結果として死なずに助かっているのだから許してやろう。

「さてと」

　レイドはイオを一いち瞥べつした。

　これを見て悲鳴をあげないのは見事というべきか。さすがあの姫様の侍女メイドだけある。ただやはり場ば慣なれしてはいないらしい。逃げる隙すきは幾らでもあったのに、動けずに棒立ちだ。

　もっとも、仮に逃げていても逃がしはしなかったが。

「ほんとはぐちゃぐちゃの肉塊にするのが趣しゆ味みなんだが、服が汚れるといけないんでな」

　にやりと笑えみ、右腕を掲げる。

　指先を向け、照準を心しん臓ぞうに合わせ、剣に命令を送った。

「行け」

　同時、人差し指を模した刃やいばの一本が音もなくまるで槍やりのように伸びて、

「……あ」




　すとん、と。




　二米メートル先に立っていたイオ＝テリーヌの胸へ──突き刺さる。
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　彼女は背後によろめいた。

　伸びていた刃が縮ちぢみ、抜ける。そのまま腰を落としてへたりこむ。

　数秒ほどきょとんとし、刺された場所を押さえていたが、やがて手を離はなし、

「う、そ」

　掌てのひらにべっとりと付いた血を自分で見ると、こほん、と一度だけ咳せき込んだ。

　咳とともに、形のいい唇から血が溢あふれる。

　身体からだからがくりと力が抜け、イオは俯うつぶせにくずおれた。

　そんな彼女の姿をじっと観かん察さつしていたレイドだったが、一度だけ溜ため息いきを吐つくと、自分の右側に立っているアイリスを睨にらんだ。

「おい、どういうことだ？」

　刃を伸ばした際、狙ねらったのは標的の心しん臓ぞうだった。本来なら過あやまたず突き刺さるはずだった。

　それがわずかに外れたのは、攻こう撃げきが当たる瞬しゆん間かん、

「お前、今のはわざとか？」

　アイリスが唐突にレイドの右肩を引っ張ったからだった。

「あらまあ」

　レイドの視し線せんと詰きつ問もんに対し、にこやかに笑うアイリス。

　次いで口にしたのは、不可解な科白せりふだった。

「自分で手を下さないからって、気を抜いていたのかもしれないわ。……まさかこんなことになるなんて。レイドさん、残念だったわね」

　まるで他人ひと事ごとのようでいて、同時に達たつ観かんした諦あきらめのようでもある。

「あ？　何を言ってんだ？」

　こちらを無視し、掌てのひらを眺める。

「私の番が、終わったみたいなのよ」

　彼女の五指はかすかに震ふるえていた。

「今回も短かったわね。でも、楽しかったわ。作りかけの子供もようやく私の手を離はなれたし。もしこのまま二度と起きられなかったとしても、悔いはないわね」

「おい、まさかお前……」

　そうして──。

　アイリス＝キャリエルは、俯うつむいた。

　深ふか緑みどり色いろの蓬ほう髪はつがばさりと目にかかり、表情が窺うかがえなくなる。そのままレイドを無視して歩き始め、真まっ直すぐにイオ＝テリーヌの所へと行きしゃがみ込む。

　身体からだを抱きかかえる。頰ほおに触れて体温を、首筋を撫なでて脈を確かく認にんしているようだった。

「……生きてると思うぜ、まだ」

　レイドは声をかけた。自分が刺したからわかる。邪じや魔まされたことで急所を外れた。恐らくは自分の血を見て気を失ってしまっただけだろう。

　アイリスはイオを地面へ寝かせると立ち上がり、ようやくこっちへと向き直る。

「初めまして、かい？　もうひとりの『魔剣の母』さんよ」

「ああ、そうだな。初めまして、だ」

　薄うすく笑ったレイドを、アイリス＝デーンは睨にらみ付け、

「やってくれたな、この下衆げすが」

　そう吐き捨てた。

「……へえ」

　レイドは目を見開く。

　なるほど、今し方までとはまるで別人だった。

　男じみた粗野な口く調ちようはもちろん、発する気配けはいも、表情も。あっちのアイリスが無邪気に獲え物ものを食い殺す仔こ猫ねことするなら、こっちは獰どう猛もうに牙きばを剝むく虎とらだ。瞳ひとみに宿るのは今にも飛びかかってきそうな敵意。眉まゆ根ねに寄った皺しわは威い嚇かくしているよう。

「ったく……自分が情けない。気を許して入れ替わっちまったのもそうだが、まさかユヴィオールの野郎のところへのこのこ行きやがるとはな。冗じよう談だんじゃねえ。挙げ句、このざまだ」

「おいおい、綺き麗れいな姉ねえちゃんがそんな汚い言葉遣づかいでいいのかい？」

「黙だまれよ三さん下した。よくも俺おれの同朋をやってくれた」

　レイドは眼がん前ぜんの彼女を眺め、薄うすく笑った。

「やったのはお前さんにもらった武器だぜ？　同一人物って言っていいのかわからんけどな」

　挑発しつつ、思う。

　──こりゃあ、楽しくなってきやがった。

　さっきまでのアイリスから滲にじみ出ていた忍び寄るような恐ろしさよりも、こっちのアイリスが持つ過か激げきな殺意の方がわかりやすい。更に言うなら、イオ＝テリーヌよりもアイリス＝キャリエルの方が、相手としては面おも白しろいに決まっている。

「ところで、ひとつ尋きいときたいんだが。お前さん、何かの拍子にもう一度入れ替わったりはしないのか？　俺としてはあっちも清せい楚そで好みなんだがな」

「残念だったな。元々『アイリス＝キャリエル』ってのは、この俺のことなんだ。あいつは心にできた腫しゆ瘍ようみたいなもんだ。眠りも深い。一度寝たら滅多めつたなことじゃ起きてこないね」

「そうか、なるほど」

　少なくともしばらくは元に戻らない、と。

「だったら、俺にはやらなきゃいけないことがあるんだよな」

　レイドは溜ため息いきを吐つき、刃やいばの指をがしゃがしゃと動かしながら言う。

「あの大将、たいしたもんだぜ？　お前さんが入れ替わる可能性を考えて、そうなった時の対応を俺にちゃんと言こと付づけてくれてたんだ」

「相変わらず抜け目ない奴やつ。反吐へどが出るね」

　鼻を鳴らすアイリス。綺麗な顔が台無しだ。

「は、でもまあ、どうせ内容は見当が付いてる」

「そうか？　だったら話は早い」

　この女に関してユヴィオールから受けていた命令は、ふたつ。

　ひとつめは、自分の留守中にもし入れ替わって戻りそうにないなら殺せ。

　それからふたつめは、可能であれば殺す前に、

「教えてもらえるかい？　『アイリスの魔ま剣けん』……所在不明な分を、どこに隠してるのか」

　それを──聞き出せ。

「……やっぱりか」

　吐き捨てたアイリスはこれ見よがしに舌打ちし、尋きいてきた。

「あっちの俺おれは、あのお喋しやべりな口でどこまで話した？」

「お前さんが何本か隠し持ってるってのは知ってる」

　アイリス＝キャリエルがユヴィオールに説明をしている時、レイドもその場にいた。

　今ひとつ要領を得ない表現だったが、確たしかこうだ。

「『自分では取り出せない。あの子にしか手出しできない』……だったか？」

　大方、匍都ハイトのどこかに倉庫でもあるのだろう。

　自分では取り出せないというのは、煉れん禁きん術じゆつで特殊な施せ錠じようをしているのか。倉庫自体を破は壊かいすれば済む話ではないかとも思うが、それが不可能であるかのような口振りだった。だとするとさて、どんな仕組みなのか。

　レイドはゆったりと、わずかに身体からだを沈めた。

　右腕──『アイリスの五番』を構えてから舌なめずりをして言う。

「まあ、いいさ。倉庫だか何だか知らねえが、連れてってくれるか？」

「は、それが人にものを頼む態度か？」

　相手は気け圧おされなかった。むしろ、よりいっそうの殺気で睨にらみ付けてくる。

「這はいつくばって頭を垂れな。そうしたら連れてってやるよ。……首だけでな」

「おいおい、すげえな」

　故に、嗤わらう。莫ば迦かにしたように。

「見たところお前さん、丸腰じゃないか。それで俺と戦って勝てるってのか？　随分舐なめられたもんだ。こちとら一応、十年前には随分悪名を馳はせた身なんだがな」

「『殺さつ戮りく博士はかせ』のことは知ってるよ。騒さわぎになった時、俺も匍都ハイトにいたさ。でも、こんな姑こ　息そくな手を使うような腑ふ抜ぬけとは思わなかった。挑発して俺の武器を探ろうとするなんてな」

「ち、乗ってくれねえな」

　なるほど、まき散らしている殺意とは裏腹に頭は冷静らしい。

「だがまあ、乗ってくれないならくれないで俺は遠えん慮りよなくやるぜ？　正直なところ、あの大将と違って俺はあんたの魔ま剣けんがそれほど欲しくないんでな。この右腕でもう懲こり懲ごりだ」

　ユヴィオールは既に何本か『アイリスの魔剣』を所持している。個人的にはそれで充分だと考えていた。そもそも、自分はこの女の処遇を一任されているのだ。

　だったら殺してしまっても、責められる謂いわれはない。

　と──襲おそいかかろうと思い始めたレイドに、アイリスがこれ見よがしな溜ため息いきを吐ついた。

「……なるほどね」

　背後に倒れているイオ＝テリーヌを後ろ手に指差して、笑う。

「てめえ相手じゃ、こいつを抱えてたら逃げようにも逃げられない。得え物ものがないまま戦っても勝てそうにない。おまけに、剣の場所を聞き出せなくても殺すつもり満々ときてる。……つまり、俺には元々、選択肢なんか残されてないって訳だ」

「おお、案外物わかりがよくて助かるな。倉庫に案内してくれるんなら殺しゃしねえぜ？　そこの侍女メイドも何なら見逃してやるよ」

　レイドは殺気を緩ゆるめる。噓うそではなかった。連れて行ってもらった後どういう気分に転ぶかはともかく、今のところは助けてもいいと思っている。

　アイリスはややあって、小さく舌打ちした。

「そうか。仕方ない。元々は自分で蒔まいた種だ」

　ひとりごち、左腕を胸の前まで上げる。そこには金属製の腕うで輪わが光っていた。鎖くさりに小さな飾りが付いてある意匠だ。その飾りを右手で摑つかみ、毟むしり取る。

「お、それが倉庫の鍵かぎだったりするのか？」

「……ああ」

「で、どこにあるんだ？　倉庫ってのは。あまり遠くじゃなけりゃいいんだが。さすがに怪け我が人を連れて回る訳にはいかんぜ。先に病院にでも放り込んでおかなけりゃ……」

「その必要はない」

　ぶん、と。

　アイリスは右手を軽く振った。

　すると──レイドは、目を見開く。

　さっきまではなかった短剣が、アイリスの右手に握られていたのだ。

　腕輪に付いていたあの飾りが変化したものだとすぐに気付く。掌てのひらに握り込めるほどの小ささしかなかったのに一いつ瞬しゆんで体たい積せきと形を変え、大きくなった。煉れん術じゆつではない。煉れん禁きん術じゆつで創成した短剣──つまり彼女が創つくったものだろう。

　今度はレイドが舌打ちをする番だった。

「おい、話が違うじゃねえか。やっぱ戦う気かよ？」

「ああ」

「それもお前さんの創った魔ま剣けんか？」

「ああ」

　奇妙な形状をした短剣だった。

　長さは十五糎センチにも満たない。細い刀身自体が曲がりくねっており、あちこちから別の小さな刀身が生はえ伸びている。まるで、小枝をそのまま折り取ってきたかのようだ。

「……『アイリスの十一番』だ」

　彼女はそれを逆手に持って、胸の前に掲げている。

「で、どう使うんだよ、それは」

　形状からは、備えているであろう特性が読めない。

　よく見れば刀身というよりも本当に枝だ。刃やいばなどなく、金属棒に近い。切ることも刺すこともできなさそうだが、だとしたら煉術的な作用が付加されるのか。

「これは、俺おれにしか使えないんだよ」

　アイリスは獰どう猛もうに笑った。

「俺の魂に反応してしか起動しない。あいつでも……もうひとりの俺でも駄だ目めなんだ。だから誰だれにも手出しできない。俺以外の誰にも、な」

「……あ？」

　どういう意味だ、と問おうとする前に、答えが返ってきた。




「言ったろ。倉庫の鍵だって」




　ぐい、と。

　ぞんざいに短剣が振るわれる。ただし、虚こ空くうに。

　彼女の眼がん前ぜん、空間の中に短剣の刀身が埋まる。埋まる、という形容で合っているのだろうか。まるで中途から消失したようでもあった。

　次いで、空間に刺された短剣が柄つかごと捻ひねられる。直後。

「な……！」

　同じようにしてアイリスの周囲、上。何もない虚空からばらばらと、武器たちが落ちてくる。

　半円刀シヨテル。大剣クレイモア。舶刀カツトラス。三叉矛トライデント。鎧断ちフアルシオン。地面に次々と突き刺さる。

　五本落ちてきたところで、アイリスは短剣──確たしかに言われてみれば、その形状は鍵かぎのようでもあった──を虚空から引き抜いた。腕の中で振ると再び小さくなる。元のように腕うで輪わに引っかけ、足あし許もとの半円刀シヨテルをぞんざいに取り、構え、

「さあやろうか『殺さつ戮りく博士はかせ』」

　猛獣じみた笑えみで、舌なめずりしながら牙きばを剝むく。

「『魔ま剣けんの母』が、手ずから餌えさをくれてやる」
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　言うが早いか、アイリスは跳ちよう躍やくし先に仕掛けた。

　片手に握った半円刀シヨテルを振りかぶり、斜め下から斬きり上げる。

　レイド＝オータムは即座に反応した。身を捩よじって躱かわし、右腕を突き入れようと狙ねらってくる。

『アイリスの五番』。自分ではないもうひとりのアイリスが創つくった、四肢と引き替えにしか装着できない刃やいば。特性の恐ろしさは、その材質にある。

　液体の状態で固定された金属は体性神経系と連動して形状を自由に変える。つまり、

「……そら！」

　レイドの五指が溶け合い、腕が一本の槍やりとなって伸びた。

　今度はアイリスが身を捻ひねる番だった。頭部を狙ねらっての一いち撃げきを避ける。が、槍やりはあくまで液体であって形状変化は任意。躱かわされたと同時、鞭むちのようにしなって首を刈ろうとしてくる。

　それでも動きは、アイリスの読み通りだった。

　割り込ませるようにして半円刀シヨテルを首と刃やいばの間にねじ込み、引っかける。

　当然、これもただの武器ではない。

　名は『アイリスの八番』。その特性は、

「む、……な……っ!?」

　レイドから驚きよう愕がくの声があがった。

　当然だ。接触した自分の腕と半円刀シヨテルの刃とが、溶け合い始めていたのだから。

「何だそりゃ、冗じよう談だんじゃねえ！」

　叫びながら慌てて腕を戻し、大きく間合いを取る。

「は、さすがだよ『殺さつ戮りく博士はかせ』」

　──たった一撃の交こう錯さくですべてを理解し、接合してしまった部分を潔いさぎよく切きり離はなすとは。

　観かん察さつ力りよくと判断力が並なら、訳もわからず腕を取り込まれていたはずだ。

「そっちこそさすがだぜ『魔ま剣けんの母』。剣を喰くう剣、か？　最初から俺の右腕狙いだったってことは、金属以外は取り込めないと見たがどうかね」

「……さあ、どうだろうな」

　とぼけてみせるが、まさにその通りだった。

　内心で戦せん慄りつする。まさかひと太刀たちですべて暴あばかれるとは思わなかった。

『アイリスの五番』の使い方も見事だ。あれは神経で直接操そう作さをする故に、補った四肢を大きく離はなれた形状に変化させると脳が追い付かず動きの精度が落ちる。なのに五指を溶かしての一撃もしならせての薙なぎも、自然かつ流りゆう麗れいだった。

　頭脳と身体能力が高い水準で両立している。『殺戮博士』の異名に違たがわぬ腕前だ。

　とはいえ──敵を賞しよう賛さんしても仕方ないし、こちらの手もまだひとつしか見せていない。

　半円刀シヨテルを地面に突き刺し、代わりに舶刀カツトラスを右手で引き抜いた。

　そうしておいて左手では、大剣クレイモア。

　レイドが顔を引ひき攣つらせた。

「おいおい。何でそんなもん片手で軽々としてやがんだ。てめえ、女だろ？」

　全長、一米メートル半。アイリスの身の丈たけほどもあるその『十四番』は、今は手て許もとから失われた湾わん刀とう『十六番』と対ついになる剣だ。二十瓩キロの質量を二十七糎センチの刀身に込めたあれとは逆に、一米メートル半の刀身が持つ重量は、わずかに百五十瓦グラム。ただし強度は普通の鉄と変わりない。

　飛びかかって上から斬ざん撃げき。レイドは躱しきれず右腕で受け止める。

　当然ながら打ち込みは軽い。が、重さを捨てて速度と手数に特化したのがこの『十四番』。

「らあああっ！」

　息を吐つかせず連続で打つ。

　ただアイリスの技量は、凡ぼん百ひやくの剣士より遥はるかに高いにせよ決して常じよう識しきを超えたものではない。使い手の腕前によって威力が大きく変わる十一番以降を完全に使いこなすには不足しており、このまま続けても決め手に欠ける。

　ならばどうするか──奇策で補えばいい。

『十四番』は短刀と違って間合いが広い分、躱かわすにも受け止めるにも相手に大きな動作を要求する。レイドもまた身を屈かがめ腕を大きく掲げ、忙しくしていた。

　右手に持て余していた舶刀カツトラスの出番だ。なだらかに湾わん曲きよくした短い刃やいばは『三番』。あの忌いまわしい別人格が鍛きたえた、とびきり性格の悪い剣。

　アイリスは大剣を振るう傍かたわら、その舶刀カツトラスで自分の右腿を斬り付けた。

　腱までは傷付けず皮ひ膚ふで止める。が、血が飛し沫ぶく。

「う、おっ!?」

　一いつ瞬しゆん遅れて、レイド＝オータムの右みぎ腿ももが裂ける。アイリスと同じ位置が、同じ深さで。

　相対した者に対して、自分に付けたのと同じ傷を与える道連れの刃である。

　予想外のことに、さしものレイドも硬直した。

　隙すきを逃さず『三番』を横へ投げ捨て『十四番』で突きを入れる。左側、肩口へ。

「が、……！」

　直ちよく撃げき。どんなに軽い剣であろうと、当たれば刺さる。もちろん、止とどめではない。

『十四番』をも手放しつつ、背後の地面に突き立っていた残り二本の柄つかを手探りで握った。

　片方は間合いの長い三叉矛トライデント、もう片方は幅広の鎧断ちフアルシオン。

　まずは鎧断ちフアルシオンの『十三番』。

　これも扱いの極端な武器だが、一撃加えるにはもってこいだった。

　下段から、レイドの右腕目掛けて斜めに振る。ずっしりと重い刃は、アイリスが手て許もとの柄を指先で捻ひねると同時──峰から火を吹いた。

　鈍どん重じゆうな一撃が、相手にとっては不意に加速する。

　技量が足りずアイリスも体勢を崩しかけるが、右腕で受け止めたレイドの受けた衝しよう撃げきの方が大きかった。『五番』が跳ね上げられた上に身体からだが数歩後退し、完全に無防備となる。

　故に、止めの一撃を放つ。

「……喰くらえ！」

　開いた距きよ離りに合わせ、鎧断ちフアルシオンを投げ捨てて三叉矛トライデントを両腕で構え、裂れつ帛ぱくとともに突いた。これは『十番』。刀身から高圧電流を流して相手を内部から灼やき尽くす、単純明快な武器だ。

　その刃はレイド＝オータムの腹部を過あやまたずに刺し貫く──はずだった。

　到達する寸前。『十番』はまるで見えない壁かべに押し止められたように、止まる。

「な……」

　今度はアイリスが、驚きよう愕がくする番だった。

　これは『障壁エレール２』。いつの間に？

　言こと霊だまの詠えい唱しようはなかった。知らない間に動作で発動していたのだろうか。しかし、至近距きよ離りでの電でん撃げきまでもを遮しや断だんするほど強力なものが即座に発動できるとは思えない。『グラフの数珠じゆず』でも無理だ。『障壁エレール２』は単純な煉れん術じゆつ故に、強度と規模の細かな定義が必要となる。

「ったく、危ねえところだった」

　大きく一歩を飛とび退のき、レイドは冷や汗の伝う顔で笑った。

　そうして手品の種明かしをするように、右手をひらひらとさせる。

　掌てのひらに張り付いていたのは、握にぎり潰つぶしたと思われる卵殻のような残ざん骸がいと、へばりついた液体。

「確たしかにこりゃ強力だ。やるな爺じいさん」

『爺さん』とはつまりシュナ＝ウィエナか。

　あの老人の作成した、結界珠じゆ──。

「ふざけやがって」

　アイリスは吐き捨てた。悔かい恨こんに満ちた声で。

「そんなもん、いつから隠し持ってた」

「ずっとだよ。俺おれはこう見えて用心深いんだ。まさか使う羽目になるとは思わなかったがな」

　汚れた手をぞんざいに上着へと擦こすりつけ、再びこちらへ向き直るレイド。

「さて、そっちの攻撃は終わりか？　ったく……死ぬかと思ったぜ」

「は、死ぬのはこれからだ」

　三叉矛トライデントを両手に身構えて強がるアイリスだったが、内心では苛いら立だちに似た焦しよう燥そうがあった。

　手の内をすべて明かしてなお、仕留めきれなかった自分に腹が立つ。

　まさかここまで技量の、経けい験けんの差があったとは。アイリスとて『魔ま剣けんの母』と畏おそれられた身、それなりに死し線せんはくぐってきている。剣を造り始める前は煉術師として活動していたし、鍛冶かじ屋や組合ギルドの雇った暗殺者たちに追われた時も全員を返かえり討うちにした。その際に死を偽装して身を隠し、戦いから遠ざかって五年。腕の衰えももちろんあるだろう。

　だが何よりも、相手が悪かったのかもしれない。高い実力に加えて数知れない戦せん闘とう経験を併せ持つ『殺さつ戮りく博士はかせ』──煉禁術も用いずに悪名を轟とどろかせただけのことはあったか。

　とはいえ、ここで諦あきらめる訳にはいかない。

　隠し持っていた武器の特性がすべて知られても、これ以上やっても勝ちの目が見えなかろうと、自分の背後には傷付いた同朋がいるのだ。どうにかして隙すきでも作り、せめてイオ＝テリーヌを逃がす道を探らなければならなかった。

　幸いこちらには、道連れの刃やいば『三番』がある。あの女の創つくった剣に頼るのは癪しやくだが、どうしようもなくなったら肚はらでもかっ捌さばいてやろう。

　そんな覚悟を決めて、相手が仕掛けてくるのを待つ。

　だがどういう訳か、レイド＝オータムは攻こう撃げきに転じず緩ゆるやかに佇たたずんでいた。挙げ句、薄うすら笑いを浮かべて何事かを考え込むように頭をぼりぼりと搔かき、

「ああ、くそっ、……試したくなっちまった」

　ぽつりと、そう呟つぶやいた。

「ったく……俺おれの悪い癖くせだ。この性分のせいで追われる羽は目めになっちまったっていうのによ。でもまあ、仕方ねえや。我慢できるもんなら十年前に我慢してら」

「……何を言ってる？」

　謎なぞめいた独白の意味を、アイリスは問うた。

　代わりにとばかりに、明るい声でレイドは語りかけてくる。

「お前さんの、さっきの鍵かぎ……『アイリスの十一番』だったか？　こことは別の空間を作って中に剣を隠してるのか？　あの魔ま女じよの嬢じようちゃんが使う術式に似てるな」

「だったらどうしたっていうんだ」

「まあ、剣を収納するってのと人間ひとりまるごと生きたまま隠せるのとじゃ術構成がだいぶ違うんだが……とにかく、異空間を構築するのはなかなか難なん儀ぎな煉れん術じゆつだよな。お前さんの場合は煉れん禁きん術じゆつで現世に固着してるから発動に手間はかからんにせよ、固着させるためには呆あきれるほどの手間と時間をかけてるに違いねえ」

　いきなり始まった解説は、何か意図するところがあるのか。どこへ行き着くのか。

　黙だまって聞きつつも、投げ捨てた武器たちをすぐに拾えるように少しずつ後ろへ退さがる。しかしレイドはそんなアイリスに構わず、滔とう々とうと舌を動かす。

「あの嬢ちゃんの『小さなお人形ライム１』。あれ、どうやってるか知ってるか？　なかなかよく考えられてるぜ。羽織物マントの裏地にな、煉術陣が分割して描かれてあるんだと。でもって使いたい時は、羽織物マントをこう、ばさばさっと動かしてだな……布地を絶妙に繫つなぎ合わせることで煉術陣の完成って訳だ。あとは扉さえ開けば即座に起動される。面おも白しろいだろ？」

「何が言いたいんだ、てめえ」

　さすがに苛いら立だった。

　こちらを舐なめているのか、それとも挑発しているのか。いっそこちらから仕掛けようかという気にすらなったその時、話は唐突に収束へと向かう。

「本題だよ」

　垂れ流しの冗長な科白せりふには、結けつ論ろんがあった。

「あの嬢ちゃんと同じ仕組みで、俺も作ってみたのさ。最後の切り札として誰だれにも内ない緒しよにしとこうかと思ったんだがな……新しい煉術を開発したら実じつ験けんしてみたくなる。人間で試したくなる。どんなふうに人が死ぬのか、見たくなる。どうにも止められねえんだ、これが」

「……っ！」

　つまり、それは。

「俺おれの場合は羽織物マントの裏地じゃねえ。……こいつだよ」

　レイドは右腕を掲げた。

　それを合図に『アイリスの五番』が展開していく。

　腕の裏側に縦たての亀き裂れつが入り、内からまるで木通あけびのように割れ、大きく広がり、まるで大仰な金属板を積つみ重ねたような形状へと変型し──アイリスは驚きよう愕がくした。

　腕の裏、つまりさっきまでは裏側に隠れていた部分一面にびっしりと、直ちよく線せんを乱雑に引いたような紋様が刻み込まれている。

　彫って描き、その状態を記き憶おくさせたのか。まさかそんな使い方をするなんて。

「十年振りに開発した煉れん術じゆつだ。跡形も残らないかもしれんが、怨うらむなよ？」

　嬉うれしそうに、本当に嬉しそうに、心底からの愉ゆ悦えつを浮かべ、レイドは笑った。

　鋭するどく尖とがった五指を繫つなげた手の甲に、翡ひ翠すい色いろの半透明な珠たまが埋め込まれているのが見えた。

『グラフの数珠じゆず』だ。つまり、莫ばく大だいな毒気を必要とするほど強力な術式ということ。紋様の複雑さと大きさから察するに、最低でも第だい三さん冠かん、下手へたをすれば第だい一いつ冠かんか。

「……『起きろレエゼ』」

　起動の言こと霊だまが発せられる。

　周辺へ毒気の香りが一気に満ちる。

　アイリスは歯は咬がみした。せめてイオの身だけは守ろうと彼女の前に立たち塞ふさがって覚悟をし、

「む……おい、なんだ？」

　──しかし。

　唐突に、レイドがきょとんとした。

　アイリスもまた同様に眉まゆをひそめる。

　術の発動が来ない。それはおかしなことだった。

　煉術陣はそれだけで儀ぎ式しきとして完成している。言霊や動作は必要ない。毒気が発生したその瞬しゆん間かん、遅くとも二秒以内には煉術が発動しなければならないはずだ。発動しないということは、煉術陣自体が出来損ないだったのか、或あるいはもっと別の要因が発生したか。

　頭を巡らせ、不意に気付いた。

　術が発動しない理由としては真っ当な現象が、今この場で起きている。




　即すなわち──毒気の香りが、いつの間にか消えていることに。




　レイドの気配けはいが瞬時に変わった。

「……っ!?」

　焦りか舌打ちかわからない声を洩もらしながら横へ跳ちよう躍やくする。それと殆ほとんど同時に彼の背後から短刀が振り下ろされた。躱かわせたのは長年の経けい験けんがもたらした勘によるものか。刹せつ那なでも遅れていたら、今いま頃ごろレイドは地面に倒れ伏していただろう。

　背後から無言で彼を急きゆう襲しゆうしたのは、少年だった。

　安物の貴族服を纏まとっている。歳としは十代後半。身構えたまま鋭するどい視し線せんでレイドを睨にらみ付けていた。アイリスの知らない顔だ。だから視線は自然、少年の持つ武器へと釘付けになった。

　──内反りの刃やいばを持った、幅広の湾わん刀とう。

　瑩えい国こくでは滅多めつたに見られないこの形状は、遥はるか東方に住まう少数民族が使用しているものだ。本来はもっと大きい。山刀として多様な使われ方をしているものだが、それを人体破は壊かいに特化すべく小型化し、更には圧あつ縮しゆくした鉄を用いておよそ二十瓩キロの重量を持たせてある。並の人間には使えない。片手どころか両手で持って振り回すことさえ不可能だろう。

　よく知っている。

　何故なぜならばこれを創つくったのは他ほかの誰だれでもない、自分なのだから。

「おいおい」

　少年と対たい峙じしたレイドは臨りん戦せん態勢のまま、溜ため息いき混じりに吐き捨てる。

「久しぶりじゃねえか。確たしか、フォグだったか」

「お久しぶりですね、レイド＝オータム」

　フォグと呼ばれた少年は、全身から鋭い殺意を溢あふれさせていた。

「どうしてここに来た？　というより、俺おれのしていることを嗅かぎ付けた？」

「監かん視しを頼んでたんですよ、諜ちよう報ほう部ぶに」

　簡かん潔けつな返答だった。

「念のため、城の外へ出す時に尾行してもらってたんです。でも、結局は対応が遅くなった。……僕が自分でやるべきだった」

　悔かい恨こんするように言いつつ、こちらを一いち瞥べつした。

　イオの身体からだが呼吸でわずかに上下するのを見て取ったのか、

「……死んではいませんね。傷の具合は？」

　即座に判断し、アイリスに問うてくる。

「今のところ命に別状はないはずだ」

　答えると、安あん堵どの笑えみ。恐らくはイオの友人か何かなのだろう。

　だが少年が穏おだやかな気配けはいになったのも一いつ瞬しゆん。すぐに視線はレイドへと注がれた。

「さあ、どうしますか？　……前回と状況は似てますね」

「確かにな。お前は守らなきゃならない奴やつを抱えて心置きなく戦う訳にはいかねえ。ただ、違うのは……今回数の上で不利なのは俺の方、ってことだ」

「あなたも前回と違って、立派な腕が付いてるじゃないですか」

「その立派な腕から放つとっておきをお前にさっき防がれたんだよ。ほんと、毒気を喰くっちまうなんてふざけた力だよな、人造人間ホムンクルス……楽しい実じつ験けんが台無しだ」

　人造人間ホムンクルス、という単語にアイリスは驚おどろく。

　するとこの少年は、あのローレンの子か。

「ったくよ……やめだ、やめ」

　レイドはこちらの想像以上に呆あつ気けなく白旗を揚げた。

　右腕の武装を解除し、両手を挙げてひらひらとさせる。

「今回のこれは、俺おれにとっちゃお遊びなんだよ。お遊びで分ぶの悪い賭かけをしたいとは思わないね。大たい勢せいに影えい響きようもないしな」

　ゆっくりと後じさりながら、冗じよう談だんめかして笑う。

「まさか、追ってはこないよな？」

「捕まえて尋ききたいことは山ほどありますが、僕にそれができないのは計算済みでしょう？」

「せっかくの好こう機きをふいにしちまったな、お互い」

　ふたりの間で交こう錯さくしていた敵意と殺意が緩ゆるんだ。

　瞬しゆん間かん、レイド＝オータムは即座に躊ちゆう躇ちよなく、路地の陰へと姿を消す。フォグという少年もまた息を大きく吐き、片手に構えていた『十六番』を取り回して腰に差した。

　その光景を思わず見入っていたアイリスに、彼は向き直って告げる。

「すみませんが説明を聞かせてもらいます。あなたの素性も含めて」

「ああ、俺もそのつもりだ。……だがその前に、やることがある」

　アイリスは背後に倒れているイオを抱き上げて、少年へ問うた。

「この近くに身体からだを休められる場所はあるか？　こいつの治ち療りようが先決だ」
















　負傷したイオを、市民街にある小さな宿屋へと運んだ。

　本当は城の敷しき地ち内ないにある自宅の方がよかったのだが、居合わせた女性が自分も付き添うと強く主張したためにやむなく一時的に宿を借りることにした。幾ら恩人とはいえ、さすがに外部の者を城に入れる訳にはいかない。

　医者を呼んで看みてもらったところ傷は女性の見立て通り、決して浅くはなかったにせよ生命を即座に脅おびやかすほど深刻でもなかった。肺をわずかに掠かすめてはいたが助からない怪け我がではなく、主要な血管も無事だという診断。軽い煉れん術じゆつで肺に溜たまった血を取り除いてから傷口を消毒し、治ち療りようは終わった。自然治ち癒ゆに任せていたら長引くところだったが、毒気に強いイオの体質は運が良かった。一週間も寝ていれば回復するだろうとのこと。

　とはいえ刺し口があと三糎センチずれていたら心しん臓ぞうを貫いてしまっていたはずで、フォグは自分の対応が遅れたことを悔やまずにはいられない。

　見通しが甘かった。まさか、イオが標的になるとは。

　標的となっていたのが議ぎ員いんとその周囲──つまり瑩えい国こく政府の機き能のう低下を狙ねらったものであるという予測から、イオに関しては万が一くらいにしか考えていなかった。だが、可能性はあり過ぎるほどにあったのだ。そもそも前回の襲しゆう撃げきでユヴィオールが狙ってきたのは他ほかならないアルトの命であったのだから。姫が狙われてその侍女メイドが狙われない理由はない。

　──それにしても。

　フォグは部へ屋やの隅、壁かべに寄りかかって腕を組んでいる女性を振り返る。

　ついさっき、治療が終わり医者が去ってすぐ、彼女はようやく名乗った。正直なところ、今でも信じられないという思いがある。

　アイリス＝キャリエル。かの『魔ま剣けんの母』──。

　尋ききたいことは山ほどある。果たして本物なのか、何故なぜレイド＝オータムがイオを殺そうとした場に居合わせたのか、更にはどうしてイオを守ってくれたのか、など。

　まずは何から切り出したものか。

　そんなことを考えていると、アイリスが不意に話し掛けてきた。

「おい、フォグだったか。ちょっと剣を抜いてみてくれるか？」

　あまりに唐突できょとんとしてしまう。すわ戦う気かと眉まゆをひそめかけて、まさかそんなつもりではないだろうと思い直す。数秒考え、黙だまって言う通りにした。

　腰、背後の鞘さやに差していた湾わん刀とうを引き抜く。

「は、軽々と持ってくれてやがるな」

　しかめ面つらと口く調ちようのせいで喧けん嘩か腰ごしにも見えるが、どうも賞しよう賛さんしてくれているらしい。

　この女性が本当にアイリス＝キャリエルだとするなら、この湾刀はまさに彼女の作。奇妙な巡り合わせを感じた。向こうもそうなのだろう。

「振り回せるのか？」

「これには随分と助けられてきました」

「そうか。そいつは鍛冶かじ屋や冥みよう利りに尽きる」

　アイリスは笑った。どこか照れくさそうに。

「さすがに、お前みたいな細っちろいのがその子を使ってくれるとは思ってもみなかったが。……ま、『ローレンの雛ひな』ならそれも当然か」

「ローレンを知っているんですか？」

　意い識しきせず警けい戒かい心しんが出る。

　フォグが人造人間ホムンクルスであるという情報はさっきレイドが口にした。人造人間ホムンクルスといえばこの国で真っ先に思い浮かぶ名はローレン＝エヌ＝コーンフィールドではあるから、会話の流れで出てくるのは当然かもしれない。

　だがアイリスの態度は、歴史上の人物について語るようなものではない。

　彼女は──笑った。

「何度か会ったことがある。というより、もしあの人の示し唆さがなかったら、俺おれがこしらえた剣は半分くらいになってたかもな。……ま、軽い恩人ってところだよ」

「そうですか」

「親しいって訳でもなかったけどな。あの人が処刑されたのは、俺が刀鍛冶を始めるかどうかって頃ころだ。お前……人造人間ホムンクルスを完成させてたのも知らなかった」

「僕もローレンのことをよく知っている訳ではないんですよ。彼がいなくなったのは僕が生まれてすぐです。何もわからず研究室で暮らしてたら、死んだって話を聞いて」

　思わず素直に自分の過去を話してしまったのは、彼女の言葉が噓うそではないと思ったからだ。荒々しい態度の中に誠実なものがある。本物の『魔ま剣けんの母』なのかもしれない。

「それにしても、妙な巡り合わせだ」

　寝台で眠りこけているイオに視し線せんを遣やり、溜ため息いきを吐つく。

「あの人の子供が俺の子供を使ってて、ついでに同朋と友人か。俺は俺で、結局匍都ハイトへ留とどまっていたせいでこんなことになっちまってる」

「……どういうことです？」

　フォグは問う。

　アイリス＝キャリエルは覚悟を決めたようにしてフォグへと向き直り、言った。

「お前、王家に仕える騎き士しなんだろ？　全部話してやる。俺の知っていることを全部な」




　それから、アイリスの独白は始まった。

　自分には身体からだの裡うちにもうひとつの魂を持っていること。それは自分とは別の人格を持ち、彼女もまた『アイリス』として魔剣の製造をしていたこと。

　自分ではないもうひとり──言わば裏のアイリスは、自分と正反対の性格をしていること。故に彼女は、表のアイリスが望まない者と手を組んだ。ユヴィオール＝カタシェレティスだ。

　アイリスは『裏のアイリス』として、ユヴィオールの隠れ家にしばらく滞在し、更には彼の仲間として幾つかの仕事に携わっていたという。

「だがユヴィオールは失策を犯した。この俺おれのことを見誤ってた」

　壁かべを背に腕を組んだままの姿勢で彼女は笑った。獰どう猛もうな、猫科の猛もう獣じゆうを思わせる顔だ。発せられる気配けはいはユヴィオールを思い出してのものだろう。

「あっちの私は、俺に対するおまけ……腫しゆ瘍ようみたいなもんなんだ。主人格はあくまでこの俺さ。俺が起きてる間のあいつは基本的に眠ってるが、あいつが起きてる間の俺はそうじゃない。外の話も聞こえてるし記き憶おくもある。檻おりの中に閉じ込められてる感じか」

「つまり、全部見聞きしてきたってことですか？　彼がしていることを」

「いや、さすがに全部じゃない。あの女──もうひとりの俺が関かかわったことだけだよ。そっちも完全じゃない。あの女の調ちよう子しがいい時は俺の知覚も鈍にぶっちまうんだ。今回は何度かそういうことがあった。……その時のことは完全に把握できてる訳じゃない」

「だったら、わかることは何です？」

　思わず身を乗り出す。フォグは高揚していた。

　今までずっと、ユヴィオールの動向は謎なぞに包まれていた。現在の居場所はもちろん、議ぎ員いんの失しつ踪そう事件にどの程度関わっているのか、どんな暗あん躍やくをしているのか、仲間はどれくらいいるのか。それらの一端でも判明すれば自分たちは受け身で待たずに済む。

　急せかすとアイリスは何故なぜか黙だまり込み、唇を咬かんだ。

　それから数秒ほど間を置いて、不意に頭を下げてくる。

「すまない。イオが襲おそわれたのは俺のせいだ」

　次いで悔かい恨こんするように吐息を洩もらす。

「レイドの奴やつがユヴィオールに言こと付づかった仕事なんだ。名めい簿ぼを渡されてた。そこに書かれた人間を本来の仕事の片手間に、誰だれでもいいから、もし可能なら殺せ──そんな感じで、お遊びに近い命令だったんだが、もうひとりの俺がたまたま名簿を見て、イオの名前を見付けて」

「あなたを責めるつもりはありません」

　フォグは眉まゆを寄せるアイリスへ首を振る。

「あなたは少なくとも、今のあなたに入れ替わってイオさんを助けてくれた。あなたがレイド＝オータムと戦ってくれていなければ、僕は間に合わなかったんです。それにイオさんだってきっと、あなたを怨うらんでなんかいませんよ」

　そう言って笑うと、アイリスは俯うつむいた。

「……恩に着る」

　小さく呟つぶやくと、再び顔を上げる。

「それよりも『片手間』と言いましたよね？　つまり本腰を入れるべき仕事が他ほかにも？」

「ああ。それ以外じゃ、政治家とその関係者連中を殺して回ってるようだった。ただ、俺おれはそっちに関しては詳しくわからない。何かをやらされたりはしなかったしな」

「……そうですか。いえ、内容がわかっただけでも充分です」

　議ぎ員いんたちの殺害事件──やはり失しつ踪そうに見せかけて殺していたようだ──にユヴィオールが絡んでいる、その事実は大きな収しゆう穫かくだ。

　キリエと共きよう謀ぼうしている可能性もぐんと増した。あとは、

「ユヴィオールに荷担している仲間の名前と特徴、加えて潜せん伏ぷく場所。……それがわかれば教えてください。それさえわかれば、僕らは攻勢に転じることができるんです」

　意い識しきせずとも言葉に力が入る。いつの間にか拳こぶしを握ってもいた。

　ただ待ち続けなければならない日々が、これで終わるかもしれない──。

　アイリスは頷うなずき、

「ああ、それなら任せろ」

　そうして、仲間の名を挙げ始めた。

　まずはレイド＝オータム。フォグも二度戦った、かの『殺さつ戮りく博士はかせ』。

　次いでティ・キ＝ライム。こちらは以前ユヴィオールが王宮へ連れて入はいっていた少女で、舞ぶ踏とう会かい襲しゆう撃げき事件と同じ夜、レキュリィのところへ攻め入ってもいる。

　更にはシュナ＝ウィエナ。素性不明の老人にして結界煉れん術じゆつの達人。

　そこまではよかった。シュナ＝ウィエナという老人以外は既に知られた面々だったからだ。

　ただ、最後のひとり。

　彼女の名に、フォグは驚きよう愕がくすることとなる。

「ニーナ＝レナ＝スレイジ……それは、確たしかですか？」

「ああ。知ってるのか？　いい腕の狙そ撃げき手しゆだそうだ」

　怪け訝げんそうなアイリスを他所よそに、唇を咬かむ。

　あの日、オービット公こう爵しやくの夜会場でフォグたちを手こずらせた狙撃手がいた。

　──あれが、そうだったのか。

『エルザ』の放った『くちづけ』にやられたとばかり思っていたが、生き延びていたようだ。幸か不幸かはわからない。スレイジ男爵の孫娘を殺さずに済んだというわずかな安あん堵どと、敵に回ったのであればこれから先の大きな障害となるだろうという不安がある。

　彼女の顔を知らないのが救いだな、と思う──きっと次に相あい対たいした時、フォグは決して容赦しないだろう。スレイジ男爵に恩義はあるし彼のことを好いてもいたが、その感傷で万が一にでもアルトを危険にさらす訳にはいかない。

　密ひそかな葛かつ藤とうには気付かないまま、アイリスは続いてユヴィオールたちが潜伏している場所の説明に入る。匍都ハイト北西部郊外、没落した貴族がかつて売りに出した屋や敷しき。ユヴィオールはそれを偽名で買い上げ、根城としているらしい。

　ただ、場所を知ったところでもう遅いかもしれない。

「俺おれが寝返ったからな。今いま頃ごろ屋や敷しきを捨てて別の場所に移動してるだろうさ」

「でしょうね。……まあ、それでも見当も付かなかった頃と比べれば雲泥の差です。土地を調しらべれば何か見付かるかもしれませんから。すぐにでも諜ちよう報ほう部ぶへ頼むことにします」

　調査させるなら早ければ早いほどいい。

　フォグは、背後のイオに視し線せんを遣やった。

「僕はこれから城へ帰ります。イオさんも一いつ緒しよに連れて行きますが、いいですか？」

「ああ。部へ屋やがあるんだろ？　自分の家の方が養生できるだろうさ」

「すいません、ただ、あなたは……」

　さすがに城へ案内することはできない。鍛冶かじ屋や組合ギルドに暗殺されたということになってはいるものの、彼女は国家に指名手配された重犯罪者なのだ。

　アイリスはフォグに頷うなずいた。

「わかってるさ。さすがに城までは押しかけやしねえよ。ここでお別れだ」

　思っていたよりも呆あつ気けない返答だった。が、彼女としても頃合いなのかもしれない。イオの無事ははっきりしたのだ。見届けたのであれば、憂うれいもないだろう。

「……イオさんには、何と？」

「お前に任せるよ。俺に弁明なんかする資格はねえさ。どんなふうに言っても構わない……俺があいつを殺しかけたのは事実だ」

「わかりました。すべて話して聞かせます。あなたのことも、もうひとりのあなたのことも」

「それでもいいが、信じてくれるのか？」

　自じ嘲ちよう気味に眉まゆをひそめたアイリスに、笑えむ。

「彼女は……イオさんは聡さとい人ですよ。あなた、彼女が誰だれに仕えているかはもう知ってるんでしょう？　大概のことには動じませんよ」

「そうか。そうだった」

　アイリスもまた、笑った。

「……乱ラン族ぞくの女は、芯しんが強いんだよ」

　そうして壁かべから背を離はなし、扉へと視し線せんを向ける。

「じゃあな」

　軽く手を振り、もはや未練もないとばかりに去ろうとした。

「アイリスさん。あなた、これからどうするんです？」

　彼女の背中に思わず尋きく。

　すると扉に手を掛けていた彼女は立ち止まり、首だけで振り向くと、どこか決意めいた──それでいて寝ていた猛もう獣じゆうが起きる寸前のようなざわつく気配けはいを発しながら、言った。

「少しばかりやることがある。まずはそれを果たしてから考えるさ」
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　廊下へと出て行き、扉が閉められる。

　フォグは静寂に包まれた部へ屋やで、自分の背に手を伸ばして『アイリスの十六番』の柄つかに触れた。あの『魔ま剣けんの母』が何を思ってこの武器を鍛きたえたのか尋いておけばよかったかもしれないと一いつ瞬しゆんだけ思ったが、すぐに心の中で首を振った。尋く必要などない。

　さっきの口振りを見れば瞭りよう然ぜんではないか。彼女はこの湾わん刀とうを、自分の子供と言ったのだ。
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　アイリス＝キャリエルがフォグへともたらした情報はしかし、半分が無益に終わる。

　半分とはつまり、ユヴィオール＝カタシェレティスの潜せん伏ぷく場所と彼ら一味の身柄についてである。瑩えい国こくは結局、彼らを捕ほ縛ばくすることも足取りを摑つかむこともできなかった。

　フォグの依頼を受けて諜ちよう報ほう部ぶが匍都ハイト郊外へ赴おもむいた際には既に屋や敷しきへ火が放たれており、彼らの存在はおろか彼らがそこで暮らしていたという証拠もすべて隠いん滅めつされてしまった。焼け跡から若い女性らしき遺体が七つ発見されたがすべて損傷が激はげしく、それらがユヴィオール一派のものであるかどうかは判別できなかった。

　屋敷跡の捜索と調査は未いまだ続いているが、めぼしい情報は見付かっていない。

　彼らは逃げおおせた。そしてそれは、匍都ハイトが再び混乱に陥ることを意味していた。
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　ユヴィオール＝カタシェレティスがドレイン家の屋や敷しきから匍都ハイトへと帰き還かんしたのは、隠れ家が焼け落ちてからおよそ一週間後のことだった。

　あの風ふう雅がな屋敷と庭が火に包まれたのを知ったのは、到着した直後のことである。落胆の気持ちはあったが、仲間たちが捕まっている可能性については欠片かけらも懸け念ねんしなかった。何故なぜならば『潜せん伏ぷく先さきの露ろ呈ていが懸念される際には屋敷に火を放って次の潜伏先へ速やかに移動すべし』という命令を出していたのは、他ほかならない自分であったからだ。

　二番めの隠れ家としては既に匍都ハイト南西部にある民家を用意しており、彼らはそこに移っていた。そこそこに広い地下室を備えてある築二十年ほどの一軒家である。数年前から始まった都市再開発の波に乗り遅れた地域にあり、周辺に住んでいるのは老人たちばかり。家族でもない五人が暮らすにはやや手狭な感は否めないが、少しの間我慢してもらうしかない。

　何せ──残り十日ほどの辛しん抱ぼうなのだから。

　とはいえ家に閉じこもってばかりでは気が滅め入いる。二番めの隠れ家に入ってから二日後、ユヴィオールは近所にある公園へ散歩に出ることにした。

　同行を頼んだのは、シュナ＝ウィエナ翁おうにだった。

　住宅街から五分ほどの距きよ離り。公園といっても実際は手入れのぞんざいな緑地であり、人ひと気けはほとんどない。見掛けるのは暇を持て余した老人ばかりであった。

「ほっほ。このような爺じじいを連れ出さんでも、若いおなごがおろうに」

　その老人たちを横目に、落ち葉の散らかった並木道を歩きながらシュナが笑う。

「ま、この光景には儂わしのようなのが似合うかもしれんがの」

「傍はた目めから見れば隠居とその孫、といったところでしょうね」

　ユヴィオールは薄うすく笑えんだ。しかし、悪い冗じよう談だんではある。このシュナ＝ウィエナは、日向ひなたぼっこよりも女の内ない臓ぞうを搔かき回す方が好きな老人なのだから。

「儂を連れ出したのは理由でもあるのか？」

「話し相手が欲しかったんですよ。まあ仰おつしやる通り、ここを一緒に歩くにはあなたが最も相応ふさわしい。レイドは物ぶつ騒そうですし、ティ・キは異様ですから」

「くく……そしてニーナの娘っ子では、物騒な話ができんか」

　まさに彼の言う通りだった。

「本音を隠しての穏おだやかな時間を過ごしてもよかったのかもしれませんけどね。今日きようはそんな気分ではなかったもので」

「女泣かせよな、まったく」

　並木道を歩いていると、古ぼけた池があった。

　その正面に庭椅子ベンチがあったのでふたりで腰掛ける。池には枯葉が浮き、水も濁にごっており景けい観かんとしては貧相に過ぎた。死体を捨てても誰だれも気付くまい。

「さて、これからどうする？」

　座ってすぐ、シュナがそう問いかけてくる。もちろん散歩の道程についての話ではない。

「翁おう、結界珠じゆの数は充分ですか？　もうそろそろ制作を打ち切りに願ねがいたいのですが」

　ユヴィオールは池に跳ねる魚を眺めながら、庭椅子ベンチの背もたれに身体からだを預けた。

「ふむ。数は揃そろっておるが……理由を聞かせてもらえるか？」

「一週間ほど前に『使徒』が帰ってきたでしょう？　それより以前、彼らが留守にしている間に少々好き勝手やり過ぎたみたいです。連中に怒られてしまいました」

「ほっほ！　儂わしがやった分も含めて、か？」

「ええ、そうです」

　トリエラのところへ作業要員として送ったのが合計三十二人、シュナが結界珠作成のために攫さらったのが十人前後か。人数だけ見れば『引ひき裂さき魔ま』事件に引けを取らない。

　もちろん半分ほどは灰はい色いろ街がいから適当に見み繕つくろった賤せん民みんであり、シュナの使った女性の中には貴族の侍女メイドなども混じっている。議ぎ員いん関係者の失しつ踪そう事件として数に入っているのは十人弱といったところなのだが──その割合の低さがまずかったらしい。何せあちらは大おお真面目まじめに瑩えい国こくの国力を削そぐべく、議員だけを殺し続けていたからだ。

　議員の連続失踪が国にとっての恥であればこそ、表おもて沙ざ汰たにならず隠いん蔽ぺいされているのだ。ユヴィオールたちがこのままやりたい放題にやればそれはただの無差別連続失踪事件となり、民衆が恐慌状態に陥る。そういった結末を『奇跡認定局』は望んでいない。

　当然だろう。彼らは秘ひ匿とくされた部署とはいえ、正せい統とう丁てい字じ教きようの、ひいては丁てい国こくの看板を背負っているのだから。異国で破は壊かい活動を実行したなどと知れたら国際問題になる。

「なのでこの遊びも終わりにしなければなりません。すみませんね」

　隣となりに座ったシュナは、矍かく鑠しやくと笑い返した。

「なんの、儂も楽しくやらせてもらった。珠の貯金も随分増えたしな。礼を言うぞ。お前さんたちにもだいぶ余裕を持って渡せる」

「ありがとうございます。そう言ってくださると嬉うれしいですよ」

　それからふたりはしばらく、無言で座ったまま目前の景色けしきを眺めていた。見ていて心を打たれるようなものではまったくない。寂れた、このまま枯れゆくだけの風景だ。

　シュナが何を考えているのかはわからない。ただ、ユヴィオールはこの薄うす汚よごれるに任せた池や並木道を、まるでこの国のようだと感じた。ただ漫然と淀よどみ、濁り、腐っていく──いっそ火を点つけて燃もやし尽くした方が、灰を栄養に新しい芽が出るだろうに。

　十分ほどくつろいでもういいかと思ったので、立ち上がった。

「さて、行きますか」

「おや、せっかちじゃの。もう少しゆっくりすればよかろうに」

　シュナはこの場への未練などまったく感じていない様よう子すでそんなことを言う。

　故に彼へ微笑ほほえみかけ、ユヴィオールは半ばひとりごちるように返した。

「最後くらいは真面目まじめにやろうかと思いまして。あとひとり残ってるんですよ、我々の……というより、私の仕事がね」




　その日、夜よ更ふけ──。

　政府は議ぎ員いん連続失しつ踪そう事件に対する警けい戒かい態勢を最大限に強めてはいたものの、警察軍ヤードも王属軍も『引ひき裂さき魔ま』事件以降に慢性化した人員不足が解消できておらず、貴族街に対する防備は穴だらけという有あり様さまだった。街中はしんとして人ひと気けがなく、建ち並ぶ立派な屋や敷しきたちの窓にも灯あかりが少ない。時折、個人が雇ったと思おぼしき怪しげな風ふう体ていの煉れん術じゆつ師したちが大通りに見え隠れするが、彼らは街に流れる不ふ穏おんな空気を助長するばかりである。大通りに等間隔で光る瓦斯ガス灯とうは、まるで棺かん桶おけ担かつぎの見送りをする葬列のようだった。

　だから、ユヴィオールがその屋敷へ侵入するのは実に容易だった。

　さすがに関係を疑われてはいたようで敷地の周囲には諜ちよう報ほう部ぶの人間が数人うろついていたが、ティ・キの『小さなお人形ライム１』を前にしてはその程度の警戒など警戒のうちに入らない。屋敷の主人が協力的であればなおさらである。

　その主人──メネレック伯はく爵しやくは、ユヴィオールの来訪を心から歓迎した。

　密会場所はいつもの離はなれだ。

　使用人がいないせいか上じよう機き嫌げんのあまりか、手ずから葡萄酒ワインを注ついでさえくれた。受け取った硝子杯グラスを軽く打ち合わせつつ、ユヴィオールはメネレックと相あい対たいする。

「よくやった」

　老人は嬉うれしそうに笑っていた。表面上では貴族らしい威い厳げんのある、しかし一方で心根の歪ゆがみが見え隠れする、彼らしい笑顔えがおだった。

「貴様が国家重犯罪者になってからずっと、肝が冷える思いだったぞ。いつこちらに累が及ぶか気が気ではなかった。だが、それも許してやる。貴様は私の望んだものをもたらした」

　メネレックの望んだもの。

　それは他ほかならない、悳とく国こく第二王子ディードの死である。

　ただ正直なところユヴィオールは、王子暗殺に関して直接的に手を下した訳でも、積せつ極きよく的てきな策を講こうじた訳でもない。命じたのは法王庁であり、実行したのは奇跡認定局の『使徒』たちだ。だから自分の手柄とするには些いささか違和感がある。

　もちろん、そうなるべく緩やかな誘導はした。

　ユヴィオールが表だって悳国王子の暗殺未遂──実際はアルテミシア王女を狙ねらったものではあっても、法王庁はそう捉とらえた──を起こしたことが引き金となり、瑩えい国こく内の情勢は不安定さを増した。こうなれば法王庁も機きに乗じて動かざるを得ない。そこで何かしらの手を打つべきとなった時、裏工作として最も効率的なのがディード王子の暗殺である。

　マーガレット王女との婚約は未いまだ内々での密約であったから反故ほごになっても国際的な事件とはならないし、元々悳とく国こく政府自体が瑩えい国こくとの結びつきを強めるか否かで割れている状況であり、暗殺の容疑も外に向きにくい。今ここで瑩国と悳国の関係を切れば、悳国は外交政策の舵かじを丁てい国こく側に切るだろうことは明らかで、法王庁はまさにそれを望んでもいた。

　ユヴィオールはそれらの状況を鑑かんがみ、上手うまくすれば自分の起こした襲しゆう撃げきが遠因となって暗殺が実行されるだろうという目もく論ろ見みを持って動いたのだった。

　が──やはり所しよ詮せんは、もののついで程度だ。策というよりは期待に過ぎない。起きなければ起きないでもまったく構わないものだった。

　それにしても、メネレックの喜びようは滑こつ稽けい極まりない。

　ディード王子が暗殺されマーガレット王女の婚約がなかったことになったのはいいとしても、何故なぜそれでここまで浮かれられるのだろう。マーガレットの婚約者がいなくなったことと、自分の孫がマーガレットの婿むこになれるかどうかはまったく別問題なのに。

「まあ、お孫さんにもその夢くらいは見させて差し上げますが」

「ん、どうした？」

「いえ。メネレック様のお褒ほめを頂けまして光栄と言ったのです」

　口の中でだけ発せられた小さな呟つぶやきは、老人の衰えつつある耳には届かなかった。

「くく……そうかそうか。お前を見込んで任せてよかった」

　動いたのも策を立てたのもすべてユヴィオールだ。それなのにメネレックは自慢げだった。金くらいしか出していないというのに、まったくおめでたい。

　もっとも、貴族とはそうしたものなのだろう。

　この上から見下した物言い、爵しやく位い持ち以外を人とも思わない態度は、彼の下衆げすな血筋のせいでも卑いやしい心根のせいでもない。貴族として生まれ貴族として育ったが故に身に付いてしまったものだ。その証拠に、ちっとも性格が似ていない彼の孫──キアスであっても、自分より下の身分の者に対するのは祖父と大差ない。

　つまるところ、この国の持つ病理なのだとユヴィオールは思っている。

　無血革命により立りつ憲けん君主制が立ち、煉れん術じゆつにより産業革命が成った現代にあっても、中世ながらの階級社会はまるで伝統のように根付いて廃すたれる気配けはいがない。

　工場経営などによって成り上がった者も確たしかにいる。煉術師はその腕ひとつで富を得ることは可能だ。平民が政治へ参加する道も開かれている。だが、それらはすべて幻想に過ぎない。

　起業するにはある程度の元手が必要で、灰はい色いろ街がいの賤せん民みんに出資する銀行などない。煉術師になるには毒気への耐性がなければならず、それは生まれついての才能。市民院議ぎ員いんなどは下しも々じもに見せかけの希望を与えるためのようなもので、議会は貴族院がすべてを仕切っている。

　この国では結局、生まれがすべてを決めるのだ。

　賤せん民みんは何を成し遂げようと市民権を得られず、労働者の子は労働者となる未来から抜け出せない。平民はどう足搔あがいても平民でしかなく、資本家は子にいい教育を受けさせて資本家への道を歩ませる。貴族と王族は市民たちの上で胡座あぐらをかいて、悠々と社会を睥へい睨げいしている。

　それは、人間に限らない。

　たとえ人造人間であっても、生まれついた時から未来が決まっているのだ。

　いや、人造人間ホムンクルスだからこそ、か。人の手で造られた人の真似まね事ごとである人形たちは、造物主たる人の繰くり糸いとから決して逃れられはしない。

　第一円カイナ。第二円アンテノラ。第三円トロメア。そして第四円ジユデツカ。

　ローレン＝エヌ＝コーンフィールドが彼らに授けた名はそれぞれの運命を暗示し、それぞれの未来を示唆している。『肉親に対する裏切り』『祖国に対する裏切り』『客人に対する裏切り』そして『主人に対する裏切り』。名はローレンの遺志であり、呪じゆ縛ばくであり、運命であり、その道を違たがうことを子たちに許しはしないのだ。

　ユヴィオールはそれを許せないと思う。

　生まれながらに負った運命など知ったことか。もしそんなものが自分を呪縛しているのなら、抗あらがって繰り糸から抜け出してやる。その上で──自分以外の周囲に張り巡らされた数多あまたの繰り糸を、引っ張り、緩ゆるめ、切きり離はなし、結び、自らの運命へと繫つなぎ直してやる。

　運命の糸を操そう作さする、見えざる手と鋏はさみを持った者。

　それを人が神と呼ぶなら、自分はまさしく神になろう──。

　硝子杯グラスを持ったまま薄うすく笑えんでいるユヴィオールを、不意にメネレックが促した。

「どうした？　飲むがいい。拂ふつ国こくから取り寄せた上物だぞ」

　だから、恭うやうやしく目礼する。

「せっかく頂いたのに勿もつ体たいなくありますが、私は下げ戸こでして……。それほどの上物であるなら伯はく爵しやく様、まだ口を付けておりませんのでこれも如何いかがですか？」

　自分の手にあった杯さかずきを差し出すと、老人は眉まゆをひそめた。

「何を言っている？　無礼だぞ、ユヴィオール」

「それはすみません。作法など教わらなかった卑いやしい生まれなもので」

　礼を失された怒りに混じって、焦りの色があった。

　まったく浅知恵にもほどがある。これをもし子犬にでも舐なめさせたら、さて、どうなるか。

　ただやはりユヴィオールは、彼のことが憎めない。

　正せい確かくには、彼の身体からだに流れるその血を尊敬している。

　メネレックの先祖はかつて、未来に抗い自分の生まれ持った運命を覆くつがえした。泥水を産湯に生まれた賤民が何も持たないままに成り上がり、果てに貴族の一員となったのだ。どんなに汚らしく卑劣な手を使ったとしても、それを成し遂げたことは素す晴ばらしい。

　だから、敬意を持ってやろうと思った。

「メネレック様」

　ユヴィオールは硝子杯グラスを傍そばの卓テーブルに置き、懐ふところに手を入れた。

　中から紙切れを取り出し、それも卓テーブルの上に広げる。

「これまでのご助力、感かん謝しや致します。あなたがいなければ私はここまで来られなかった。あなたと出会わなければ、私は一歩を踏み出せなかった」

「ふん、どうした？　いきなり殊勝になりおって」

　唇の端を歪ゆがめたメネレックへ一いち瞥べつを送り、紙切れに指先を触れる。

　そして中に手を突っ込み、それを引っ張り出した。

「そのような態度らしく……な!?」

　柄つかと鍔つば、そこから伸びた、なだらかな反りのある長い刀身。

　抜き身の長刀を手にしたユヴィオールに、メネレックは表情を変えた。

「貴様、どういう」

　あの公園の池にいた鮒ふなのようにぱくぱく口を開きつつ、顔を青ざめさせる。

「時は夜半。窓には暗幕カーテン。棟からは人払い──当然です。重犯罪者の私と接触したことなどが知れたらあなたは身の破滅だ。でも、最後の最後で詰めが甘い。万全を期すなら私をここへ呼んではいけなかった。どこか別の場所……市民街辺りで、人混みに紛れて会うべきだった。平民の扮ふん装そうをしてね。それができなかったのはあなたの驕おごりだ。貴族が平民の格好をするという屈辱に耐えられなかったのか、もしくはその発想すらなかったのか」

「ひ」

　ユヴィオールが一歩近寄ると、老人は一歩下がった。

　恐怖に駆られていても身体からだは動くらしい。ならば何故なぜ大声をあげない？　人を呼ばない？　やはりそれもまた驕りか。無様を晒さらし自分の罪が露ろ呈ていするのを恥じているのか。

「何故、私をここへ呼んだのです？　万事が上手うまくいったことで浮ついていたのですか？　私も同様に油断して、毒入りの葡萄酒ワインを呷あおってくれると思っていたのですか？　私を侮あなどっていたのですか？　それとも、信頼していたのですか？　……私を」

「待て。……まて、ユヴィオール」

　五歩下がって、壁かべに行き当たった。

　もはや後退する空間はない。横に逃げても部へ屋やの隅へ追い詰められるだけだ。何より、長刀を携えた煉れん術じゆつ師しを前にして、たかが老人にどんな手が打てるだろう。

「目的は何だ？　金か？　報酬が足りないのならくれてやる。何か不満があるのなら何でも聞き入れてやる！　だから……考え直せ、いったいどういうつもりだ！」

「くれてやる、聞き入れてやる、ですか。この期に及んでなお貴族の性根を出すか」

　長刀を持った腕をわずかに上げる。

　最後に、何か言葉をかけてやろうと思った。

　これまで世話になったことへの感かん謝しやか。

　ものの見事に利用された愚かさに対する嘲ちよう笑しようか。

　最後まで汚らしい自己保身を貫いたことへの素直な賞しよう賛さんか。

　もしくは、わずかではあるが感じていた親愛か。

　けれど、どれも違う気がした。どれもが自分の感傷に過ぎず、この老人の本質に触れてもいない。吐と露ろしたところで何の意味があろうか。

　だから、何も言わないことにした。別れの挨あい拶さつすらも。




　すとん──と。




　恐らくメネレックにとっては不意だっただろう。

　ユヴィオールは長刀の切っ先を彼の心しん臓ぞうへ突き入れる。

　メネレック伯はく爵しやくは目を見開き、大きく一度だけ身体からだを痙けい攣れんさせた後、

「く。……ふ」

　刃やいばを引き抜かれた勢いで、その場にくずおれた。

　後に残るのは、耳に痛いほどの静寂。

　遺体を見下ろすユヴィオールの胸には、驚おどろくほど何の感慨も湧わいてこなかった。感謝も、嘲笑も、賞賛も、親愛も。それはつまり、自分がこれから歩もうとしている道はもはやこの老人の夢見た道と同じものではなく、かつて行く先を同じくしていた彼の夢はもはや自分の夢の遥はるか後方に霞かすんでしまったということなのだろう。

　──さてと。

　死体を残す訳にはいかない。彼も連続失しつ踪そう事件の被害者になってもらう必要がある。

　メネレック伯爵が夢を託そうとした彼の孫には、もう少しの間、何も知らないままでいてもらわなければならないからだ。
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　キアス＝メネレックの運命が思わぬ事件によって大きく変化したのは、十日近く前のことだ。それは結果だけを見るならば歓迎すべきことであった。今までキアスの未来を覆おおっていた暗雲が一気に晴れたとすら言っていい。

　だがキアス自身は、喜ぶ気持ちにはとてもなれなかった。

　何故なぜならば彼がまず何よりも求めるのはマーガレット王女の笑顔えがおであって、なのにこの事件は愛いとしい王女に笑顔どころか憂うれいをもたらしてしまったのだから。

　──悳とく国こく第二王子ディードとの婚約と、彼の暗殺による婚約の破棄。

　婚約も婚約破棄も、ここ半月ほどの間で立て続けに起きた出来事である。

　一度しか会ったことのない国外の王族と婚約させられただけでも悲ひ劇げきであるのに、その数日後に婚約者が殺害されてしまう。果たして彼女はいったいどういう気持ちになり、何を思ったのだろう。キアスなどは想像することすら難むずかしい。

　当のマーガレット王女には、五日前に会った。

　いつも見せる可か憐れんな花のような笑えみも降り注ぐ日差しのような明るい声もなく、ただ何かに耐えているような、思い悩んでいるような、そんな顔をしていた。どうにか慰なぐさめようとしたのだが結局それは叶かなわず、たいした会話もできないまま対面は終わった。

　あのフォグに拒絶されて以来、二カ月──ずっと塞ふさぎ込んでいた彼女が少しずつ元に戻りつつあった矢先の出来事なだけあって、余計に悔しい。

　自室の寝台に腰掛けて、燭しよく台だいの灯あかりをじっと見ながら思う。

　結局、自分はどこまでも無力なのだ、と。

　舞ぶ踏とう会かいの夜──祖父が目をかけてやっていたユヴィオールが国を裏切ったあの日──襲おそわれかけたマーガレットを命を賭として守ったことで、少しは彼女の心もこちらに向いてくれたのではないかと考えていた。このまま努力すれば、また昔のように自分のことを慕ってくれるようになると信じていた。とんだ勘違いだ。

　自分の与あずかり知らぬところでマーガレットの運命は激げき変へんし、その最中、自分は何も知らず、何もできないままただのうのうと日々を過ごしていただけだったのに。

　彼女は優やさしい娘だ。たとえ勝手に決められた婚約者であろうとも、暗殺されたと聞けば心を痛める。まして自身の行く末が二転三転したとなれば、酷ひどく動揺したに違いない。

　その痛みを癒いやすのは、その動揺を慰めるのは、キアス＝メネレックの使命ではないのか。それなのに何故なぜ自分は自室で悶もん々もんと思い悩むことしかできないのか。すべてを投げ出して王女のところへ行き、この両腕で抱だき締しめてやれないのか。

　わかっている。そんなことはできない。

　王族でもない者が王女の寝室に立ち入れるはずはなく、城に行って呼び出そうにも、家も継いでいない子供が申しん請せいしたのでは、衛えい兵へいの許可も降りないのだ。

　どうしようもない断絶だった。城の塀よりも遥はるかに高い何かが横たわっている気がした。

　だからキアスは、俯うつむいて祈るように両手で瞼まぶたを覆おおいながら、早く大人おとなになりたいと思う。

　せめて爵しやく位いを継げば、どうにかなるかもしれない。あの偉大な祖父のように立派な貴族となり、王女の立っている場所に少しでも近付ければ、自分にも何かできるかもしれない。

　浅はかな希望だと、わかってはいたけれど。

　深い溜ため息いきが夜の静寂に溶けていく。

　明日あしたの朝になったら祖父と一緒に城へ行き、王女へ面会を求めてみようと思った。

　どんなに思い悩んでも、それしかできないのだ。ならばやるしかない。可能な限りマーガレットの傍そばにいて、励まし、慰なぐさめ、心の拠より所どころになること。

　愛する人のために身を捧ささげることで、自分も前に進めるとキアスは信じていた。
















　医者の見立て通りイオは一週間で回復し、三日前にアルトとしばらくぶりの再会をした。

　彼女が養生している間、フォグはアイリス＝キャリエルのことや敵であるユヴィオールの標的がこちらに向いていることなどを説明したが、彼女はあっさりとそれらを受け入れた。「何だかよくわかんないけど納得した」という科白せりふにはさすがに呆あきれそうになったが、この図太さと芯しんの強さこそがイオ＝テリーヌの美点だろう。

　アルトには心配させないよう、別の仕事で少し外出している、とだけ告げた。噓うそを吐つくことに罪悪感はあったが、こればかりは真実を告げたところでどうなるものでもない。イオがアルトのところへ行くこともアルトがイオのところへ見み舞まいにも行くこともできないのだから、無用な心配をさせるよりはよほどいいという判断だった。

　彼女は「別の仕事」というのが少し不満げだったものの、疑うことなく信じた。

　そして今日きよう──地ち下か牢ろうの部へ屋やでフォグとアルトとイオは、久方ぶりの日常を過ごしている。

　例の『練習』もしていない。というよりも、五日ほど前にあらかた仕上がったのだ。イオには申し訳ないことだが、彼女の不在によってより時間が割さけ、集中して進められたお陰という面があるのは否めなかった。まあ、だからこそ快気したイオと心置きなく一緒にのんびりできているのだから、許してもらおうと思う。

　今はアルトとイオがふたりで遊技ゲームをしている最中である。

　将棋チエスだった。盤ばんをふたつ持ち寄って、寝台の上と部屋の外で同じように棋き譜ふを進めるという方法で指している。これだとイオもアルトと一緒に遊ぶことができる。

　ただし、ふたりともあまり上手うまくない。

「待ってイオ、やっぱり今のはなしよ！」

　アルトが勝負を始めて五度めの待ったをかけた。相手が指した後で元に戻そうとするのだから始末が悪い。イオもイオで、

「仕方ないですねえ。今回だけですよ？」

　口では諫いさめながら毎回毎回許してしまうし、挙げ句、

「ほほう、なるほどそう来ましたか！　……あ、ちょっと待ってくださいね」

　と長考に入る頻ひん度どがやたらと高い。

　微笑ほほえましくあるが、同時にやきもきもしてしまう。ついつい口を出したくなるのだ。そこは歩兵ポーンを前に出しておけば三手先で王手チエツクできますよとか、このままだと僧正ビシヨツプ取られちゃいますよとか、逆に、どうしてそこで騎兵ナイトを取らないんですかとか。

　とはいえ助け船をどちらかに出せばもう片方から文句を言われるに違いない。故に、適当に読書をしつつ気が向いたら途中経過をちらりと確かく認にんする程度に止めていた。

　時々は見ておかないと、たぶんふたりとも詰みチエツクメイトとなっていることがわからないまま、待ったや長考を繰くり返す羽目になりそうだ。

「難むずかしいわ」

　などと考えていると、アルトが唇を尖とがらせ始めた。

「訳がわからなくなってきた……」

「確たしかに、駒こまが多すぎますもんねえ」

　イオも主人に追従する。

「ねえフォグ、もっと簡かん単たんな遊技ゲームはなかったの？」

「え、僕が責められるんですか」

　いきなり矛ほこ先さきを向けられ、苦笑してしまった。

「確かに将棋チエスを持ってきたのは僕ですけど、ふたりとも初めてって訳じゃないでしょう？」

「私は五度めよ」

「私は三度めです」

　初めてではないにせよ、素人しろうと同然だった。

「うーん、じゃあ次はもう少し簡単なものにしますか」

　明日あしたにでも玩具店に行って探してみようかと思う。

　既に勝負の行方ゆくえにすら興きよう味みを失いつつあるアルトを察し、イオがぽん、と手を叩たたいた。

「よし、ひとまずお茶にしましょう！」

　立ち上がり、木籠バスケツトから茶道具テイーセツトを出し始める。お湯がまだ冷めていないのを確かく認にんし、お茶を淹いれ始めた。お菓子は既に三人へ均等に配られてある。──残量はまちまちだったが。

「アルト、足りますか？」

　もうあまり焼き菓子クツキーの残っていない包み紙に視し線せんを遣やりつつ尋たずねる。

「僕のをあげましょうか？」

「むー……」

　アルトは眉まゆ根ねを寄せ、考え込む。欲しい、という欲望と、でもフォグの分まで分捕ってしまっては悪い、という罪悪感が入り交じった顔だった。ついこの前までは考え込む間も気を遣つかう素振りもなく「頂ちよう戴だい」と即断していたのだが、これも彼女の成長なのかもしれない。

　だから付け加える。

「僕はこんなに食べられそうにないんです。もらってくれますか？」

「そう？　だったら仕方ないわね」

　明らかに嬉うれしそうなのに、済ました様よう子すでふふん、と鼻を鳴らす。

「でも全部取ってしまったら可哀かわい想そうだから、干ほし葡ぶ萄どうが入ってる奴やつはフォグが食べなさい」

「……好き嫌いはよくありませんよ」

「す、好き嫌いじゃないわ！　今は食べたくないだけよ！」

　誤ご魔ま化かそうとして滅茶苦茶めちやくちやな理屈になっている。

　話を聞いていたイオがお茶を陶杯カツプに注ぎながら問う。

「あれ、姫様、やっぱり干し葡萄はまだ食べられないんですか？」

　実は半月ほど前、ふとした弾みでフォグが発した「そろそろ干ほし葡ぶ萄どうも食べられるようになりましょうね」という小言に対し、アルトが勢いと意地で「もう好きになった」と言ってしまったのだ。イオはそれを真に受け、今回、焼き菓子クツキーに混ぜてきた。もし選り分けて摘つまんでいたとしたのなら、手て許もとに残っているのはすべてそれかもしれない。

「まったく……。じゃあ、そっちに残ってるのを含めて交換しましょうか？」

「……、いいの？」

　怖おず怖おずとするアルト。悪いとは思っているらしい。

「少しずつでもいいから食べられるようになるって約束するんならいいですよ」

「するわ！」

　こういう時の返事だけは一人前で、つまり以前と同じく子供じみた部分であった。

　焼き菓子クツキーを入れ替えてやる。丁度イオがお茶を淹いれ終わったので、それを受け取って渡す。

　それぞれがのんびりとしながらくつろぎ始めた。

　──穏おだやかな時間だった。

　これまで何度も繰くり返されてきた、平和な日常である。だがフォグはこの優やさしい空気を満喫しながらも、心にある憂うれいをできるだけ顔に出さないよう努力していた。

　イオが襲おそわれてからおよそ十日──いや、実際は議ぎ員いんの失しつ踪そうが始まった一カ月前から、外の状況は予断を許さないものになっている。日を重ねても事態は収束しないどころか、膨ふくれあがって今にも爆ばく発はつしそうだ。

　昨日きのうの朝、ついにメネレック議員が姿を消したという報しらせが入った。

　キアス＝メネレックからの訴えによって明らかになったもので、表向きには行方ゆくえ不明、議会内では連続失踪事件の中のひとつと考えられている。だが国家直属機き関かん、つまり諜ちよう報ほう部ぶやフォグたち王属軍の間では、彼の失踪はもっと別の、重大な案件として扱われていた。

　即すなわち、ユヴィオール＝カタシェレティスとの繫つながりを示す証拠そのものである、という。

　可能性としてはふたつ。勘付かれたために逃げたのか、それともユヴィオールの口封じにあったのか。だが諜報部が調しらべた結果、メネレック伯はく爵しやく屋や敷しきの一室に敷しかれた絨じゆう毯たんから彼のものと思おぼしき血けつ痕こんが検出されている。それも見越して偽装工作を行った可能性は否定できないにせよ、やはり後者ではないかとフォグは思う。

　たぶんユヴィオールはメネレックを殺した上で、血痕という証拠をわざと残したのだ。こちらが彼らの繫がりを疑っていることを知り、それを嘲あざ笑わらうために。せっかく見付けて手た繰ぐった糸が既に切れていた時の失望を自分たちに味わわせんがために。

　屋敷の捜索は続いているが、明めい確かくな証拠が出てくるかどうかはわからなかった。

　当然と言うべきか、キアス＝メネレックからも情報は得られそうにない。ユヴィオールと祖父が懇こん意いにしていたことは知っていたがそれは単に個人的な交流に過ぎないと思っていたようだ。彼が国家へ反逆したのを境に関係は切れた、とも。

　キアスの未来を考えると、気の毒ではある。恐らくメネレック伯はく爵しやく家けは下手へたをすれば取とり潰つぶし、よくても爵位引き下げだろう。罰金も相当なものになるはずだ。まだ年若い彼が騒そう動どうを上手うまく治めて家を復ふつ興こうできるかは、さすがに望みが薄うすいかもしれない。

　メネレック伯爵が消えたことによって、前進しかかっていた政府側はまた一歩後退した。明めい確かくな収しゆう穫かくはといえばユヴィオールの仲間として名を連ねている『シュナ＝ウィエナ』という男の素性くらいだ。十年前まで王宮守しゆ護ごの特務隊所属、つまりは結界師として働いていたらしい。勤務中は品行方正、退たい職しよくは年ねん齢れいによるもので、問題を起こした訳ではない。いったい何故なぜ今になって国家反逆の徒と行動を共にしているのかは不明とのこと。

　ただ、跡継ぎがなかったというウィエナ子爵家はシュナの特務隊退職と同時に爵位を返へん還かんし、屋や敷しきも処分している。当時は郊外に家でも買って隠居するのだろうと思われていたようだが、今の状況を鑑かんがみれば、最初から姿をくらますつもりだったという見方もできそうだ。

　とはいえ、シュナ＝ウィエナが特務隊現役だった頃ころの痕こん跡せきからは辿たどれることが殆ほとんどない。つまりこちらの分ぶは圧倒的に悪く、このままでは瀕ひんするだけだった。

　ただ、フォグにとっては救いもある。

　アルトのことだ。

　こういった悩みを抱えていた場合、これまでフォグは彼女に無用な心配をかけさせまいとして事情を話さずにいたり、無理に明るく振ふる舞まったりしていた。だが最近になって──今になってみると舞ぶ踏とう会かい襲しゆう撃げきの日が契けい機きだったのかもしれない──アルト自身がそれを嫌いやがり始めた。フォグが感情を隠していると敏感に察し、詳細を尋きいてくるようになったのである。

　だからフォグも、現在の状況をできるだけアルトに話すようになった。もちろんイオが襲おそわれたなんてことはさすがに言えないにせよ、隠し事を減らすことで罪悪感と緊きん張ちようが薄うすれ、随分と気が楽になっている。ここで塞ふさぎ込んだ顔を見せないよう努力しているのは変わらないが、それでも自分ひとりの胸に閉じ込めておくのとは雲泥の差だった。

　アルトの成長が、外での任務にもいい影えい響きようを及ぼせばと思う。いや、思う、ではない。きっといい影響を及ぼす、そう信じている。

　何故ならフォグへの気き遣づかいはふたりの関係を大事にしているという証あかしであり、関係の変化は戦いの際にも必ずや信頼となって現れるからだ。次の任務がどんなに険しく激はげしいものになろうと、ふたりで力を合わせて戦えるのであれば以前のように負けたりはしないはずだ。
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　敵は好き勝手に暴あばれ回ってくれるが、こちらはその首根っこを押さえることができない。

　もはや誤ご魔ま化かしきれなくなりつつあるほどに増加した議ぎ員いんの失しつ踪そうは、現場すべてに微細な証拠品が残されてはいたもののどれもこれもが決定的ではなく、この先事件がまた発生したとしても捜査員の睡眠時間をただ削るだけになるのは目に見えていた。

　故に最近は、リチャードの執務室へフォグが進しん捗ちよく窺うかがいに来ても、ふたりして沈ちん黙もくを過ごすことが多くなっている。そうして、長い無言の後で王弟は溜ため息いき混じりにこう言うのだ。

「起死回生の策でもあればいいのだが」──と。

　だが、その日。

　いつものように執務室へ訪れたフォグの目に映るリチャードの表情は、これまでと違っていた。具体的にはどこか思い詰めた、一方で覚悟を決めたような顔であった。

　どうかしたのですかとこちらが問う前に、彼は自分から話を切り出した。

「起死回生の賭かけに出てみようと思う」

「何か策があるのですか？」

　思わず尋たずねる。心しん臓ぞうが跳ねた。

　打つ手がないからこそ困っていたのだ。打つ手があるならそれが何であれ試してみたい。

「うむ。……昨日きのうになって、献策があったのだ」

　リチャードは頷うなずき、机の上に置かれた一枚の封書を摘つまみ上げる。

「きみもよく知る人物からだよ。彼女たちも独自調ちよう査さをいろいろとしてくれていたんだが、やはりまずは敵と相まみえるのが先決だと言っていてね」

　──厭いやな予感がした。

　彼女というのが誰だれなのかは、もはやわかりきっていた。

　その女の献策など恐らくはろくなものではない。さしずめ大きな危険を伴うものか、或あるいは倫理を大きく外れたものか。

　王弟は封書を再び置くと立ち上がり、フォグに背を向けてひと呼吸置いた後、

「囮おとりを使って誘い出す、だそうだ」

　重い声で厳おごそかに、そう言った。

「囮、ですか」

　予想通り、危険な手だった。

　しかし一方で、確たしかにそれは有効かもしれないと思う。

　向こうが人ひと攫さらいを重ねているのならば、こちらの見ている前でやらせればいいのだ。幾らユヴィオールといっても手品のように人を消せる訳ではない。必ず実行者がいる。

「やるとしても、問題は誰が囮になるかですね」

　仮に実行するとなれば、要人に協力してもらう必要がある。しかも、それなりの地位にいる者にだ。いなくなって困らない下っ端議ぎ員いんでは相手も手を出しはしないだろう。できれば国政を左右するほど重要な貴族院議員、それもある程度以上の爵しやく位いを持っている人物がいい。

「それなんだがな、フォグ」

　リチャードはこちらを振り返る気配けはいはない。

　壁かべの硝子絵画ステンドグラスを眺めながら、

「相手も無能ではない。悔しいが、むしろ我らより有能と言っていい。そんな者たちの前に囮おとりを出して、果たして引っかかってくれるだろうか？　私としては、どんなに偽装しても罠わなだと見破られるのではないかと思う。彼女も……きみの妹君も同じ意見だった」

「……、では、どうするのです？」

　再び厭いやな予感がした。さっきと同じ、いや、もっと大きなものだ。
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　ふと気付く。

　何故なぜ、リチャードは自分を見ないのだろう。

　何故、彼の声は重苦しさの中に、覚悟の色があるのだろう。

「つまりだ。罠であると見破られるのは前提として、その上で相手を誘ってみればいいのではないか？　囮であるとわかっていてもなお相手が攫いたくなるほどの人物を目の前にちらつかせて、あからさまに誘ってみるというのはどうだ？」

「殿下、それは……」

　罠とわかっても飛び込まざるを得ないほどの要人など、伯はく爵しやくはもちろん、侯爵でも役者不足だ。公爵、つまり王族を使う必要がある。

「いいや、フォグ。きみの考えている爵位でもまだ足りない」

　即座にこちらの思考を察したような科白せりふとともに、ゆっくりと振り返る。

　ようやくフォグにもわかった。誰だれを囮おとりにするつもりなのかが。

　それは冷れい徹てつな──国家のために私情を捨てた、冷徹な決断だ。

　リチャードは笑って、言った。

「……大公爵はどうだ？　この国にふたりしかいない要人中の要人だ」

　王の親族に与えられる爵しやく位いである公爵を超える、王の二親等以内にのみ許された一代限りの爵位。現在この大公爵を名乗ることができるのは第一王女マーガレットと、王弟であるリチャード＝ミル＝ラエのふたりのみである。

「本気、……ですか？」

　とんでもないことだと背筋が冷たくなる反面、彼がくだした決断であれば従うしかないとも思う。一方で、やはりレキュリィの献策などろくなものではなかったと歯は咬がみする。

「もちろんマーガレット王女ではないぞ？　次の女王にそんな大役を負わせる訳にはいかないからな。それにあの娘はやんちゃに過ぎる。街に出して浮かれ、いなくなってはことだ」

　冗じよう談だんすら口にするリチャード。

　声を震ふるわせるフォグとは対照的に、彼の顔はもう穏おだやかなものとなっていた。

「つまり……この私が自ら、奴やつらの餌えさになってやろうと思うのだ」




　リチャードが語った計画のあらましは、フォグを充分に戦せん慄りつさせた。

　それは策というよりも、もはやただの暴ぼう挙きよでしかないものだった。

　方法は単純だ。リチャードがごく少人数の護ご衛えいを付けて街中を適当に歩き回る、というものである。これを一日数時間、敵が現れるまで続けるだけ。

　笑ってしまうほど単純で、だが暴挙であるが故に効果は高い。

　まず、相手への牽けん制せい。

　何せ囮は王位継承権暫定二位。瑩えい国こくでは国王トーマス、王女マーガレットに次ぐ国家第三位の要人である。滅多めつたなことでは王宮から出てこない彼が手の届く距きよ離りにいて、それが連日続くのだ。他ほかの貴族や議ぎ員いんたちの失しつ踪そうは恐らく止やむ。そんな場合ではないだろう。

　次いで挑発。

　相手の目的がこちらの国力低下にあるならば、貴族院議員にして王権派議員の筆頭であり、同時に王属軍総司令官である王弟殿下の存在は大きい。リチャードひとりで並の議員二百人と比べてなお釣りが来る。そんな大きな餌が鼻先にぶら下がっているにも拘かかわらずちまちまと他の議員を攫さらうなど、自らの無能と臆おく病びようを喧けん伝でんしているようなものだ。

　逆に言えば、天てん秤びんの重りとしてはこちらの方がまるで割に合っていない。

　リチャードを失えば瑩国は崩ほう壊かい寸前となる。議会における王族の発言権は一気に弱体化し、国政は混乱し、王属軍は頭を失って機き能のうしなくなってしまうのだから。

　故に相手にとっては、たとえ多少の罠わながあろうとも飛び込む価値がある。国力衰退どころか国を滅ぼすことすら不可能ではなくなる一手、命を賭としてさえいいはずだった。

「誘い出すべき標的はユヴィオール＝カタシェレティスの一派、それから人造人間ホムンクルス『第二円アンテノラ』の……キリエの所属する組そ織しきだ」

　椅い子すに腰掛け、もはや平時と変わりない態度でリチャードは言う。

「実は『レキュリィの宴うたげ』は、キリエの組織に対してある程度の情報を摑つかんでいるらしい。未いまだ推測に過ぎず断定はできない故にこちらへ教える訳にはいかないとのことだがね」

「彼女らしいですね。自分たちの手はなかなか明かさない」

「そう皮肉を言うな。慎重さの現れだよ。実際、こちらとしてもそれなりの推測は得ているのだ。ただ確かく定ていでないしひとつに絞りきれてもいない。そんな状態で話しては相手を混乱させるだけだろう？　……ま、作戦が始まったら世間話として教えてくれるだろうさ」

　口く調ちようも軽い。覚悟はとうに済ませたのだろう。

　フォグはその胆力に戦せん慄りつすら覚える。

　実際、リチャードの生命は、身体からだは、リチャードひとりのものではないのだ。彼の死は即すなわち瑩えい国こくの危き機きであり、彼はそのことを充分以上に理解した上でなお自らを囮おとりにする手を選んだ。失敗は決して許されない。国家の威信と未来が背に負われている。

　そんな状態でいつものように笑い、軽口を叩たたく。彼が王弟として国事に携わっていることを、瑩国は誇っていいのかもしれない。

　自然、フォグもまた身が引ひき締しまる思いがした。

「いつからです？」

「二日後、明後日あさつてからだ。王族連中の説得や、まして議ぎ会かいの承認などしてはいられない。つまり私の独断、私事として行う。私の従者は可能な限り減らす。……どういうことかはわかるな？　最小の人数でありながら我が国の最大戦力であるふたりを、ここに投入する」

　何故なぜならこの偉大なる王弟が作戦の成功を賭かけるのは、

「はい。承うけたまわりました、殿下」

　危機にあって頼りにしているのは、

「僕とアルトが必ずや、敵を討うち取ってみせます」

　他ほかならない──自分たちであるのだから。
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　王弟リチャード＝ミル＝ラエ、市内で気ままに散歩と買い物をお楽しみあそばされる──。

　その報を『使徒』へと届けたのは、ユヴィオール＝カタシェレティスだった。

　夕刻、市民街にある料理屋である。

　主として裕福層が利用する店で、外がい観かんや店内の装飾は貴族街にあっても不ふ思し議ぎではない程度に上品だ。事実、卓テーブルについた客たちの中には平民だけではなく爵しやく位いの低い貴族たちもちらほらと見える。自分たちのような風ふう体ていの者が食事をしていても目立ったりはしない。

　ユヴィオールとキリエ、それから『使徒』のひとりが円形の卓テーブルを囲んでいた。

　当然ながら『使徒』は、黒い外套コートを脱いで仮面も外している。

　二十代半ばほどの男性だった。

　一度人混みに紛れると探すのが難むずかしそうな、つまりどこにでもいそうな顔をしているが、浮かんだ表情からは微かすかに傲ごう慢まんな色が見てとれる。恐らくそれは神に仕えているという自負であり、異教徒しかいないこの国そのものに対する侮ぶ蔑べつの現れなのだろう。

　キリエはユヴィオールにもその『使徒』にも興きよう味みがないといった調ちよう子しで、運ばれてきた料理を黙もく々もくと食べている。というよりも、食事をしているのは彼女ひとりだけだ。ユヴィオールと『使徒』は、葡萄酒ワインにすら手を付けることなく会話に励んでいた。

　内容はもちろん、王弟殿下の始めた大胆な挑発についてだった。

「それで、あなた方はどうするつもりですか？」

　ユヴィオールは『使徒』の青年へと問う。

「あんな手を打たれてはもはや続きをやる意味はないでしょう」

　続き、とは、奇跡認定局の手掛けている議ぎ員いんたちの暗殺計画。

「大物が堂々と前に出てきたのに、小物をちまちまと狩っても虚むなしいだけです」

　具体的な固有名詞や物ぶつ騒そうな単語を避けているため、表現は回りくどい。が、語る声には自然と剣けん吞のんな気配けはいが込められる。

「我々は気分で任務を行わない」

　対する青年の声は無む機き質しつだった。

「命令があればやるのもいいだろう。が、今のところ『大物』をやれとも、『小物』を狩るのをやめろとも言われていない。……そうだな？」

「ええ、そうね」

　肉叉フオークで鯡にしんの切り身を突き崩しながら、キリエがそっけなく言った。

　彼女はその特性上、法王庁との連絡係を務めている。キリエ同士の記き憶おく共有は、遠く離はなれた大陸と瑩えい国こくとの間で時間差なしの情報伝達を可能にするのだ。

「ただ、上の方もこのまま延々とくだらない狩りをし続けるなんてことは考えちゃいないと思うわ。いずれどこかで、あなたたちに新しい命令が下りてくる」

「だからといって我々が推測で動くはずもないだろう」

「もちろんそれもわかってるわ」

　鯡をひと口食べてから、ユヴィオールを一いち瞥べつしてくる。

「あなたはどうするの？」

「これは願ねがってもない好こう機きです」

　頷うなずき、笑う。

「どう見ても罠わなだ。わかっていて飛び込むのか？」

『使徒』の指摘は侮ぶ蔑べつするかのようで、だからユヴィオールは可笑おかしくなった。

「はは……どうやら私とあなたたちでは、話題の焦点がずれているようだ」

　キリエに倣ならい、肉叉フオークを手にする。

　皿に乗った野菜を軽く転がし、それから貫いて小さく掲げた。

「そうではありません。もっと単純なことです」

「どういうことだ」

　肉叉フオークを軽く振りながら、答える。

「私は……いえ、私たちはね、既に決めているんですよ、飛び込む、とね。迷うまでもない。罠かどうかなどまったく、これっぽっちも関係ない」

　さしもの『使徒』も、目を見開いた。

「罠があったとしても踏み込んで叩たたき潰つぶし、搔かき分けて引き裂く。それで済む話です。せっかく大物が出てきてくれたんですから、潰さない手はない」

　ユヴィオールは挑発するように、なおも続ける。

「だから……私たちはね、あなたたちに依頼したいのですよ」

「……依頼、だと？　いったい何をだ」

　使徒が息を吞のんでいた。

　キリエはこちらの様よう子すを窺うかがっている。

　だから笑い、




「私たちは王弟殿下を殺す。だからあなたたちには、護ご衛えいの相手をしてもらいたい」




　さっきまでと違い、具体的な固有名詞や物ぶつ騒そうな単語を、敢あえて使って率直に告げた。

「人造人間ホムンクルス、フォグ。それから抹まつ消しようされた王女アルテミシア。……恐らくはそのふたりが、殿下の護衛に付いている。彼らを引き付けてください。叶かなうのならば殺してもいい」

「危険な仕事を我々にやらせようというのか？」

「ええ、そうです。ですが決して悪い話ではないはずだ。そもそもあなたたちはあくまで裏で動いている立場にあるんですから。王弟殿下を殺したくとも、正せい統とう丁てい字じ教きようの仕業であるなどとは万が一にも知られてはならない──ならば、表立っての悪名は私たちが引き受ければいいのではないですか？　あなた方はその裏で、裏の仕事をしている者たちを始末するんです。あのふたりは王属軍の最大戦力だ。殺せれば瑩えい国こくにとっても大きな損失となるが故、あなた方の目的とも一致している。……どうですか？　キリエさん」

　呼びかけられたキリエは答えない。が、彼女がフォグとアルトに怨うらみを持ち、自分の手で殺したがっているのは知っている。反応はせずとも心は動いているはずだった。

　結局のところ、重要なのはこの娘を説得することだ──そうユヴィオールは思っている。

『使徒』は法王庁の駒こまに過ぎない。自らの意志などなく、自らの行動に対する決定権すら持ち得ない、言わばただの機き械かい、部品。歯車に問うても返事があるはずもないのだ。

　対してキリエは法王庁に対する忠誠心を持たないが故に、自分の望みを優ゆう先せんしたがっている。彼女が法王庁への報告を都合のいい言葉で取とり繕つくろって誘ゆう導どうすれば、上手うまく命令を引き出し『使徒』を動かすことも可能だろう。

　しばらくの沈ちん黙もくがあった。

　やがてキリエが、持っていた肉叉フオークを卓に置く。

『使徒』へと意味ありげな一いち瞥べつを送ってから、ユヴィオールへ視し線せんを向けた。

「あなたたちの意向は理解したわ。上に伝えてあげる。あなたたちが依頼してきたことも含めて、ね。命令が下りてくるまで少し待ってもらえるかしら？」

「充分ですよ。お願ねがいします」

　だからユヴィオールは穏おだやかな、人好きのする笑えみを浮かべて頷うなずく。

「『使徒』のあなた方もそれで構いませんね？」

　青年もまた、こちらの予想通りの応こたえを無機質な声で返してきた。

「我らは是非を判断しない。が、命令が下りればやってやるさ」
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　アルトにとってはいつぶりの外出だっただろう。

　舞ぶ踏とう会かい襲しゆう撃げき事件以来だから、およそ二カ月か。これまででも長い部類に入る。

　二カ月も間が空くと、いつもであれば「早く外に出たい」と機き嫌げんを悪くするのが常だった。だが牢ろう獄ごくの中にあって彼女はそんなことを一切口にせず、いざ任務とわかった時にも過剰にはしゃぐことなく、どこか粛しゆく々しゆくとしていた。

　ようやく外に出られたというのに、連日『イズス聖せい骸がい布ふ』を着込んで歩き回らされるというのはさすがに痛ましい。が、それに関してもアルトは愚ぐ痴ちを言わなかった。外套コートのせいで気分も悪かろうにただフォグの手をぎゅっと握り、時折笑顔えがおまで浮かべ、こちらへ無言で視線を送ってくる──頑張りましょうね、と。

　それが嬉うれしく、心強く、同時に健気けなげさが胸をつく。

　リチャードの囮おとり作戦が開始されてから、今日きようで一週間めだった。

　内容自体は単純極まりない。毎日数時間、ぶらぶらと街中を歩いては買い物をしたり軽食を楽しんだりなどしては王宮へ帰るというのを繰くり返しているだけだ。

　さすがに変装はしている。安物の貴族服に加えて髪型も変え、一見すれば王弟殿下とはわからない。とはいえ生まれ持った気品や王宮暮らしで身に付いた物腰は隠しようがないし、少年と少女を従えてうろつく様は、街中で目立ちすぎるほどに目立っていた。一般市民には彼がリチャード王弟殿下だと気付く者などいないようだが──護ご衛えいふたりがある以上、どこぞの伯はく爵しやくか侯爵が道楽で市民街をご観かん覧らんとは思われているだろう。

　今日きようは貴族街にほど近い喫茶店テイーハウスで、昼下がりのお茶を飲んでいる。

　屋外席テラス。リチャードを囲むようにして、護衛ふたりも卓に同席していた。

「私としては、灰はい色いろ街がいなども見てみたくはあるのだがな」

「それはさすがに無理です。でん……いや、若様、あそこはあなたのような人が興きよう味み本位で立ち入れる場所じゃありませんよ」

　呼び方は殿下ではなく若様、接する態度も気さくに。そう言われているがどうも慣なれない。

　フォグの隣となりではアルトがお茶ちや請うけの焼き菓子クツキーを頰ほお張ばっている。こちらは緊きん張ちようや気き遣づかいとは無む縁えんで、まったくいつも通りだった。

　それにしても──視界の中にリチャードとアルトのふたりが同時にいるという光景は、とんでもない違和感がある。普ふ段だんならば絶対にあり得ないことだった。

『イズス聖せい骸がい布ふ』を着込んでいるとはいえ、毒気の遮しや断だんは完全ではない。ましてやこうしてお茶を飲んだり店に入ったりしている時にはアルトも頭巾フードを取らざるを得ず、そうなると洩もれ出てくる量も格段に増えてくる。今こうしている時もフォグの『消失点カイナ』でできる限り吸収してはいるのだが、それでも周囲には薄うすい花の香りが漂ってしまっていた。国家第三位の要人には本来、まかり間違っても吸わせてはならないものである。

　なのにリチャードは気にするふうもなく、悠々とお茶を楽しんでいた。わずか五十糎センチの距きよ離りにいるアルトに対し、厭いやそうな表情ひとつ見せない。

　初日に気になって尋きいてみた。大丈夫なんですか、と。

　それに対しての返答は、フォグにとって意外で、かつ心揺さぶられるものだった。

　彼は笑って答えたのだ──元々危険をおかすのだから、多少の毒気くらいは何てこともない。王家の人間は煉れん獄ごくへの耐性が比較的強い方でもあるしな。

　それに、忘れたのか？　アルテミシアは私の姪めいだぞ──と。

　リチャードは言葉通り、時折アルトに話し掛けてさえいる。

「アルト、その菓子、気に入ったのであれば追加で注文しようか？」

「……美味おいしいわ。でも、イオが作ったやつの方が好き」

「そうか、私も今度相しよう伴ばんにあずかりたいな。分けてくれるかい？」

「う、イオがいいって言ったら……」

　最初の数日はアルトも戸惑って、びくりと脅おびえフォグの背後に隠れたりなどしていたが、昨日きのう辺りから、ぎこちなくではあるもののぼつぼつと返事をするようになった。

　転てん機きになったのは三日前の夜かもしれない。

　任務が終わり牢ろう獄ごくに帰った後でアルトに尋きかれた。『叔父おじ』とはどういう関係なのか、と。

　説明すると、理屈ではわかったけど実感としてはわからないというような顔をしていたが、それでも自発的に質問をしてきたこと自体が驚おどろきだった。

　彼女がリチャードに興きよう味みを持つのは恐らく初めてだろう。これまで任務の前などに何度か顔を合わせてはいたしリチャードも時折事務的な声はかけていたものの、あくまで自分とは無関係な、喋る景色としてしか捉とらえていなかったように思う。

　マーガレットのことに続いて、いい兆候なのかもしれない。

　他者を一個の人格を持った人間として認にん識しきすること。自分との関係性を把握し、その繫つながりを意識すること。どちらもアルトがずっと苦手にしてきたことだ。

　もちろんすぐにどうこうとは言わない。が、これが発端になればいいと思う。肉親をちゃんと肉親として意識する、それだけで彼女の世界は随分と開けるのだから。

　そんなことを考えながら、ふたりの遣やり取とりを見ていた。

　しかし一方で、刹せつ那なの間であっても油断はしていない。周囲に気を張り、いついかなる時に襲しゆう撃げきがあってもいいように呼吸を整ととのえ、兆候があれば決して見逃さないように。当然だ。そもそもこの外出自体が不意の襲撃がされることを前提にしているのだから。眼前の風景がどんなに微笑ほほえましいものであっても、気を緩ゆるめてくつろいでいい理由はない。

　──だから。

　フォグはその一撃にも、難なんなく対応できた。

　リチャードに向かって右側、フォグにとっては右斜め後ろ。

　恐らくは向かいの建物から高速で、弾丸が飛来してきた。

　アルトの『障壁エレール２』が自動展開される。『イズス聖せい骸がい布ふ』で遮しや断だんしきれなかった分の毒気で煉ねった分やや薄うすいが、完全ではないにせよ弾を押し止める。

　湾わん刀とうを抜きつつ背後を向く。

『障壁エレール２』とぶつかった衝しよう撃げきで、弾頭に込められた煉れん術じゆつが作動ようとしていた。

　気配けはいだけで察し、手を伸ばしてその毒気を喰くらう。発動前に煉術は消失、弾丸も勢いを殺されてその場に落下した。つまり、不意打ちの初しよ撃げきを防御に成功。

「アルトっ！」

　叫んだ。無言でアルトも立ち上がり『イズス聖骸布』を脱ぎ捨てる。フォグは後ろへ飛び、アルトに前面の防御を任せて喫茶店テイーハウスを背にリチャードを庇かばった。

　唐突に立ち上がり叫んだフォグが抜刀したのを見て、客たちの何人かが悲鳴をあげる。通行人や店の中の客たちが蜘蛛くもの子を散らすように逃げ始めた。

　それを横目に、周囲を窺うかがう。攻撃は狙そ撃げきのみか、或あるいはまだあるのか。

　視し線せんを左右させ、そこでフォグは気付く。

　この騒さわぎに取り残されたように、逃げようとしない人間が何人もいた。

　ふたつ隣となりの屋外席に座っていた夫婦、通りを歩いていた男、ふたりで立ち話をしていた女たち。彼ら彼女らは落ち着いた表情で──こちらを見ている。

「殿下、避ひ難なんを」

　衆しゆう人じん環かん視しを睨にらみ返しながら指示すると、リチャードは頷うなずいた。

　喫茶店テイーハウスから出てきた初老の店員に促され、その場を離はなれていく。振り返って一いち瞥べつするとその店員と視し線せんが合う。元来が執事である彼は給仕の格好もよく似合っていた。

　集団はリチャードを追おうとしない。恐らく彼らは自分とアルトを引きつける役目であって、あっちは別働隊が追つい撃げきする手筈なのだろう。ならば、予測の範はん囲い内ないだ。幾通りもの襲しゆう撃げきを想定し、そのすべてに対応できるよう作戦を立てている。問題はない。

　だがそれにしても、ここにいる者たちの発する気配けはいの異様さ。

「なるほど」

　思わず背筋を冷たくしつつ、フォグは笑った。

「これが、そうですか」

　喫茶店テイーハウスの屋外席テラスに座っていた客、通行人、立ち話をしていた者たち、合計──十七人。

　彼らはリチャードが消えたのを確かく認にんした後、本来の姿へと変わる。

　まずは、衣服。ある者は上着を脱ぎ捨てたその下に、ある者は鞄かばんから取り出して着込み始め、ある者はいつの間にか纏まとっていた。アルトの『イズス聖せい骸がい布ふ』とよく似た、けれどもっと闇やみ色いろが深く無む機き質しつな質感を持つ、漆しつ黒こくの外套コートを。

　外套コートと同時に彼ら彼女らは仮面を着けた。外套コートとは逆に純白の陶とう磁じに似た、無地の仮面を。

　一週間前、話に聞いた通りの格好だ。

「……法王庁奇跡認定局の実行部隊『使徒』」

　睨ねめ付けながら呟つぶやく。

　確たしかに彼らはリチャードが避難した後ではないと動けまい。法王庁が直じき々じきに工作を仕掛けていたなどと知れたら、国際問題どころの騒さわぎではなくなってしまう。

　通りの真ん中で、ふと声があった。

「あら、知っていたの？　意外だわ」

　いつの間に現れたのか。

　ゆっくりとこちらへ、真まっ直すぐに歩いてくる者がある。

「この国には優ゆう秀しゆうな情報網もうがありましてね」

　フォグは声の主へ答えた。

「まあ、まとめている者が気に食わなくはありますが……。それに彼女も、断定できていた訳ではありませんよ。数ある容疑者のうちのひとつといったところですか。それでも助かりました。こんな異様な集団、事前知ち識しきがなければ慌ててしまっていたでしょうから」

「は、言ってくれるわ」

『使徒』たちの中を突っ切って進むそいつは、外套コートを纏まとってもいなければ仮面を着けてもいなかった。当然だろう。彼女は『使徒』ではない。

「丁てい国こく、法王庁。それがあなたの寄生先ですか。また随分と思い切ったところに」

「寄生先？　利用先と言って欲しいわね。あなた、私が敬けい虔けんな丁てい字じ教きよう信徒に見えるの？」

「見えませんね、まったく」

「口を慎つつしめ、キリエ」

　彼女──キリエを諫いさめたのは意外なことに『使徒』の方だった。

「貴様は我らの補佐に過ぎん。手を下すのは我らだ」

「あら、残念ね。私はあなたたちに命令される立場にないわ。あなたたちも手を下したいというなら……そうね、せいぜい頑張って、私よりも先にやることね」

　会話を聞くに、利用先という表現は正しいらしい。彼女は『使徒』の下に付いている訳ではなく、『使徒』もまた彼女に付き従っている訳ではない。

　だがそれはつまり『使徒』と『群体アンテノラ』──自分たちは集団ふたつを同時に相手にしなければならないということだ。加えて、さっきの狙そ撃げき手しゆ。恐らくはニーナ＝レナ＝スレイジ。

　キリエが薄うすく笑い、腰に提げていた短杖ロツドを引き抜く。

　口の中で唱えた言こと霊だまに、短杖ロツドの先端から長大な刃やいばが生はえた。

　それに呼応するように、或あるいは競きそうように、『使徒』たちもゆっくりとこちらへ躙にじり寄ってくる。半円形で囲うように、統率された動きだった。

「……アルト。行けますか？」

　フォグは隣となりに立つアルトへ問うた。

　わかっていたとはいえ、敵はキリエだ。友として慕った相手をまた殺さなければならない。辺獄院リンボで戦った時に流したのと同じ涙を、また流さなければならないかもしれない。

「大丈夫よ、フォグ」

　だが、アルトは笑う。

　次いで、不敵な表情を浮かべるキリエへと視し線せんを移した。

「キリエ、賭かけをしましょう？」

「賭け？　……どういうこと？」

　訝いぶかしげに問うたキリエに、どこか得意げに、

「この戦いで勝った方が、負けた方の言うことをひとつ聞くの。あなたが勝ったら、私はあなたに何をしてもいいわ。でも、私が勝ったら……あなたは私と、友達に戻るの」

　同時に、どこか悲壮な寂せき寞ばくを込めた顔で、言う。

　必死で考えた末の言葉なのだろう。

　キリエと再び一緒に遊ぶためにはどうすればいいかを、アルトなりに──。

　少しの沈ちん黙もく。

　呆あつ気けに取られたように眉まゆをひそめていたキリエは、やがて失笑と冷笑の中間のような表情を浮かべ、わかったわ、と答えた。

「だけど、ひとつ覚えておきなさい？　私が勝ってもそっちが言うことを聞く必要なんてないわ。だってあなたはもう、ものも言わない、言うことも聞けない骸むくろになっているんだから」

　当然、そんなことはさせない。

　フォグは『アイリスの十六番』を構え、アルトの前に立つ。

『使徒』たちは身構え、攻こう撃げきに移ろうとする。

　キリエは藍あい色いろの服を滴したたらせ、ふたりになろうとしていた。

　もうひとりの自分を粘着質の泉から引き上げながら、彼女は言う。

「始めましょうか、アルト、そして兄にいさん。この前約束したわよね？　今がその時よ。私たちに相応ふさわしい、とっておきの地獄へと一いつ緒しよに堕おちていきましょう！」

　それが、合図。

　フォグは、キリエは、『使徒』は、示し合わせたように跳ちよう躍やくした。
















　まず最初に切り結んだのは、フォグとキリエだった。

　上段から叩たたき付けられた煉れん術じゆつの刃やいばを『アイリスの十六番』で受ける。既に『消失点カイナ』による身体能力強化を済ませていたフォグは、手加減なしにそれを弾はじき返した。腕のひと振りでキリエの身体からだが三米メートルほど後方へ飛ぶ。

　追つい撃げきを加えようとしたが、邪じや魔まをされた。すかさず横から襲おそいかかってきた者がある。黒衣に白い仮面を着けた『使徒』だ。

　武器は短刀。ひと息に脇わき腹ばらを突いてくる。が──鈍にぶい。

　身を微かすかに捻ひねって躱かわし、伸びた腕を取って肘ひじを摑つかみ、手首の返しだけで折った。

「は……っ！」

　仮面の奥から洩もれたのは悲鳴ではなく、嘲ちよう笑しようだった。

　肘を砕かれた『使徒』はそのまま、腰に縋すがり付くようにしてフォグの足を止めた。同時、背後と右側からふたりの『使徒』。ひとりが身を挺ていして捕まえその隙すきに別の複数が攻撃を加える、初歩的でありながら効果の高い集団戦術だ。

　もちろんその程度のことは読んでいる。加えて、フォグは普通の人間ではない。

　──人ひとりに抱きつかれたからといって、どうこうできると思うな。

　腰に絡みついた『使徒』を、力任せに回まわし蹴げりで引ひき剝はがした。

「な!?」

　今度は『使徒』も驚きよう愕がくの声をあげる。そいつは抗あらがえず宙に舞まい、右側から飛びかかってきたひとりが巻き込まれて衝しよう突とつする。背後のひとりは、身体を回転させたフォグの正面。

「アルト！」

　素手で無造作に首を摑んで動きを止め、叫んだ。

　既に彼女はフォグの二米メートル後ろで、煉れん術じゆつ陣じんを展開して待っている。

「……『つらら』！」

　名の通り、アルトの頭上に発生したのは人の腕ほどもある氷柱つらら。

　それが矢のように発射され『使徒』の背中に突き立った。

「ひとりめ！」

　痙けい攣れんした身体を地面へ投げ捨てる。

　同時、つい今し方フォグが蹴り剝がして吹き飛ばした──まだ重なり合って倒れていたふたりの『使徒』へ狙ねらいを定める。アルトの放った『つらら』の氷塊を毒気へ戻して喰くらい、加えて『アイリスの十六番』の柄つかに仕込んだ鍵けん器きを作動。

　地面を蹴って這はうように跳ちよう躍やくし、その勢いで立ち上がろうとしていたひとりの首を、

「ふたりめ！」

　湾わん刀とうの一撃で、刎はねた。

　重量二十瓩キロの刃やいばは槌つちの重さと鉈なたの鋭するどさ、加えて『消失点カイナ』の筋力による速度。人間の首など枯木を断つに等しい。

　地面にまだ伏せっていたひとりの背へ、返す刀を突き入れる。

「三人！」

　心しん臓ぞうを狙ねらう必要はない。骨を避けたりもしない。二十瓩キロの質量を二十七糎センチの刀身に封じ込めているということは、即すなわち硬度も圧倒的ということ。たとえ背骨とまともにぶつかっても、歪ゆがむどころか刃こぼれひとつ起きはしない。

　ゆらりと立ち上がったフォグ。追つい撃げきは来ない。

　一分も経たたずに十七人を十四人に減らした『使徒』たちは、次の攻撃を躊ちゆう躇ちよしていた。

　その代わりに、とでも言うべきか。

「だから言ったのよ」

　彼らとは対照的に薄うすら笑いを浮かべながら、キリエたちがフォグを見据えている。

「無抵抗な素人しろうとばかりを殺しすぎて、勘が鈍にぶったんじゃないの？」

「それともあなたたち、元々の腕前がたいしたことないの？」

「かもしれないわね。だって所しよ詮せんは、人間だもの」

　その数、三人。

「……化け物が」

「あら、そんなことを言っちゃいけないわ」

『使徒』のひとりが小さく呟つぶやいたのを耳みみ聡ざとく聞きつけ、一いち瞥べつする。

「あなたたちは装置の歯車であり一個の機き械かいであるべきはずよ。なのに恐怖してどうするの？　個人の感情なんか無む駄だなだけでしょう？　それを捨てきれないからこんな無様を晒さらす。それを捨てきれないから人間を超えられない。それを捨てきれないから……」

　キリエたちが跳ちよう躍やくした。

「……私たちを化け物と呼ぶのよ！」

　一糸乱れぬ動きでこちらへ飛びかかってくる。短杖ロツドに『錬鉄シヤミイ２』で創成した刃やいばは諸もろ刃は、その形状もまた相似。ひとりは正面、ひとりは右、ひとりは左。時間差のまったくない三人同時の突撃は、壁かべが迫ってくるのに似ている。恐らくひとりに狙いを絞った時点でもうふたりが隙すきを突いてくるだろう。さっきの『使徒』と似た戦術でありながら、遥はるかに対応しづらい。

　前も右も左も駄だ目め、ならば。

　フォグは後方へ、アルトのところまで大きく下がった。

　彼女の煉れん術じゆつ陣じんは未いまだ解除されていない。氷柱つららを創成し射出するだけという単純さは、発動のための煉術陣もごく小さい。背中に紋様を貼はり付ければ事足りる。

　つまり、遠目には煉術を紡いでいることが、わからない。

『つらら』の氷柱、さっきよりも細いものが瞬しゆん時じに十数本。

「キリエっ！」

　決意と覚悟の垣かい間ま見みえるアルトの叫びとともに、それらが撃うち出される。

　氷柱つららの雨が三人のキリエたちを襲おそい──。

「な……っ!?」

　フォグは驚きよう愕がくに、目を見開いた。

　彼女たちはひとりとしてそれらを躱かわそうとしなかった。

　防御の姿勢も取らず、ただ唇の端を歪ゆがめただけで疾走も止めず、結果、三人が三人とも、全身を貫かれる。ひとりが頭部を破は壊かいされ仰のけ反ぞり、ひとりが足を切断され転び、ひとりが腹部へ突き刺さった衝しよう撃げきで前のめりに倒れ、その背後。

　三人を隠かくれ蓑みのにして同時にこちらへ迫っていた四人めが、飛びかかってきた。

　短杖ロツドを逆手に持ち、フォグの脳天に突き刺すように振り下ろす。当然ながらアルトが自動発動した『障壁エレール２』に阻はばまれるが、キリエはそのまま強引に短杖ロツドに力を込める。
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「……『起きろレエゼ』！　曇どん天てん／波浪／郷愁／忌いま々いましくも同どう調ちようせよ！」

　高らかに言こと霊だま。同時、背後から重なる声があった。

「第六の禊みそぎ／第八の軛くびき／第十五の災さい厄やく／重ねて第二十一の病！」

「犬が睨にらむ／猫が欹そばだてる／狼おおかみが吠ほえる！」

　さっき『つらら』に貫かれたキリエのうちまだ生きているふたりが、追従して朗じる。

　同時詠えい唱しよう。長大な編へんからなる言霊を複数人が分担して一気に重ねることで、高冠位の術式を短時間で稼か働どうさせることができる。

「酸を浴びせた赤子の目玉に／ひとつきりの花を植えよ」

「毒を飲ませた女の肚はらに／ふたつきりの目玉を埋めよ」

「時に撫なで／逆に落ち／溶かせ／解かせ／溶かせ！」

　三方向から発せられた言こと霊だまたちが重なり、飽和。

『障壁エレール２』に突き立てた短杖ロツドの先端が仄ほの赤あかく光った。瞬しゆん間かん、鈍にぶい震しん動どうを感知する。

　直感した。この術式は恐らく、まずい。

　そう思った瞬間、身体からだは既に動いていた。

「アルト！　耳を塞いでください！」

　左腕を無造作に突き出す。意い識しきを集中させる。

　間に合うかどうか。急いで『消失点カイナ』を発動し、刹せつ那な。

　きぃん──と。

　頭ず蓋がいに針をねじ込まれるような衝しよう撃げきが鼓膜を襲おそい、

「っ、きゃ……！」

　フォグの言葉通りに頭を抱えたアルトが、それでも苦く悶もんの声をあげる。

　戦いを傍ぼう観かんしていた『使徒』たちも身体をわずかに歪ゆがませた。

　そして。

　短杖ロツドを両手で握った姿勢のまま、キリエが呻うめいた。

「……ふん、一歩足りず、ね」

　頭をふらつかせ、耳から血を流しながら。

　彼女の使った煉れん術じゆつは『死者の叫喚エレンテイーナ２』。

　発動直前に可能な限り毒気を喰くらった故、威力は五分の一も出ていないだろう。だが、身体強化をしていたフォグやすんでのところで耳を塞ふさいだアルトと違い、キリエは自らの発動した術式をまともに喰らった。本来は高周波を発し敵の聴ちよう覚かくを一時的に麻ま痺ひさせる術式──それを『グラフの数珠じゆず』によって強化し、こちらの鼓膜と脳を破は壊かいしようとしたのだ。

　音を創成するが故に『障壁エレール２』でも防げない。代わりに自分自身も術の威力から逃れることはできない。自滅を覚悟すれば確たしかに有効な手だった。

　フォグはわずかに残る頭痛を無視し、苦悶の顔を浮かべたキリエの身体を体当たりで弾はじき飛ばした。三米メートルほど転がった彼女はくつくつと笑いながら再び立ち上がる。

「無事ですか、アルト」

「……痛いわ。でも、大丈夫」

　振り返って確認する。

　顔をしかめているがキリエと違い、耳からの出血などはない。痛みは一時的なものだろう。

　──それにしても。

　我が身をまったく省みず、それどころか積せつ極きよく的てきに捨すて駒ごまとして扱う『群体アンテノラ』特有の戦術。久しぶりに相あい対たいしたがやはり脅威的だ。

　おまけに、一度戦ったことでこちらの戦い方を熟じゆく知ちされてもいる。気を抜けばもちろんのこと、わずかな虚を突かれても即座に不利となってしまうだろう。

「ところで、兄にいさん？」

　身構えたまま相手の出方を窺うかがっていると、キリエが唐突に話し掛けてきた。恐らくは再び数を増やすための時間稼かせぎか。

　こちらもアルトの耳を回復させたい。乗っておこう。

「何です」

　彼女はフォグの背後、喫茶店テイーハウスを見み遣やり、

「さっきお逃げあそばしちゃったリチャード殿下なのだけど、大丈夫なの？　他ほかの誰だれかに後を追われたりはしていないのかしら」

　わざとらしい口く調ちようでそんなことを言ってくる。

　気を散らすための挑発か、それともこちらがリチャードに関してどんな手を打っているか知りたいがための誘ゆう導どう尋問か。

　逆に問い返した。

「おや、殿下の追つい撃げきはユヴィオールに任せていると思ってたんですが、違うんですか？」

「誰か言ったの？　私たちとあいつが手を組んでるって」

「言われなくてもそのくらいはわかりますよ」

　仮にリチャードへの追撃があったとして、丁てい国こく──法王庁の実働部隊である『使徒』がそれを行えるはずはない。裏工作専門の実働部隊が表立って国家の要人を襲おそうなど、外交上の自滅行為でしかないからだ。

　ならば誰が担当するか。

　キリエはここにいる。もちろん別のキリエが追撃をしている可能性もあるが、だとしたら今ここでわざわざリチャードのことを話題に出す理由がない。とすると、やはりユヴィオールが絡んでいると考えるのが自然だろう。

「心配なら今からでも私たちを振り切って行ってみる？」

　試すような相手の言葉に、フォグは首を振った。

「いいえ、そんなことはしませんよ」

　挑発しようとも無む駄だだ。

　たとえユヴィオールが手を打っていようとも、問題ない。

「こちらの協力者は、ユヴィオール＝カタシェレティスと同じくらいには曲くせ者ものでしてね。それなりに周到な手を打ってくれてるんですよ」

　リチャードのことはカルブルックに任せてある。瑩えい国こく随一の天てん堂どう騎き士しが護ご衛えいしながら、逃げ込む先は治外法権の閉へい鎖さ区域──『特区シテイ』だ。ここからだと早馬で五分とかからないし、あの中に入りさえすれば敵もおいそれと手は出せなくなる。

「ああ、そうだ。気付きませんでしたか？　キリエ」

　レキュリィはリチャードの逃走経路の他ほかにも、周到な用意をしてくれていた。

「僕らが戦い始めてから、通行人がひとりも来ていません」

「……なるほどね」

　指摘されて思い至ったのだろう、忌いまわしげに吐き捨てるキリエ。

　騒さわぎが起きて『使徒』以外の市民たちが避ひ難なんした後、この周辺は迅じん速そくに封ふう鎖さされたのだ。

「さすが、気き遣づかいが行き届いているわ。いつどこで仕掛けてもこうなっていたんでしょうね。素す晴ばらしい手腕よ。……私はあいつのそういうところが大嫌いなんだけど」

「でしょうね」

　リチャードの護ご衛えいが自分とアルトのふたりだけしかいないというのは、さぞ隙すきだらけに見えただろう。だがその裏では『レキュリィの宴うたげ』が水も漏らさぬほど緻ち密みつな仕事をしてくれていたのだ。どこで襲しゆう撃げきが起きても安全な避難路が確かく保ほできるように遊ゆう覧らん先さきは選定され、店員や通行人に扮ふん装そうしての警けい備びも行われていた。そして、有事の際にはこうして現場封鎖まで。

　だからこそこちらは安心して少人数で挑み、敵を誘い込むことができた。

　今回ばかりはあの忌まわしい妹に感かん謝しやしようと思う。献策された時にはあまりの大胆さと危険さに青ざめさせられたが──ちゃんと勝算はあったらしい。

　背後のアルトを目だけで確かく認にんする。もう耳の痛みはないようだ。

　キリエも既に増殖を終えていた。さっきの攻防で即死したひとりと瀕ひん死しになったふたりを消して、代わりに新品の身体からだを四体。つまりは、計五人。

「さて、続きをやりましょうか」

　フォグは湾わん刀とうを構えた。今度はこちらが主しゆ導どう権けんを握りたい。

　故に、挑発する。

「ところであなた今、何人めです？　限界数は大丈夫なんですか？　この前のあなたの言葉を信じるなら、多くても三十を数えれば『群体アンテノラ』の力は頭打ちだ」

「そうね、私もあまり無む駄だ遣づかいはできないわ」

　キリエはあくまで落ち着いていた。

　挑発に乗る気がないのか、あの時の言葉がそもそも噓うそなのか。

　満月の夜を境に、ひと月で三十体──噓か真まことか。まさか無尽蔵に増殖できるはずもないだろうが、限界が見えているのと見えないのとではこちらの余裕も随分と違ってくる。

　だが、そんなフォグの思惑は嘲あざ笑わらわれる。

「……ふふ」

　彼女はまったくの余裕で、こちらに一歩を踏み出してきた。

　その態度はまるで、とっておきの策を隠しているかのような。

「でもね、兄にいさん。あなた、そんなことを気にしている場合なの？」

　お前の打算など、まるで見当違いなのだとでも言うような──。

「……どういう意味です」

　キリエが軽く片手を挙げた。

「忘れていないかしら？　もしも私たちがユヴィオールと手を組んでいるとしたら……いえ、彼と手を組んでいるかどうかを、あなたは身を以て知っているはずなのよ」

　刹せつ那な。

　ぎぃん──と。

　アルトの『障壁エレール２』が自動展開し、何かがそこに激はげしく衝しよう突とつした。

　先端の尖とがった小さな金属の塊かたまり。つまり、弾丸。

「ニーナ＝スレイジか！」

　フォグは歯は咬がみした。

　忘れていた訳ではないが、まさかこの場に留とどまっていたとは。

「く……」

　キリエへ攻こう撃げきを仕掛けようとするが、弾丸が続けて飛来。

　再び『障壁エレール２』へとめり込んだ。

　弾は自身を旋回させながら不可視の壁かべへ突き刺さろうとした後、地面へ落ちる。

　旋条銃ライフル。それも、音と威力から判断するに煉れん術じゆつで加速させている。

「さて、どうするのかしら兄さん？　狙ねらわれているのがわかっていてそこから出てくる？」

　アルトの傍そばにいる限りは彼女の結界が守ってくれる。が、守られたままでは当然ながら攻撃に転じることができない。これはキリエにとって望ましい状況だった。

　何故なぜなら、

「……『起きろレエゼ』」

　再び『グラフの数珠じゆず』で煉れん獄ごくへの扉が開かれる。

　続く言こと霊だまは当然、

「曇どん天てん／波浪／郷愁／忌いま々いましくも同どう調ちようせよ／……」

　二度めの『死者の叫喚エレンテイーナ２』。

　飛び出せば弾丸の餌え食じき、このままでいれば高周波が脳を刺す。なるほど今度はさっきよりも窮きゆう地ちに近いようだ。だが、まだだ。まだ窮地ではない。

　フォグは薄うすく笑えんだ。

　背後に立つアルトの腕に後ろ手でそっと触れる。軽く四回叩たたいて合図を送った。頷うなずく気配けはい。

　深く息を吸い、意を決して飛び出した。

「らあっ！」

　迎むかえ撃うつのはふたりのキリエ。短杖ロツドに刃やいばを生はやして斬きりかかってくる。

　刃の先端には薄うす緑みどり色いろの液体が纏まとわり付いていた。『酸涙ペドル１』か。酸であれば付着した瞬しゆん間かんに肌を灼やく。『消失点カイナ』での煉れん術じゆつ解除でも完全には無効化できないだろう。

「第六の禊みそぎ／第八の軛くびき／第十五の災さい厄やく／重ねて第二十一の病」

「犬が睨にらむ／猫が欹そばだてる／狼おおかみが吠ほえる」

　残った三人のキリエが担当するのは言こと霊だまの詠えい唱しよう。

　更に遙はるか彼方かなたから飛来するのは──ニーナの弾丸。

「ぐ……！」

『アイリスの十六番』が強い衝しよう撃げきによって弾はじかれる。

　人の隙すき間まを縫ぬいつつ動く標的に、精せい確かく極まりない射撃。夜会の時と同じだ。跳ね上げられた腕と硬直した身体からだに『錬鉄シヤミイ２』の刃が振り下ろされた。

　肩口と左腕に接触、そして『酸涙ペドル１』が降りかかる。

「……な!?」

　キリエが目を見開いた。

　彼女の煉術は、フォグの肌はおろか服すらも溶かさなかったからだ。

　煉術解除ではない。アルトの『障壁エレール２』だった。

　出ていく直前、自分の周囲に薄うすく張ってもらっていた。そこまで大きな力はない。だが、小さな煉術を防ぐのであれば充分過ぎる。

『消失点カイナ』の弱点は、煉術を毒気に還かん元げんして喰くらうまでの間にほんのわずかな時間差が発生してしまうことにある。この不得手は小規模術式、つまり即座に起動させて一いつ瞬しゆんの交こう錯さくで傷を与えるような低冠位術式に対して覿てき面めんに出る。夜会場ではレイド＝オータムに苦労させられた。二度めの対たい峙じであるキリエも、必ずや狙ねらってくるだろうと思っていた。

　大きな煉術であれば『消失点カイナ』で喰らい、解除が間に合わないような小規模煉術は『障壁エレール２』で凌しのぐ。そうすることで相手の虚を突き、一瞬の隙すきを作ることができる──結果として、キリエはフォグの術中にはまったのだった。

　狙そ撃げきは来ない。幾ら旋条銃ライフルであっても半秒も置かずに再発射できるはずがない。

　姿勢を立て直し『アイリスの十六番』を振るう。ひと太刀たちで、ふたり同時だった。

　左側にいたキリエの喉のど元もとを切り裂きつつ右側の頭部を破は壊かいする。ふたりがくずおれる前に、その後方で『死者の叫喚エレンテイーナ２』を起動していた三人へ突進。

　今度は遠えん慮りよなく『消失点カイナ』を使った。

　キリエたちが喚よびだしていた毒気が搔かき消える。フォグの身体に力が満ち、加速する。

　距きよ離りを詰め、一いつ閃せんしてひとりめの首。ふたりめは剣を持たない左腕を手しゆ刀とうとし、心しん臓ぞうへぞんざいに突き入れる。そして三人めの腹を返す刀で引き裂こうとした。

　再び湾わん刀とうに、衝撃。

「……っ！」

　思っていたよりも早く狙そ撃げきが来た。

　今度は着弾と同時に、そこから黒い網あみが広がってフォグの身体からだに絡みつく。

『女郎蜘蛛の接吻エレンテイーナ９』──すぐさま毒気へ還かん元げんして喰くらうが、その隙すきにキリエを逃す。

　網を消し去った時には既に大きく距きよ離りを取り、こちらの間合いから離はなれていた。

「やるわね」

　息を荒くするキリエにも余裕はなさそうだが、フォグもまた口くち惜おしさに舌打ちした。

　今の攻撃で、全員を殺さなければならなかったのだ。ひとり逃せばまたそこから増殖する。一気に叩たたき潰つぶさなければ意味がなかった。

　キリエが自らの衣を泉とし、新しいキリエを引っ張り出そうとしていた。

　自分の失策を恥じる。

　もしアルトが煉れん術じゆつ陣じんを既に展開していれば、今この瞬しゆん間かんに『いかづち』を放つこともできただろう。が、彼女の背には今、何の陣も浮かんでいない。キリエを油断させるためにフォグがさせなかったのだ。完全に裏目だった。

　せめて分裂の隙を与えまい。即座にそう判断し、身を沈めた。まだ増殖は途中、攻撃を加えれば解除して応戦せざるを得ないはずだ。

　足に力を込める。そして飛び出そうとした、

「……え？」

　その時だった。

　フォグにとっては──そしてキリエにとっても、予想外のことが起きた。




　その日何度めの狙撃だっただろう。

　さっきまでと同じ方向から、同じ射手からと思われるものだった。

　しかし飛来した弾丸は、誤射などではなく精せい確かくに、キリエの頭部を撃うち抜いた。
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　匍都ハイトの北西部、貴族街と市民街の境目にある喫茶店テイーハウス。

　フォグたちが戦っている場所とは別の店、その席のひとつに、ユヴィオール＝カタシェレティスとレイド＝オータムは向かい合って座っていた。

　ユヴィオールは紅茶、レイドは珈琲コーヒーを嗜たしなみながらのんびりとしている。

「今いま頃ごろは、殺し合いの真っ最中かね」

　黒い液体が満たされた陶杯カツプを軽く振るレイドと、

「そうでしょうね。見に行きたいのでしょう？」

　楽しげに微笑ほほえんで紅茶の香りを楽しむユヴィオール。

「まあ見に行きたいってのもそうなんだが……なあ大将、ほんとにいいのか？」

　レイドは陶杯カツプを卓テーブルの上に置き、ユヴィオールへ問うた。

「何がです？」

「とぼけんなよ、リチャードのことだ。あんな大物、みすみす逃がしちまって……いや、逃がすどころじゃねえ。最初から手出しすらしないってのは、正直拍子抜けだね」

　事実である。そしてそれは当然ながら、一週間前の夜にキリエたちと交わした約定を無視していた。つまりキリエと『使徒』たちは、ユヴィオールがリチャードを追うと信じきった上でフォグたちと無為な戦いを行っていることになる。

「実はティ・キが追いかけてる、って訳でもねえんだろ？」

「ええ、あなたに隠し事はしませんよ。ティ・キは隠れ家にいます。もちろんシュナ翁おうも関かかわっていません。王弟殿下は今いま頃ごろ、無事に『特区シテイ』の中ですかね」

「何でだ？　殺そうと思えばやれたはずだ」

「もちろんですよ、でも、今はその時じ機きではない」

　手を出さなかったのには明めい確かくな理由がある。

「まずは犠ぎ牲せいが予想されること。天てん堂どう騎き士しカルブルック＝ティーウェはもちろん、レキュリィの『供犠の血トロメア』も、今の我々には相当な脅威です。大魚を追うのはいいが、そこに至るまでの障害は割に合わない。あの男ごときを殺すのに危険を冒す必要はありません」

　ユヴィオールは、キリエたちに吐いた大言とはまったく逆のことを口にした。

「前に話したでしょう？　『私の約束の時』です。その時が来れば王弟殿下かれなど、何の苦労もなく殺すことができる。それも、今よりも価値のあるやり方でね」

「俺おれはその、お前さんの『約束の時』ってのを完全に信じちゃいないがな」

「それは心外ですね、あなたにしか話していないのに」

「は。簡かん単たんには信じない俺だからこそ話したんだろ？」

　肩を竦すくめるレイドに片かた眉まゆを上げ、

「そうですよ。簡単に信じられないからこそ実現されるかどうかを確たしかめたがり、実現されるかどうかを確かめたいからこそ私を手伝てつだってくれる。あなたはそういう人ですから」

　指摘する。

『殺さつ戮りく博士はかせ』──新しい煉れん術じゆつを人間に試してみないと気が済まないほどの実践主義者である男は、心の底から可笑おかしそうにくつくつと笑った。

「違いねえぜ、大将」

　そして珈琲コーヒーを軽く飲み干し、現在別の場所で起きている戦いに話題を戻す。

「で、もうひとつ尋ききたいんだが……実際、お前さん、あの連中がフォグの坊主と姫さんを殺せると思ってるのか？」

「どうでしょうね。それは私にはわかりません」

　はぐらかしているとも取られかねない表現だが、正直な気持ちだった。

「もし、彼らがあの『使徒』たちに殺されるのなら、それでも構いはしません。フォグの死体は必要ですが、回収すれば済む。アルテミシアの方は、殺されるのならその程度の存在だったということで諦めるとしますよ。もちろん、もし殺されないのなら期待通りですが」

「……なるほどね」

　レイドは陶杯カツプの底を覗のぞいた。自分がつい今し方珈琲コーヒーを飲み終えたことを忘れていたらしい。それだけ話に夢中だったのだろう。或あるいは──ユヴィオールに夢中だったか。

「時々俺おれは、お前さんが恐ろしくなる。敵に回さなくてよかったと本気で思うぜ。……なあ、ユヴィオールの大将。お前、どこまで考えてやがんだ？」

　問いかけてくるその顔はどこか熱ねつっぽく、どこか楽しげだった。

「どこまで、とは？」

「たとえば今回のことだ。『法王庁』との戦いの結果、口じゃわからないなんて言っちゃいるが、予想はついてんだろ？　何故なぜならお前は、狙そ撃げき手しゆのお嬢じようちゃんをあの場に差し向けた。あのお嬢ちゃんにお前が出した命令が戦いの趨すう勢せいを決めるための一手となるようにな……計算していないとは言わせねえぜ」

　数秒の沈ちん黙もくは、レイドに期待の表情をさせた。

　だから薄うすく目を閉じ、首を振る。

「私の計画など、浅はかですよ、行き当たりばったりです」

　彼の熱を冷まさせるように。

「かのアルテミシア妃ひ殿でん下かを私は当初、殺そうとしていたくらいですから。でも、思い直した。思い直して計画に変更を加えた。今日きようの『使徒』の襲しゆう撃げきにしたってそうでしょう？　直近になって思い付いたことを慌てて計画に加え、ニーナにお願ねがいしたんです」

　自分に対する冷静な評価を、彼に下してもらえるように。

「……言ってくれるぜ、大将」

　レイドの笑えみにはさっきまでと違い、戦せん慄りつが混じっていた。

「わかってんだろ？　俺はな……面白半分でそうして計画を捏ね回して、それでもなおすべてを計画通りに進めてるお前が、恐いって言ってるんだよ」

　それを聞き、ユヴィオールは薄く──まるで死ぬ間際の少女のように、笑う。

「私は、私のことなんて恐くありません。私が恐いのは、私以外のすべてですよ。私は他人が恐い。煉れん術じゆつが恐い。この国が恐い。過去が恐い。未来が恐い。世界が恐い。何よりも、失敗が恐い。……だからこそすべてが思い通りにならないと気が済まないんです。だからこそ、すべてを思い通りにしようとしているんです」

　言い切った後、啞あ然ぜんとしているレイドから目を逸そらし、陶杯カツプに口を付ける。

　紅茶は既にぬるくなっていた。

　だからユヴィオールは立ち上がり、伝票を取ってレイドを促す。

「さあ、行こうか『殺さつ戮りく博士はかせ』。そろそろ着く頃ころだ。……すべてをひっくり返すための一手が、きみが見たがっていたあれが、もうすぐそこまで来ているはずだよ」
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　飛来した弾丸。

　頭部を撃うち抜かれ、なすすべなく斃たおれるキリエ。

　何故なぜ自分ではなく彼女が狙ねらわれたのか。間違いではないのか。間違いではないとしたら、果たしてどんな意図があるのか。愕がく然ぜんとしながらも考えていたことは、背後から聞こえた短い悲鳴によって、一気に頭の隅へと追おい遣やられた。

　悲鳴はふたつ。

　そのうちのひとつはフォグがよく知る、守らなければならない少女のもの。

「……っ！」

　反射的に振り返ると、脅おびえた表情で身を竦すくませているアルトと、その三米メートル先で地面に転がり苦く悶もんする『使徒』がいた。その光景が示すのはつまり、至近距きよ離りで彼女の『障壁エレール２』が発動したということ──近距離であればあるほど結界の持つ反発力は強くなる。恐らくは背後から忍び寄った『使徒』がアルトを刺し殺そうとし、吹き飛ばされたのだろう。

　相手にしてみれば見通しが甘過ぎた。アルト自身が気付かなかろうと、たとえ背後から零ゼロ距離での攻こう撃げきであっても、結界の自動発動を止めることはできないのだ。

　だがそれはもちろん、アルトへの接近を許した言い訳にはならない。

　後悔する。キリエが殺されたことに気を取られてしまっていた。とんだ失態だ。

「無事ですか!?」

　駆け寄り、手を取り肩を抱く。アルトは震ふるえながらフォグを見上げた。

「ごめんなさい、急だったから……」

「いえ、僕が悪いんです。無事でよかった」

　立ち上がった『使徒』を睨にらみ付け、それから周囲を睥へい睨げいし、

「これは……」

　ようやく、気付く。

　さっきまで──キリエと戦っていた時には遠巻きにこちらを見ているだけだった『使徒』たちが、フォグとアルトを等間隔でぐるりと包囲していた。

　全員が同じ意匠の短剣を手にしている。利き手すら合わせていた。合計で十四人、全員が相似した姿形。黒衣と仮面のせいで、ともすればキリエより不気味だ。

　だがフォグが眉まゆをひそめたのは、その不気味さにではない。

　頭をよぎった違和感──疑問に対してだった。

「どういうことです？」

　問うた。さっきアルトを襲おそった目の前のひとりに、そして彼を含めた十四人全員に。

「キリエが殺された瞬しゆん間かん、あなたはアルトに奇き襲しゆうをかけた。咄とつ嗟さの行動ではないはずです。背後から忍び寄るには、あらかじめ隙ができるとわかっている必要がある」

　つまり彼らの行動は、予定されたものだったことになる。

「……キリエが撃うたれることを、あなたたちは知っていたのですか？」

　返事があったのは問うた相手ではなく、そのふたつ隣となりにいた『使徒』だった。

　ただし返事とはとても言えない、短いひと言。

「答える必要はない」

　故に、構わず質問を続けた。

「もしキリエへの狙そ撃げきが予定されていたものだとしたら、あなたたちは狙撃手と……いえ、その主であるユヴィオールと事前に示し合わせていたことになる。それも、キリエとは別に、だ。彼女は戦いを続ける気だった。こんな結末を望んでなどいなかった」

「答える必要はない」

「大方『キリエがひとりになったら殺せ』そういう取り決めでしょう？　『群体アンテノラ』が群体でいるうちは、狙撃手が仕留めるのは難むずかしい」

「答える必要はない」

「何故なぜ、キリエに黙だまって密約などを交わしたんです？　……まさか、キリエを僕らと戦わせることでこちらの手の内を探っていたのか？　自分たちの手で僕らを仕留めるために」

「答える必要はない」

「それが……味方を利用して使い捨てるのが、法王庁の意志ですか？」

「答える必要は、ない」

「答えろ！」

　フォグは叫んだ。

　無む意い識しきだった。だが、頭の奥では感情の沸ふつ騰とうを自覚していた。

「キリエは……彼女は、本気で僕らと戦った。本音はどうあれ、あなたたちの意志に従って、あなたたちの選んだ場所で、あなたたちの望んだ方法で僕らとぶつかったんだ！　それを踏みにじったのか？　僕らの戦いを……そのつもりで、キリエを戦わせたのか!?」

　自分でも不ふ思し議ぎなほど怒りが込み上げてくる。

　キリエのためではなかった。そもそも彼女は全員が殺されてしまった訳でもない。今ここに来ているキリエがすべて殺されても、瑩えい国こく内か、或あるいは大陸には別のキリエがいる。どうせまた別の機き会かいにひょっこり現れ、再戦を望んでくるだろう。

　なのに、何故なぜこんなにも腹立たしいのか。何故歯は痒がゆいのか。たぶんこれは──この胸の内にあるのは──誇りを汚された、という思いだ。

　わざわざ馬車の中に現れて宣戦布告をしたキリエ。

　賭かけをしよう、と言ったアルト。

　フォグも全力で戦った。人造人間ホムンクルスとして、彼女の兄として。

　なのに、それを利用された。気持ちを、戦いを、誇りを利用された。

「……汚いなんて言うつもりはない。殺し合いに対して卑ひ怯きようだとか汚いだとか姑こ息そくだとか、負けた側の言い訳だ。だから、利用されたキリエが悪いんだろう」

　汚いというのなら、これまで散々キリエもやってきた。自分だってそうだ。

　だから、是非を問うのは言葉ではない。

　この仮面を被かぶったいけ好かない集団を思い知らせてやるのは、

「あなたたちを責めるのは、言葉ではなく刃やいばで行う」

　ただ力のみ──この『使徒』どもの選択を、キリエを切り捨てたことを、力で後悔させる。

「ねえ、フォグ」

　背後でアルトが、静かな声で問うてくる。

「この人たちを殺せば、キリエは戻ってくる？」

「ええ、戻ってきますよ」

　フォグは頷うなずく。

「あれはしつこいですからね。むしろ、戻ってきた時にまだ僕らがこいつらと戦っていたら、がっかりするかもしれません」

「それは厭いやだわ」

　戦いに際していつも無感情だったアルトが発する、それは珍しい敵意。

「賭かけはまだ終わってないもの。邪じや魔まをする人たちは……嫌いよ」

　空間がざわつく。

　アルトの背から黒い紋様が浮かび、生はえる。

　幾何学よりも美しく、線せん画がよりも無む機き質しつで、数式よりも複雑な、枝分かれと交こう叉さする直線で構成された、煉れん術じゆつを紡ぐ揚あげ羽はの羽根。

　フォグは湾わん刀とうの柄つかを握にぎり締しめ、黒衣の集団に吐き捨てた。

「来い『使徒』。あなたたちの集団戦術がキリエの……『群体アンテノラ』の足あし許もとにも及ばないことを、僕らが証明してやる」
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　自分が任務を完遂したと確かく信しんしたのは、最後のキリエが崩れ落ちた時ではなく、キリエの頭部を狙ねらって引き金を絞った瞬しゆん間かんだった。狙そ撃げきというのはそういうものだ。撃うったその時──正せい確かくには撃つ刹せつ那なの寸前に、当たるか外れるかがわかる。

　ニーナ＝レナ＝スレイジは、俯うつぶせになった姿勢のまま大きく息を吐いた。

　王家の私兵と『使徒』たちが戦っている喫茶店テイーハウスから三百米メートルほど離はなれた集合住宅、その屋上である。平たい屋根と見通しのいい高さは狙撃にうってつけで、遠くにはもはや戻ることのないであろう自分の生家も見える。

　起き上がり膝ひざを立て、旋条銃ライフルを脇わきに抱えた。

　正直なところ、口くち惜おしいという気持ちもあった。ニーナが本当に仕留めたかったのは初撃、つまり王弟リチャード＝ミル＝ラエなのだから。

　敵もさるものだった。二カ月前の夜にも相あい対たいしたあの少女──瑩えい国こく王家がいかに血に染まり汚お穢わいにまみれた存在かを象徴する、殺さつ戮りく者しやとして育てられた呪のろわれし第一王女。

　彼女の妨害さえなければ、祖父の仇かたきが討うてたものを。

　だがニーナの胸には口惜しさよりも、むしろ喜びの方が濃こい。

　初めてだった。ユヴィオールに頼まれた仕事を言われた通りに完遂したのは。

　彼の命令において、リチャードの狙撃は二の次だった。最重要なのはその後に始まるであろう王属軍のふたりと奇跡認定局の実行部隊による戦いの、制御である。

　まず第一の目的は、奇跡認定局の人造人間ホムンクルス──キリエに、特性である増殖能力をできるだけ多く使わせること。彼女のおぞましい増殖回数はひと月ごとに決まっているらしく、この戦いでできるだけ限界数に近付けさせておきたいとのことだった。

　そのために王属軍──フォグの攻撃を適度に妨害した。戦局を長引かせるためだ。ただ、これに関しては上手うまくいったとも言いがたい。第二の目的、つまりキリエを始末する機き会かいが思ったよりも早く訪れてしまった。

　複数のキリエが残りひとりになったら即座にこれを射殺しろと言われていた。本当ならもっと増殖させた後で潰つぶしたかったのだが、仕方ない。命令に違反してユヴィオールに失望されたくはなかったし、前回のように思わぬ反撃で失敗するのももうごめんだった。

　舞ぶ踏とう会かいの夜に生命を失いかけたのは、自らの傲ごう慢まんが原因だと思っている。

　あの時のニーナは慢心していた。初めての戦場で狙撃が思うように当たり、自分はやれる、と調ちよう子しに乗っていた。遠えん距きよ離りにいる自分へ反撃など来るはずがないと油断していた。それがあのざまだ。シュナ翁おうが守ってくれなかったら死んでいた。

　死ねばユヴィオールの役に立てない。その上、彼をがっかりさせるだろう。せっかく期待してくれているのだからもっともっと応こたえたい。認められたい。自分を見て欲しい。

　彼が自分に下した命令がどんな意味を持つのかは考えなかった。きっと彼のことだから何か遠大な目的があるのだろう、そのくらいに捉とらえていた。

　ともあれ、今回は成功した──あとは喫茶店テイーハウス前で行われている戦いの援えん護ごだ。キリエの件が終わった後にまだ弾が残っていたならやって欲しい、と頼まれていた。

　立てていた膝ひざを再び降ろし、腹ばいの姿勢を取ろうと身体からだを折った。

　が、それと同時。

「こんにちは、ご機き嫌げんいかがかしら？」

「……っ!?」

　背後から不意にかけられた声に、心しん臓ぞうが跳ねた。

　銃を構えながら身体ごと振り返る。子供の頃ころから森で狩りをしていたお陰で身に付いていた反射神経だった。しかしそこに立っていた相手の顔を見た瞬しゆん間かん、ニーナの背筋にはどんな獣けものに遭遇した時よりも深い戦せん慄りつが走る。

「ニーナ、だったかしら。会うのは二度めね。つまり、初めてじゃない」

　確たしかに一度だけ、ユヴィオールに紹介された。あれは前の隠れ家だったか。

　けれどそれが何だというのだ。どうして彼女がここにいるのだ。

「殺したはずなのに、そう思ってるんでしょ？」

　キリエは握った短杖ロツドを弄もてあそびながら、幼い顔立ちに似合わない酷こく薄はくな笑えみを浮かべる。

「どうしてここにいるのか、そう思ってるのね？　ユヴィオールも残酷だわ。私の特性、知っているんだったら教えてあげてればいいのに」

「な、に……」

　──特性？　どういう？

　震ふるえる声で問うも、答えを教えてはくれない。

　代わりに発せられたのは、ぞっとするような殺気。

「……よくも、邪じや魔まをしてくれた」

　悪意と怒りに暗い悦よろこびを混ぜて未み熟じゆくな色香で染め上げたような、おぞましい気配けはいだった。

「ユヴィオールがどういうつもりであなたにこんなことをさせたのかは知らない。何か目的でもあるのかしら？　それともあの『使徒』どもが頼んだのかしら？」

　キリエが──人造人間ホムンクルスが、嗤わらう。

「理由は何であろうと、あなたには報いを受けてもらう。私の戦いを邪魔した報いを、兄にいさんとの殺し合いに割って入った報いを。あの娘との賭かけを反故ほごにした報いを！」

　人ではない、人の形をした。人を外れた化け物。

　それは藍あい色いろの衣を纏まとった少女の貌かおをして、殺意とともに近付いてくる。

　ニーナは愛銃を抱だき締しめながら、必死で立ち上がった。

　恐怖はある。だが、戦う意志が恐怖を凌りよう駕がした。

　やれる。たとえ狙そ撃げき手しゆには不利な距きよ離りであろうと、自分も煉れん術じゆつ師しの端くれ。ユヴィオール＝カタシェレティスの仲間であることの誇りが、勇気と力をくれるはずだ。
















　ユヴィオールが与えてくれた旋条銃ライフルは悳とく国こくの最新試作品で、遊底ボルト機構アクシヨンという装そう塡てん方式を実装している。機き関かん部ぶに設置された遊底ボルトを槓桿レバーによって開き、そこに弾を込めて閉じるだけで装塡が完了するという画期的なものだ。銃口から弾を押し込むよりも遥はるかに簡かん単たんな動作で済むが故に、連射速度が格段に向上する。もちろんそれなりの技術は要するにせよ、前装式の煩はん雑ざつさには及ぶべくもない。ニーナの腕であれば一分でおよそ十五発の射しや撃げきが可能だった。

　動作が小さくて済むというのには他ほかにも利点がある。こうして敵と間近で相あい対たいした際、動き回りながらでも手て許もとの動作だけで弾丸の装塡ができることだ。

「……ふん、面おも白しろいものを持ってるわね」

　肩かたに銃じゆう創そうを負いながらも、キリエがこちらへ笑いかける。

　ニーナは狭い屋上の中で銃を構え、彼女と距きよ離りを取っていた。

「まったく……何丁も交代で撃うって速射してるかと思ってたのに、それ一丁だけ？　とんでもないわね。そんな物ぶつ騒そうな玩具おもちや、どこから手に入れたの？」

　キリエは足を止めてこちらを窺うかがっている。だが、それが──無む闇やみに動き回ったりしないどころか吞気のんきに話し掛けてくるのが逆に恐ろしい。

　銃を向けられた時、素人しろうとは硬直する。多少の経けい験けんがある者は身体からだを動かして照準を定めさせまいとする。だが場ば慣なれした者は、動かない。身構えたまま射手の動きに注視し、引き金を絞る寸前の瞬しゆん間かんを見極めて最低限の動きで避けるのだ。

　弾丸を避けさえすればあとは再装塡の間を与えず一気に距離を詰めればいい。実際、キリエも一度はそうした。ニーナの初弾を躱かわし、その足でこちらへと迫ってきた。迎撃できたのはこの旋条銃ライフル、遊低ボルト機構アクシヨンのお陰だった。

　一分で十五発。射撃後、装塡にかかるのは約二秒。どうにかしてそれだけの時間を稼かせげさえすればいい。至近距離での発砲ならば狙ねらいを定める必要もなく、装塡した瞬間に撃てる。

「当てが外れて残念ですか？」

　キリエを睨にらみ付けつつも、挑発する。

「狙撃手なんて相対できれば簡単に殺せると思いましたか？」

　もちろん背中には冷たい汗が流れていた。

　たとえこの銃でも、次が同じように上手うまくいくとは限らないのだ。さっきの攻防がニーナの有利に働いたのはキリエがこの銃の性能を知らなかったからという要因が大きい。再発射の時間を見誤っていたからこそ、攻撃は煩雑になり二秒という時間が稼げた。

　つまり次の攻防は──駆け引きが肝要となる。

「どうしたの？」

　キリエがゆっくりと一歩を踏み出してきた。

「撃ってこないの？」

　さっきニーナが放った言葉と同様、これは彼女の挑発。

　この勝負は、先に動いた方が不利となる。

　剣士が下手へたに動けば狙ねらわれて射手の的。射手が下手に撃うてば躱かわされて剣士の的。どちらにもそれだけの技量があり、互いの技量を承知しているが故に動けない。

　相手もそれを理解しているはずだ。故に敢あえて余裕の表情を見せこちらを誘っている。

　──さあ、どうするか。

　呼吸を整ととのえ、心しん臓ぞうを落ち着かせる。

　キリエから感じるおぞましい禍まが々まがしさに惑わされてはいけない。有利なのは自分の方だ。大丈夫、こちらには勝算がある。いや──勝算というよりも、得ている情報から導みちびき出される詰つめ将しよう棋ぎの手順、と言い換えた方がいいかもしれない。

　まずはキリエの特性。

　さっきまで喫茶テイー店ハウス前で行われた攻防をここで観かん察さつしていたから、彼女の得意とする戦い方は頭に入っている。それは自身の増殖を駆使した、集団戦術だった。

　だがそのためには、何を置いておいてもまずは殖ふえなければならない。身体からだに纏まとっている衣服で泉のようなものを作りそこから複製した自分を引っ張り出すという一連の流れが必要になるはずだ。彼女がそれを今の状態でできるかといえば、答えは否。銃を構えた相手にとって、増殖能力の行使は自身を的にする愚行でしかない。

　次いで、キリエの技量。

　彼女は彼女ひとりきりの場合において、煉れん術じゆつ師しとして並の実力しか持たない存在だろう。恐ろしいのは増殖能力による、自己犠ぎ牲せいを前提とした戦い方と集団で詠えい唱しようする大規模煉術。それを除けば飛び抜けた術を行使できる訳でも巧妙な戦い方ができる訳でもない。

　更には、お互いに関する情報の差。

　ニーナは既にキリエの戦い方を見ている。キリエの能力を知っている。だが一方でキリエは、ニーナの煉術師としての技量を知らない。手の内を知らない。胸に掛けた革帯ベルトに収納された弾丸──そこに込められた煉術がどんなものか、知らないのだ。

　それらを鑑かんがみれば、ニーナが勝つための道は充分に開かれていた。

　このままだと彼女は増殖ができない。それがまず、詰みへの一手。

　やれる。やれるはずだ──やれ。

　ニーナは無心になり、引き金を絞しぼった。

「は！」

　完全に読んでいたのだろう。キリエはニーナが撃つ直前から動いていた。銃口の先から身体をわずかに外し、弾丸を躱す。同時に身体を沈めて突進。もはや次の装そう塡てんなどさせないとばかりに、一いつ直ちよく線せんにこちらへ向かってくる。

　ニーナは身構えた。落ち着け。詰ますために最も危険、かつ重要なのはここからだ。

　遊低ボルトの槓桿レバーを引き薬やつ莢きようを排出──三分の一秒。

　革帯ベルトから弾丸を取り出して遊低ボルトに込める──三分の二秒。

　キリエが到達した。大おお袈げ裟さな煉れん術じゆつも余計な動作もなく、短杖ロツドから生はやした『錬鉄シヤミイ２』の剣で真まっ直すぐに突いてくる。格かく闘とう戦せんなど殆ほとんど経けい験けんしたことがないニーナは反応できない。ただ、次に起きることに対して心構えをすることはできる。

　弾丸の発射からきっかり一秒後。

　キリエの背後三米メートル、集合住宅の隣となりにある民家の煙突が爆ばく発はつした。

「……っ!?」

　狙ねらったのはキリエの身体からだではなくその背後にあった煙突。弾丸に込められていたのは爆発術式『炸火硝ボドル５』。着弾から一秒の時間差を置いて発動する仕組みだった。

　当然、キリエは爆発を予想できていない。それどころか状況すらわかっていないだろう。増殖を前提として犠ぎ牲せい覚悟で動くことも不可能だから自然と慎重にならざるを得ず、ニーナに対する攻こう撃げきよりも背後への警けい戒かいを優ゆう先せんする。つまり、隙すきができる。

　爆発に合わせて大きく一歩を飛とび退のいた──二分の一秒。

　着地と同時に遊底ボルトの槓桿レバーを回し、装そう塡てんを完了する──二分の一秒。

「姑こ息そくっ！」

　キリエが叫び、再び飛びかかってきた。時間稼かせぎだと悟ったらしい。

　が、既に遅い。

　ぞんざいに銃口を前に出し、再び撃うった。

　発砲音。軌道を読む間がなく、故に勘でしゃがみ込んだキリエはすぐに悟る。自分に傷がないこと、加えてニーナが再び、必死の速度で再装塡を始めていることに。

　再びこちらへ飛ぶべく屋上の床を蹴けった。

　こちらの思惑通りに。

　次の瞬しゆん間かん。




　キリエの肩口、銃じゆう創そうがあった場所──最初の攻防で受けた傷口が、大きく破裂した。




「く、が……っ!?」

　衝しよう撃げきで血が飛し沫ぶく。傷は深かった。右腕が肩から千ち切ぎれ落ちる。均きん衡こうを崩して足をもつれさせ、キリエはその場にもんどりうって転ぶ。

　照準も定めず撃ったのではない。定める必要がなかったのだ。

　銃弾に込められていた煉術はふたつ。さっきと同じ『炸火硝ボドル５』と、加えて『血酔い鮫クラツク２』だ。狙そ撃げき専用に開発された煉術で、近くにある血液の匂においを感知しそこへ弾丸を誘ゆう導どう、軌道すらをも変化させて標的に必中させる第だい三さん冠かん術式。

　次の装塡は落ち着いて行えた。

　倒れた彼女の足あし許もとに撃うった弾頭は『女郎蜘蛛の接吻エレンテイーナ９』を内包したもの。着弾すると瞬しゆん時じに網あみが展開され、キリエに覆おおい被かぶさる。万全を期して動きを止めた。

　最後の一いち撃げきを遊低ボルトに装そう塡てんしつつ、彼女の許もとへと歩み寄る。

「……私の勝ちです」

　交こう錯さくはほんの短い間だったが、極度の緊きん張ちようにより息は弾んでいた。

　腕の断裂した右肩から血ち溜だまりを溢あふれさせ、黒い網に動きを奪われた人造人間ホムンクルスは憎悪の視し線せんでこちらを睨にらみ付けてくる。それを見下ろしながら、銃口を彼女の額ひたいに付けた。

「さようなら、おぞましい化け物。化け物を打ち倒すのは、私たち人間の使命なのよ」

　言葉と同時に引き金は絞られ、銃声が高らかに鳴る。

　弾丸はキリエの額を貫いてその脳のう髄ずいを破は壊かいした。




　そうしてキリエの死体を見下ろしながら、ニーナは肩を大きく弾ませる。

　血溜まりは靴を濡ぬらし、後頭部から溢れた脳のう漿しようは血溜まりに混じって散らかっていた。

　人を殺したのは初めてだった。ましてこんな近きん距きよ離りで凄せい惨さんな死体を見るなどこれまで経けい験けんしたことがない。鴨かもや兔うさぎはもちろん、鹿しかや猪いのししのような獣けものとはまったく違う生臭さ、生々しさ。

　反射的に胸の奥から込み上げてくる嘔おう吐と感かんはしかし、直後、高揚によって搔かき消える。

「あ……」

　そう──それは、紛れもない高揚だった。

　狩りで獲え物ものを仕留めた時と同じ、けれどもっともっともっともっと強いもの。

　戦いに対する興こう奮ふんや死の危険に際しての緊張が勝利により解き放たれ、晴れやかな解放感は凄惨な死体を前にして、おぞましさを快楽へ変換する。子宮の奥が疼うずき、心しん臓ぞうが跳ね、渇いていた口の中が唾だ液えきで満たされた。脳の芯しんがぼうっとし、倫理的な嫌悪感が枯こ渇かつする。

　荒れた呼吸はそのままに、ニーナは銃を両腕で搔き抱いた。

　初めての勝利を勝ち取った愛銃。その愛銃を、授けてくれた人。

　彼の顔を頭に思い浮かべる。身体からだを熱あつくしている法ほう悦えつが愛いとおしさと混こん濁だくした。もし目の前に彼が──ユヴィオールがいたら、ニーナは感極まってその胸に飛び込んでいただろう。

　光景を夢想し、足の力が抜けた。

　屋上の石畳へと座り込んだニーナに、ふと、背後から声があった。

「おめでとう」

　──ああ、祝福か。ありがとう。

　頭の中でそんなことを考えて、五秒ほど。

「……あ」

　ニーナはようやく、声が聞こえたことのおかしさに気付く。

　耳みみ許もとで囁ささやかれたせいで、幻げん聴ちようではないかと思った。

　だが、違う。違った。

　何故なぜなら直後、ニーナの背に覆おおい被かぶさるものがあったからだ。

　つまり、抱だき締しめられた。左の脇わきの下と右の肩から回された細い手。乗っかってくる柔らかな体温。首筋に吐息がかかり、

　勝利によってもたらされた興こう奮ふんは、直後、いや──ようやく──恐怖と悪お寒かんへ、反転する。

「私を貫いた感触、そんなによかったかしら」




　何故ならば、視界の横に現れた顔キリエは、足あし許もとに転がった死体キリエと同じ顔をしていたから。




「え。……え？」

　どうして、とまずは思った。

　何故。殺したはずなのに。そこに死体があるのに、どうして？

「ねえ、ニーナ＝スレイジ。……ひとつ、尋ききたいのだけど」

　次いで、理解した。

　愉ゆ悦えつと微かすかな怒りが入り交じった相手の含み笑いを聞いて、理解した。

「あなた、私を増殖させなければ勝てると思った？　私をひとり殺せば、それで終わると思った？　私がその程度の存在だと、そう思っていたの？」

「あ。ああ、あ……」

　後悔とともにふるふると首を振る。

　自分はとんでもない勘違いをしていた。

　目の前の一体を殺して、増殖させないまま仕留めたとして──だからどうしたというのだ。

　考えてもみるがいい。こいつは最初、どうやってここまで来た？　建物に玄関から入って、階段を上がって？　そんなはずはない。そんな常じよう識しき的てきな手段では、決してない。

「ユヴィオールが言ってなかったみたいだから、代わりに私が教えてあげる」

　キリエが、ニーナの耳許で囁ささやいた。

「私……人造人間ホムンクルス『第二円アンテノラ』の能力『群体アンテノラ』はね、一度会った人のところへこうして自由に出現できるの。私、さっきまで丁てい国こくにいたのよ？　でも私が死んじゃったのを感知して、ちょっとここへ来てみたって訳。私を殺したあなたに、会いたいと思って来てみた、って訳」

「あ。……ひぃ」

　脊せき髄ずいに氷をねじ込まれた方がまだましだと思った。

　絶叫すらもできない。喉のどは勝手に震ふるえているのに、大きな声が出せない。手足も動かない。銃だ。撃うて。背後のこいつをまた撃ち殺せ。頭の隅でそう思ったが、両手の五指が泳いでいる。既に旋条銃ライフルは足許に取り落としてしまっていた。

「どうしたの？　何をそんなに脅おびえているの？」

　甘い、まるで恋人に囁ささやいているような猫ねこ撫なで声ごえ。

「そんなに恐がらなくてもいいわ。だって私、あなたのこと気に入っちゃったもの」

　演技がかった、誘惑にも似た口く調ちようで、更に強く抱だき締しめられる。

　彼女は、言った。

「だから、殺さないわ。私を一度は殺したのは見事よ。それに免じて殺さないであげるの……代わりに、死なんかよりももっと大きな悪意を、あなたに、あげる」

「あ、ああ、あ、……！」

　ニーナの恐怖は、飽和した。

「あなたが苦しむ姿が見たいの。あなたの生いき甲斐がいは何？　あなたの存在意義は何？　あなたがこれから先の人生で果たそうとしていることは何？　あなたがもし誰だれかに必要とされる人なのだとしたら、それは何によって？　私は知ってるわ。だって身を以もつて味わったから」

「あ、あ。……はな、はなれ」

　離はなれろ。どこかへ行け。拒絶感と危き機き感かんが全身を包むが、力が出ない。

　私の耳みみ許もとで囁くな。

　私の耳じ朶だを咬かむな。

　私の胸をまさぐるな。

　私の首筋を舐なめるな。

　私の頰ほおを撫でるな。

　私の、

　私の　に、指を、

「やめて。やめて！　わたし、私の……」

「だめ」

　甘い声こわ音ねと一いつ緒しよに、耳の奥、頭の中で音がした。




　ぷちゃり、くちゃ、ぶつん、と。




　水気を搔かき混ぜるような、泡が弾はじけるような、それから、脳のう髄ずいを駆け巡る火花のような。

　そして──。

「ぎゃ、あ、ああああああああああっ！」

　ニーナ＝スレイジは両手でそこを押さえながら絶叫し、キリエの死体、血の海の上を転げ回り始めた。痛みと苦しみにまみれた絶望感が全身を襲おそう。

　くすくすと、頭上で笑い声がする。

　痛みと苦しみと絶望の坩堝るつぼから生まれたニーナの憎しみは、それを感知した。

「あ、ああああっ！　貴様、貴様あっ!!」

　血まみれの眼球を指先で弄もてあそび、キリエが言う。

「綺き麗れいね、あなたの利き目」

　踞うずくまりながら、両手で右の眼がん窩かを抑えながら、それを凝ぎよう視しする。

　どうして。どうして。どうして？

　さっきまでそこに納まっていたものが、私の大事なものが、

　どうして、この女の手の中にある──？

　彼女の姿はしかし、残った左目から溢あふれる涙によってぼやけ、すぐに見えなくなる。

「あは、ははは、ははははっ！」

　去っていくキリエの含み笑いだけがニーナの耳に届き、その絶望を彩っていた。
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　戦い始める前に『群体アンテノラ』の足あし許もとにも及ばないと嘲ちよう弄ろうした集団戦術はしかし、いざ幕を開けてみれば予想していたよりも厄やつ介かいな面を持ち合わせていた。




　戦せん闘とう開始から十五分ほど経たっただろうか。

　十四人いた『使徒』たちは現在十人まで減っている。たかが四人しか仕留めていないにも拘かかわらず──フォグは既に息を切らし始めていた。

　彼らの戦術は決して複雑なものではない。キリエと比べれば集団の統率に欠け、動きの制御も甘かった。だがキリエよりも優すぐれていたのは、数。それから、狡こう猾かつさである。

　最初から十四人いるということは、殖ふえる必要がないということだ。減れば減ったきりという欠点はあれど、既に頭数が揃そろっているが故の有利を、彼らは心得ていた。

　具体的には、開戦と同時に行われた剣術、防御、煉れん術じゆつの同時展開である。

　十四人中十一人が距きよ離りを取って、うち七人が多重詠えい唱しようによる大規模術式、四人が結界煉術専門の防御要員、そして残る三人が短刀を用いての接近戦。キリエが自らの数を増やしながら構築しようとした戦法の完成形を、彼らは最初から用いてきた。斬きり結んでいたかと思えば高位の煉術が襲おそってきて、煉術を搔かき消して防御した直後には隙すきを突いて斬りかかってくる。アルトが煉術を放てば結界煉術が防ぎ、再び高位の煉術が反はん撃げきに使われる──どうにか接近戦担当を四人殺しはしたが、後こう衛えいが即座に役割を入れ替えて補充、囲まれる人数は変わらない。

　更に彼らは、徹てつ底ていして狡猾だった。

　一番最初の攻防で三人があっという間に殺された経けい験けんからか、過剰なほど慎重な攻撃を加えてくる。隙を見付けても決して深追いはせず、攻撃も臆おく病びようなほど大きく躱かわす。逆にこちらが深追いをしようものなら、たちまち後衛からの煉術が飛んでくる。

　確たしかにキリエのような自滅前提の捨て身は、彼らにしてみれば愚行だ。

　死ねば補充できないという欠点を補うためにはまず死なないことを前提に戦術を組み立てるのも道理。そもそも数の上で見ればフォグたちはたったのふたりであり『使徒』は十四人なのだから、多勢の方が可能な限り数を減らさず無勢をじわじわと締しめ上げていけば、後者が先に疲労することは明らかだった。

　数を十人に減らしてからというもの『使徒』は慎重さを増していた。つまりこのまま決め手に欠けた状態で戦い続ける限りこちらは徐々に、確かく実じつに貧していく。

　フォグには『消失点カイナ』があるからまだいい。体力を失っても毒気を喰くえばある程度は回復できる。問題はアルトの方だった。

　フォグと違い、彼女には体力がない。元々が戦せん闘とう訓練をしている訳ではないのだ。気を張ればそれだけ疲労は加速するし、煉れん術じゆつを紡ぎ続けるにも限度はある。もちろん彼女は煉れん獄ごくの申し子、こと煉術の稼か働どうに関しては息をするのと同じが故に持久力にも優すぐれているが──それは果たして『使徒』十人よりも上かどうか。

　やはり、勝負に出る必要がある。

「……アルト」

　隣となりを一いち瞥べつした。背中に煉術陣の羽根を拡ひろげたまま、こちらを見上げてくる。

『使徒』たちには聞こえない程度の小声で指示を出す。

「あれをやります。できますか？」

「ええ。わかったわ」

　アルトは頷うなずいた。表情でこちらの意図を察したようだった。

「大丈夫よ、私はできるわ。やってみせる」

　力強い表情。そこにはフォグへの気き遣づかいと、それから自信があった。

　頼もしいと感じる。戦闘時に彼女に対してそんな思いを抱いたのは初めてかもしれない。ならばきっと上手うまくいくだろう。こんな相手に負ける訳には──いかない。

「よし。……じゃあ、まずは下準備です。合図したら『いかづち』を」

　湾わん刀とう『アイリスの十六番』を掲げ、柄つかの鍵けん器きを作動させた。

　同時にアルトもまた、背の煉術陣を展開し始める──陣の複雑さはいつも以上だった。直ちよく線せんが絡まって慌ただしく蠢うごめき、複雑な図形があちこちに萌ほう芽がしていく。伸びきった先端が折れては戻り、他ほかの一本と交こう叉さして広がり、揚あげ羽はにも似た羽根が広がった。

　身を沈め、息を吸い、

「行きます！」

　その日何度めかの攻こう撃げきをするために打って出た。

　応じたのは、前ぜん衛えい。

　黒衣に仮面、もはやその奥に個々人の顔があることを忘れそうになる異相が三人、フォグと斬きり結ぼうとして立ちはだかる。もちろん彼らに本気でこちらを仕留める気はない。その証拠に、それぞれの短剣に宿った煉れん術じゆつは『酸涙ペドル１』『灼き水シエナ６』『断裂鋼オータム11』。こちらに消去されることを前提に、もし上手うまくすれば小傷を与えられるというようなものばかり。

　故に、無視する。

『消失点カイナ』を全身で発動させつつ三人の脇わきをすり抜けた。

　煉術の残ざん滓しや短刀が衣服を、肌を引ひっ搔かくが構わない。皮ひ膚ふは極限まで強化してある。この程度の武器や煉術ではかすり傷ひとつ付けられない。

　手近な後こう衛えいのひとりに突進し、湾わん刀とうを斬きり上げる。

　見えない壁かべと衝しよう突とつ。相手の紡いだ『障壁エレール２』だ。言こと霊だまや動作による儀ぎ式しきは窺うかがえない。恐らくは煉術陣をどこかに隠し持っているのだろうが、即時発動がこれほど疎うとましいとは──自分が相あい対たいしてみなければわからないものだと苦笑した。

『消失点カイナ』で『障壁エレール２』を切り裂く暇は与えられなかった。

　背後から攻こう撃げきがある。単純な突き。

　それを躱かわす。勢いを利用していなし、身体からだを捻ひねって前方へ押した。防御担当の『使徒』と攻撃担当の『使徒』が交こう錯さく。陣形が乱れた。

　好こう機きだった。

「アルト！　……『いかづち』！」

　大きく一歩を飛とび退のきながら叫び、同時、

　──落雷。

　合計十本。『使徒』全員の頭上から降ってきた電撃はしかし、

「……無む駄だだ」

　そのどれもが敵の身体に届かず『障壁エレール２』で止められていた。

　フォグの正面にいた『使徒』が含み笑いを洩もらす。

「くく。前衛が防御煉術を使えないと思ったか？　後衛が瞬しゆん時じの事態に対応できないと思ったか？　個々人を一斉攻撃すれば誰だれかは殺せると思ったか？　……どれも勘違いだ。我らは全にして一、一にして全。すべてが等しく、誰しもが同一なのだ」

　攻撃が防がれたことで、フォグは無防備に、棒立ちになっていた。

　相手はそれを見逃さなかった。これまでの狡こう猾かつさから一転、気配けはいを大きくする。

　仮面の下から睥へい睨げいを送り、短刀を掲げ、

「故に、こういうこともできる！」

『使徒』たちが一斉に、同じ動作をした。

　前衛も、後衛も、更には防御役も。

　短刀の切っ先をフォグへ向け、十人がまったく同時に、言う。




「……『起きろレエゼ』」




　これまでの戦いでは口にしていなかった『グラフの数珠じゆず』の起動鍵かぎ。

　それが示すのは、彼らが今まで『愚者の石グラクシール』で煉れん術じゆつを紡いでいたという事実。そしてこれから発動しようとしている大規模煉術は、今までよりも強力なものになるであろうということ。

　言こと霊だまが全方位から一気に紡がれた。

「轆轤ろくろ／曇どん天てん」「棘いばらの海／慈愛」「放ほう熱ねつ／反復」「縁に舞まい／屍しかばねに祈る」「芥あくたの夢は／去る」

「白夜／嗚お咽えつ」「自傷／茨いばらの山」「冷酷／孤独」「霰あられを抱き／雹ひように泣く」「塵ちりの現うつつは／来る」

　各人の編へんは短いが十人同時。重なり合った詠えい唱しようは即座に終わる。

　フォグはそれと同時、周囲をもう一度確かく認にんした。

　アルトを中心点にぐるりと円を囲むように『使徒』たちは陣形を組んでいる。彼女と『使徒』たちの距きよ離りはおよそ五米メートル。陣形を乱すために飛び出したフォグはアルトの前方、約三米メートルのところへいた。つまりフォグと『使徒』たちとの距離は、近い者で一米メートル、遠い者は七米メートルほどか。

　狙ねらいはどちらだろう。

　円の中心点にいるアルトか、それともやや離はなれた場所にいる自分か。

　どちらにせよ、アルトの『障壁エレール２』を破れるほど強きよう靭じんで、フォグの『消失点カイナ』で喰くらっても追い付かないほどの強力な煉術に違いない。そうでなければこの狡こう猾かつで慎重な集団が、ここまで大きな動きを見せるはずがなかった。

「さあ、どう防ぐ？」

『使徒』の誰だれかが挑発的に問う。

　そしてついに、アルトの周囲に匹敵するほど濃こい毒気の香りが変質する気配けはいがあり、

「泉／血／屍」「瑞ずい雲うん／光条／瑠る璃り」「願ねがえ／潰つぶれろ／縁に」「……咲け！」

　最後の言霊が、紡がれる。

　瞬しゆん間かん。

「アルト、今です！」

　フォグは合図を見逃すまいと決して自分から視し線せんを外さなかったアルトへ、叫んだ。

『使徒』たちの煉術が発動する寸前、彼女は凜りんとして言い放つ。




「──『きりさめ』！」




　背中に展開した複雑な煉術陣が、ざわめいた。

『使徒』たちの気配が強こわ張ばる。自分たちの煉術とアルトの煉術が衝しよう突とつすると予測したのだろう。が、一秒の後、それが起こらないことに気付いて身体からだを硬直させる。

　衝突すらもが起こらないことこそが、アルトとフォグの打った手だ。
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「『きりさめ』は、アルト単独の煉れん術じゆつじゃない」

　フォグは静かに言い放ち、湾わん刀とうを構え直す。

「僕ぼくとアルトがふたりで行う、戦術です」




　そこからの十秒間を、果たして『使徒』たちは正せい確かくに認にん識しきできていただろうか。




　まずはアルトが小さく呟つぶやいた。

「……『ほのお』」

　高こう濃のう度どの『灼き水シエナ６』を固めた青い水晶が『使徒』のうちのひとり、その頭上に出現する。

「っ、む！」

　驚きよう愕がくの声をあげて両手を掲げ『障壁エレール２』を展開する『使徒』。が、無む駄だだった。青い水晶は不可視の壁をその先端で溶かしながらそいつの上に落下し、炎上する。

「……『つるぎ』」

　続いて再びアルトの声。

『使徒』のうちのひとり、その足あし許もとから水銀の塊が湧わいてくる。

　物質系の煉術で水銀を阻はばもうとした『使徒』だったが、手に持った短刀からは煉術そのものが発動されなかった。水銀の刃やいばに首を刎はねられてそいつは即死する。

「……『いばら』」

　三つめの煉れん術じゆつは『使徒』のふたりを同時に喰くらった。

　萌ほう芽がと同時に爆ばく発はつ的てきな速度で生長した仮想植物が蔓つるの先に大口を開けた花を咲さかせ、牙きばを剝むいて頭から彼らを捕食していく。これも同様、彼らが慌てて張った結界を溶かしながら。

「な、んだ……」

　五人めの『使徒』が震ふるえながら叫んだ。

「何だ、これは、これは何なんだ!?」

　身を縮ちぢこまらせて『障壁エレール２』で自らの周囲を防御している。無む駄だだ。

「……『いかづち』」

　さっきと同じ落雷。今度は阻はばまれない。何故なら通り道にあった毒気をフォグが喰ったからだ。あっけなく電光は『使徒』の身体からだを、その黒衣と仮面ごと消し炭へと変える。

『ほのお』『つるぎ』『いばら』『いかづち』──次々と煉術が放たれるとともに、彼女の背に展開された煉術陣も目まぐるしく形を変えていく。が、もし陣に詳しい者が注意深く観かん察さつすれば、その陣のうちの数カ所、何割かが、微動だにしていないことに気付いたはずだ。

　──『きりさめ』。

　フォグとアルトが二カ月近くもの間、あの地下室で試し行こう錯さく誤ごし、訓練してきた結果──これが、ふたりの積つみ重ねてきた努力の結晶だった。

　複数の煉術とフォグの『消失点カイナ』を組み合わせた、言わば空間の支配である。

　理屈としては簡かん単たんだ。一定の空間にアルトの『障壁エレール２』を、壁かべではなく糸の形状にして蜘蛛くもの巣のように伸ばし、その表面に『消失点カイナ』の力を伝わせるだけ──そうすることで、空間内にはいつでも毒気に還元できる見えない糸が張り巡らされている状態になる。

　アルトはそれを原料にして空間内の任意の場所に煉術を発生させることができ、同時にフォグもまた、任意の場所で発生した煉術を解除できる。アルトの放った煉術の表面に『消失点カイナ』の力を纏まとわせれば、相手の煉術を解除しながらこちらの煉術を叩たたき込むことも自在だ。

　だが理屈は単純でも、これを仕上げるためにふたりは相当な苦労を費やした。

　アルトは『見えない網あみを想像して張り巡らせる』という難なん問もんに頭を悩ませ、フォグは元々発動の際に区別していなかった『煉術の解除』と『毒気の吸収』を別個の能力として自在に操あやつるための修練を重ねた。おまけに『同じ場所にある毒気から一部だけを選んで喰くう』という芸当までも可能にしなければならなかった。

　もちろん発動も容易ではない。

『障壁エレール２』を伸ばすにはそれだけ多くの毒気が必要になる。アルトの周囲にあるものだけではせいぜいが三米メートル。今回の場合で言えば『使徒』たちの間合い、五米メートルは射程範はん囲い外がいだった。

　──故に、誘った。

　最初に放った『いかづち』は、布石だ。

　わざとらしく煉れん術じゆつ名めいを叫び、敵にまとめて『障壁エレール２』を使わせる。あれで、この辺り一帯の空間には『いかづち』の残ざん滓しと『障壁エレール２』に使用した毒気が漂うことになった。

　次いで『使徒』たちの使った煉術も。

　彼らが煉れん獄ごくの扉を開いた時、喚よび出された毒気の殆ほとんどは既にアルトによって『障壁エレール２』の網あみへと変えられていた。言こと霊だまでの発動も無意味だった。何故なぜなら残った毒気もまた、フォグによって捕食されてしまっていたのだから。

　すべてが上手うまく回った。結果としていま行われているのは、圧倒的な殲せん滅めつだった。




「……『とげ』！」

　強引に削り磨いだような金属片の槍やりで『使徒』のふたりが貫かれる。五十糎センチの目前にいきなり出現した上に高速で射出されたのだから避けられるはずがない。

「……『つらら』！」

　有り余った毒気のせいで『つらら』はあまりに巨大だった。八人めの『使徒』はまるごと全身を氷柱の中に閉じ込められる。

「……『やみ』！」

　黒い球体が、九人めの頭上に出現した。

　恐怖と恐慌の混じった悲鳴は、そのぽっかり開いた空間の中へ吸い込まれていく。押おし潰つぶされたのか、或あるいは放り込まれたのか。

『使徒』は『やみ』とともに、この世界から消失する──。




　アルトは最後に、十人め。

　残ったひとりを葬ほうむるべく、視し線せんを移そうとした。

　が、しかし。

「……、あれ」

　そこで不意にきょとんとし、辺りを見渡し始めた。

『消失点カイナ』の展開に集中していたフォグも、アルトの変化に気付く。

　というよりも、最後のひとりがこの場のどこにもいないことに。

「フォグ、私、知らない間に全員やっつけた……？」

　転がっている死体の数とアルトが発動した煉術で死んだ者の数、それからフォグが殺した者の数を素早すばやく頭の中で計算する。

「いえ、これは……逃がしたようですね」

　が、やはりひとり足りなかった。

　どうやら危き機きに際し、任務よりも恐怖が勝った者がいたらしい。

「大丈夫？」

　心配そうに問うてくるアルトに首を振る。

「ええ、大丈夫ですよ。ひとりじゃ何もできません。逃げたとしたら、尚なお更さらね」

　彼らは集団戦でしか力を発揮できない。信仰の元に人間性を捨て去り、一個の機き械かいを構成する歯車になってこそ『使徒』は『使徒』たり得るのだ。それが恐怖を覚えて逃げ出したとするなら、それはもはや『使徒』ではなくただの人間だろう。

「お疲れさまでした。初めて使ってこれなら、上出来ですよ」

　深く息を吐いたのは失態を悔やんだのではなく、疲労のせいだった。

　見ればアルトも、地面に腰を落としてへたりこんでいる。

『きりさめ』の欠点はここにある。アルトとフォグ双方が極端に消しよう耗もうするのだ。

　とはいえ、実戦を重ねれば慣なれもするだろう。もっと効率よく使えるように工夫していけばいい。そんなことを思いながら、アルトへと歩み寄る。

『使徒』を片付け終わったのであれば早くここを離はなれた方が得策だった。キリエがもし戻ってきたら今の状態で戦うのは危険すぎる。

　リチャードは『特区シテイ』で待っているはずだった。そこに行き合流しよう。あまり会いたくはないが、レキュリィにも礼を言わなければならない。

「さ、アルト」

　座り込んでいるアルトに手を伸ばし、引っ張り上げて立たせる。

　フォグは震ふるえる彼女の脚を、肩を抱いて支えた。
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　その『使徒』が『使徒』となる前の名は、スコッティオといった。

　丁てい国こくに生まれ、敬けい虔けんな正せい統とう丁てい字じ教きようの信徒として育ち、しかし十八の歳とし、ひょんなことから友人の罪を被かぶらされ指名手配の身となる。自らの潔けつ白ぱくを証明するために警けい察さつへ出頭するも彼らはさして気の入れた捜査もせず、結局濡ぬれ衣ぎぬのまま有罪判決がくだされた。何の罪も犯していないのに死刑囚となった彼を救ったのが、グイード＝レレイスである。

　判決は覆くつがえらない。ならばこのまま死ぬか、死んだつもりになって神に仕えるか──彼は言い、スコッティオはその日以降、名を捨てて神の『使徒』となったのだった。

　他ほかの『使徒』と体格を合わせるため手術を受け、薬も使った。禁制であるはずの煉れん術じゆつを必要悪であると信じて身に付け、神に仇あだなす数多あまたの人間を殺してきた。生命を救ってくれた法王庁へ報いるため、地獄へと堕おちるのも神の思おぼし召しとして、自らを人間ではなく『使徒』という機構の一部と信じ、何が相手だろうと恐れることなく今こん日にちに至るまで戦い続けてきた。

　けれど、知らない。

　あんなものは、知らなかった。

「う。く、ああ、ああああ！　ひいいいい！」

　既に『レキュリィの宴うたげ』が封ふう鎖さした一帯は抜けていたが、道行く者たちが絶叫しながら走っていくスコッティオに怪け訝げんそうな視し線せんを向けていることにすら気付かない。

　仮面はどこかへ行った。黒衣はまだ着込んでいる。頭からは、仲間が次々に死んでいく光景が離はなれない。まばたきをする度たびに眼前へ甦よみがえるようだった。

「化け物……化け物め！」

　吐き捨てながら走る。そうだ。化け物という他ほかない。グイードが飼っている人造人間ホムンクルスの少女など、あのふたりに比べれば可愛かわいいものだ。

　こちらの煉れん術じゆつがすべて搔かき消された。『障壁エレール２』も無む駄だだった。なのに相手は、天災としか思えないような強力な術で次々にこちらを殺していく。悪夢だ。神のため地獄に堕おちる覚悟はしていたが──現世に地獄が顕けん現げんするなど聞いていない。あってはならない。

　行き先すら考えず、無我夢中で走り、通りを曲がった。

　直後、足をもつれさせて転ぶ。

「……っ、あ！」

　そこでようやく、自分の体力が尽きていることに気付いた。

　四よつん這ばいのまま息を弾ませる。頭と心しん臓ぞう、血流が跳ねている。動けない。再び立ち上がれるようになるにはしばらくかかりそうだった。

「おや」

　呼吸を荒くしていると、前方から声があった。

「あなたは確たしか……いえ、名前は聞いていませんが」

　視界に、石畳に立つ足。二本──いや、四本。

　顔を上げると、ふたりの人間がこちらを見ていた。

　ひとりは粗野な顔立ちをした四十がらみの男だった。後ろでぞんざいに括くくった長い髪と、頰ほおに走った三本の傷跡が、恐ろしげな雰囲気を助長している。

　もうひとり──中性的な顔立ちをした青年に、スコッティオは思わず声をあげた。

「あ……」

　ユヴィオール＝カタシェレティス。

　瑩えい国こく転てん覆ぷくを企たくらむ犯罪者で、奇跡認定局とも裏で手を組んでいる男。今回の作戦にも深く関かかわっていた。というよりも、一週間ほど前の会食で『使徒』を代表して彼に会ったのは──更にキリエを利用するという密約を交わしたのも──他でもないスコッティオである。

「う。あ」

「大丈夫ですか？　随分とお疲れの様よう子すですが」

　顔を覚えられていたのだろう。ユヴィオールはどこか親しげな笑顔えがおで、腰を落としてこちらを覗のぞき込んでくる。が、まともな反応ができない。

　今こうしている間にも、背後からあの化け物どもが追いかけてくるのではないか。早く立ち上がって逃げなければいけない。恐怖と強きよう迫はく観かん念ねんが酸欠の魚のように唇を震ふるわせる。

　そんなスコッティオをしばし見詰め、ユヴィオールは納得したように頷うなずいた。

「なるほど。今のあなたは人間に戻ったようだ」

「おい大将、こいつ、誰だれだ？」

　問うてきた中年の男に、

「かつて神の使者だった者、ですよ。今はもうそうではないようですが」

　笑って答える。

「そうか。……ところでよ、俺おれはどうにも落ち着かんぜ、これ」

　と──。

　中年の男は不意に話題を変えた。もっとも、言葉の意味はスコッティオにはよくわからなかった。落ち着かない？　『これ』とは何だ？

「着いてからこっち、上をぐるぐるぐるぐる。見張られてるみたいで気分が悪い。こいつ、そのうち俺を餌えさと勘違いして攫さらっていくんじゃねえか？」

「心配ありません、さっき私の言うことをちゃんと聞くの、見たじゃないですか。賢かしこくて可愛かわいいもんです。それにしてもまさかあなたに苦手なものがあるなんてね」

「好きじゃねえんだよ、昔から。鳥がな」

　さっぱり意味不明だった。

　上──上に何があるのだろう。可愛い？　鳥？　鸚おう鵡むでも飼っているのだろうか。

　どちらにせよ、自分にはもはや関係ない話だ。

　回復してきたので立ち上がる。ユヴィオールのことなど無視して再び逃げようとし、ふと、今し方の会話で出てきた『上』が気になって空を見た。

「あ。……え？」

　そこでスコッティオは、硬直する。

「そうだ、レイド。私はあなたへちょっとした嫌いやがらせを思い付いたよ」

「おい、ひょっとして……」

「ええ。あの子がどれほど可愛らしいか、見せてあげますよ」

　横で聞こえるのは吞気のんきな、けれど妙な会話。

　周囲にはもはや自分たち以外誰だれもいなくなっていた。遠くの方々で悲鳴も聞こえる。

　当然だろう。空を旋回しているあれは、

　あんなものを、目にしたら──。

「おいで！」

　ユヴィオールが上空に向かって叫んだ。

「餌だよ！」




　最後にスコッティオが見たのは、舞まい降おりてくる雄大な翼つばさ。

　自分の胴体などひと摑つかみされかねない、鳥の腕。

　はずみで蹴けり殺されてしまいそうなほど太い、獅し子しの足。

　そして──自分の頭をひと吞のみに食いちぎった、巨大な鷲わしの嘴くちばしだった。
















　キリエはその時、市民街の大通りをのんびりと歩いていた。




　集合住宅の屋上から階段を使って外に出た直後である。

　ニーナ＝レナ＝スレイジの右目を片手で弄もてあそびつつ、さてこのままもう一度アルトたちのところへ行くか、それとも一度休息を入れてまた後日にするか、などと考えながら、屋上から遠目に見たフォグとアルトのあれ──新しい戦い方に、思いを巡らせていた。

　向こうは疲ひ弊へいしているだろうが、自分の増殖限界もそろそろ近くなってきている。ならばやはり今日きようはやめておこう。賭かけはお預けになってしまうが、お互い万全の状態で心置きなくぶつかった方が、向こうもこちらも楽しいはずだ──。

　想像していると気分がよくなって、思わずニーナの目玉を振り回した。

　視神経をつまみ、ぐるぐると。

　五回転したところで手が滑り、眼球が地面へ落下する。

「あら」

　失敗した、と思う。汚くなってしまった。

　自分を射殺する際に睨にらんでいた目だ。三角壜フラスコにでも入れ薬に浸つけて、しばらく愛めでていようと思ったのに。地面に一度落としたと思うと何だかその気が失うせる。

　拾って洗えばいいかもしれない。でも、いっそのこともう踏ふみ潰つぶしてしまおうか。

　迷った結果、踏み潰すことにした。

　靴裏と石畳で挟み込み力を込める。その時ふと道の先を見て、

「……何？」




　キリエは角を曲がってやってくるそれに、眉まゆをひそめた。

「何なの、あれ」
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　レキュリィは『特区シテイ』の屋や敷しきにあって、リチャードの警けい護ごをしていた。




　襲しゆう撃げきから脱出した後、カルブルックは無事に王弟をここへと連れてきた。馬を走らせて、かかった時間はわずかに三分。本当は六分ほどを予定していたのだが、かの殿下は乗馬が得意らしい。机にかじりついて執務ばかりだと思っていたら、あれでなかなか鍛きたえているようだ。

　懸け念ねんしていたユヴィオールの追つい撃げきは今のところ、ない。

　だがそれが逆に、レキュリィに疑念を抱かせる。襲おそってきたのを振り切ったとか逃走経路とは別の場所を張っていたとかであればまだわかるが、そもそも追ってくる気配けはいもないというのが解げせないのだ。罠わながあるのかもしれない。前回のようにティ・キ＝ライムが屋や敷しきのどこかに隠れているとも限らなかった。

　今はカルブルックに同室で護ご衛えいさせているが、そろそろ様よう子すを見に行ってみるか。もし本当に安全なようなら、高い葡萄酒ワインの一本でも開けてやろう。王族を迎えているのだからそのくらいはしなければさすがに体面がよくない。

　そんなことを思いながら廊下を歩いていて、何とはなしに窓の外へ顔を向ける。

「……ん？」

　片かた眉まゆを上げた。

　屋敷の窓から見える街並みは当然ながら『特区シテイ』。瑩えい国こく経済の中心地であり、整せい然ぜんと並んだ建物と区画整理された景けい観かんは、粛しゆく然ぜんとして惚ほれ惚ぼれするほどに美しい。

　なのに──その『特区シテイ』の南西部が、乱れている。

　建物の合間から火の手があがっていたのだ。

　火事か、或あるいは奴やつが攻めてきたか。唇を引き結んで、状況を観察すべく目を細める。

　建物のひとつが燃もえている。道路には逃げ惑う人々と、そしてそれを追い回すのは、




　レキュリィは、目を見開いた。

「何だ。……どういうことだ、あれは」
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　それを最初に見付けたのは、アルトだった。

　フォグの手を借りて立ち上がり、肩を抱かれて歩き始めようとした矢先だった。

　彼女が足を止めたのを、フォグは疲労のせいだと思った。歩けないほどに消耗しているのだろうか。だったら背負ってやろうか、と。

　だから抱いていた肩を軽く叩たたき、問う。

「どうしたんですか？　アルト。歩くのがつらいなら……」

　だがフォグの懸け念ねんに、彼女は答えなかった。

「ねえ、フォグ」

　代わりに別の問いを口にする。

「あれ……なあに？」

　手を伸ばし、空を指した。その方向に視し線せんを遣やる。面おも白しろい形の雲でも出ているのだろうか、などと吞気のんきなことを考えていたが、

「……え」

　アルトの示す先にあるものが視界に入ると同時、思考が──止まった。

　数秒ほどは、完全に頭の中から言葉が消える。

「え、っと……」

　上手うまく考えがまとまらなかった。

　何故なぜならそれは、フォグの常じよう識しきの中には存在しないものだったからだ。視界に映るそれの形状を自分の知識と符合させるが、上手く認識することができない。

　理由はすぐにわかった。

　フォグが今遠目に見ているそれは、絵画や挿さし絵えの中でしか知らないものであったのだ。

　絵で見るのと実物を見るのとでは脳の処理が違う。当たり前のことだが、初めて知ることでもあった。──危き機き感かんは、まだやってこなかった。

　危機感を覚えたのは、それが小皿ほどの大きさから、卓テーブルほどの大きさになってからようやくだった。背中がぞっとする。心しん臓ぞうが早はや鐘がねを打った。同時に、唇がわなないた。

「何だ……あれは」

「フォグ。なに。あれ……何？」

　アルトもようやく、恐怖を覚えたらしい。

　しがみ付いてくる。身体からだは冷え切っていた。足ががくがくと震ふるえていたのも、もはや疲労によるものではなかった。

　そいつは、見る間にこちらへと迫ってくる。

　大きく広げた翼つばさは、蝙蝠こうもりに似た皮膜でできている。護謨ゴムのような質感があり、謬びゆう々びゆうと大気を切り裂きながら滑空していた。時折羽ばたく際に発せられる轟ごう音おんは、地じ響ひびきのようだ。

　火のように赫あかい全身に、腹部だけが黒かった。だが、どちらもまるで鎧よろいのような鱗うろこに覆おおわれている。触れただけで突き刺さり、撫なでれば引き裂かれそうなほど。

　両腕は体たい軀くに比べて細いがそれでも四本の指先からは鋭するどい爪つめが生はえていて、人のひとりふたりであれば簡かん単たんに握にぎり潰つぶしてしまうだろう。脚は太く強きよう靭じんで、鱗の上からでも隆起した筋肉が見てとれた。こちらの爪は鉄くらいなら拉ひしげさせそうだった。

　尻尾しつぽはひたすらに長い。全長の半分ほどを占めているかもしれない。先端に行くほど細くなっていた。飛行の際にあれで姿勢制御を行っているのだろうか。鱗は身体の物よりも細く尖とがっていて、束ねた針を連想させた。

　そして──頭。

　瞼まぶたの上部からは左右一本ずつの角がある。鱗が発達した物なのか骨から生えているのかはわからない。蜥蜴とかげを面長にしたような形状の口からは剣のような牙きばと赤い舌が覗のぞいている。目は小さくも爛らん々らんと輝かがやき、地面、眼がん下かをゆったりと眺めて──視し線せんが、こちらへ向いた。

「アルト！」

　咄とつ嗟さにフォグは腕の中の少女を抱だき締しめる。

　身構えはできたが逃げる間もなく、そいつは一気に下降してきた。

　目が開けていられないほどの、気を抜けば吹き飛ばされてしまいそうな轟ごう風ふうが全身を叩たたく。アルトが耳みみ許もとで悲鳴をあげるが搔かき消されて聞こえない。

　下降した後、地面の十米メートル上空で一端羽ばたいて落下の勢いを殺し、

　がしぃいん、と。




　そいつ──龍は、喫茶店テイーハウスの屋根へ降り立った。




「な……これ、は」

　屋や根ね瓦がわらを破は壊かいして四肢を半ば埋めつつも、身体からだを丸めてまるで自分の巣のように腹を置き、こちらをじっと見ているその姿。全長は恐らく五米メートルほど、尻尾しつぽを含めれば二倍か。

　──どういうことだ。

　こんなものが実際に存在するなど聞いたことがない。

　龍りゆう、そうとしか言えない生き物だ。何かの雑種とか突然変異とかでは断じてない。

　普通であればこの世には絶対に生まれ得ないもの。もしそれを可能とする手段があるとすれば、煉れん術じゆつ──いつまで経たっても消える気配けはいはないこいつは、ならばつまり、

「煉れん禁きん術じゆつ……か」

「ええ、そうよ」

　唐突に背後から声が掛けられる。

「……っ!?」

　フォグは目を見開いて振り返った。

　いきなりで驚おどろいたからではない。その声に聞き覚えがあったからだ。

　そして──その姿も、よく知ったものだった。

「体長、五米メートル七十糎センチ。尻尾を含めた全長、十一米メートル。羽根を拡ひろげた全幅は八米メートル」

　朗々とした語り口は、以前と変わらないように思える。

「知能は幼児くらいかしら。私たちによく慣なれてるわ。まあ、少し機き嫌げんを損ねただけでもあっという間に引き裂かれちゃうけど」

　眼鏡めがねの奥の瞳ひとみも、蜂はち蜜みつ色いろの髪も、白衣を羽は織おって悠々としている様も、記き憶おくにあるまま。

「大変だったわよ、ここまで育てるのは。時間がなかったから尚なお更さらだわ。私の作った栄養食だけじゃものの味がわからない子になっちゃうから、時々は人間も食べさせたのよ」

　だが、語る言葉が違った。

　唇から溢あふれる言葉には、箍たががない。

「耐性のある者がばたばたと死んでいくほどの毒気の中で胚はいを創成、現世に固定。この子だけで五十人くらいが犠ぎ牲せいになったかしら。ま、価値としては比べるべくもないわ」

　倫理がない。道徳がない。

　何より──正気がない。

「生まれた後は食事と運動と訓練。お陰で今では命令ひとつで、どんなものにでも襲おそいかかってくれるの。専門じゃないのによくやったと思うわ、自分でも」

「……どうして」

　フォグは茫ぼう然ぜんとしながら、問いかける。

「どうして、あなたは……そんな」

「あ、そうだ、フォグくん」

　答えは返ってこなかった。

　代わりとでもいうようにぱん、と掌てのひらを打ち合わせて、

　トリエラ＝メーヴは、笑った。

「あれの名前はね、イパーシっていうの。あなたもう一度、この子を殺すことができる？」




　指差された龍りゆうは、閉じていた翼つばさを再び大きく拡ひろげ、ぐおおおおお、と吠ほえる。

　咆ほう吼こうはまるで地獄の底から響ひびく鐘かねの音のようで、同時に泣き叫ぶ赤子のようでもあった。
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あとがき




　そんなこんなで『煉れん獄ごく姫ひめ』の四幕をお送りしました。

　シリーズも四冊めとなり、じわじわと話が進んできました。いろんなキャラたちがあっちこっちで大変なことになっております。今回の引きがアレだった分、次回はがっつりと盛り上がっていく予定ですのでどうか皆さま引き続きどうぞよろしくお願ねがい致します。……アレとかがっつりとか、もう少し表現を工夫しろよと自分でも思わないでもない。




　さて、この本は十一月刊。前巻が五月だったので半年ぶりの刊行となります。ちょっと原稿が難なん航こうしてしまったせいで間が空き、待ってくださっていた方にはすみませんでした。

　半年といえば六カ月です。作中のわかりやすいたとえでいうならキリエが百八十人に増殖できる期間です。この間僕がどんな感じの暮らしをしていたかといえば、これがもうびっくりするほど平坦な生活を送ってきました。具体的には引きこもりです。

　ここ半年の記き憶おくを辿たどっても脳裏に思い出すのはテキストエディタの画面だのブラウザの画面だの音楽再生ソフトの画面だの要するにすべてパソコンの画面だけ。春の桜を女の子と一いつ緒しよに見に行ったりとか夏の海を女の子と一緒に見に行ったりとか秋の紅葉を女の子と一緒に見に行ったりとかそういうのも一切なく、女の子に関しての記憶は現実逃とう避ひ気味にＤＶＤを再生して『けいおん！』のりっちゃんは可愛かわいいなあとかぼへーっと考えていたことだけってこれもパソコンの画面じゃねえか。ちなみに夏には誕たん生じよう日びを迎えたりもしたけどその日も特に普ふ段だんと変わりなく引きこもってパソコンの前で過ごしており、お祝いのメールをくれたのは母親とハセガワケイスケさんだけでした。ハセガワさんありがとう愛してる。

　もちろんこれはなかなか進まない仕事を中心として毎日を頑張っていたというだけの話なのですが、幾ら仕事が難航していたからといって半年ほど外に遊びに出た記憶がないというのはさすがにちょっと不毛です。僕もこの仕事を始めてからそろそろ八年とか経たってるのですから、いい加減にメリハリを付けるというか、一日のどこからどこまでが仕事でどこからどこまでがプライベートなのかさっぱりわからないような状態から脱却しなければなりません。具体的には一日八時間週五日とかで仕事をきっちり区切って他ほかの時間はしっかり遊ぶとか、そんな生活ができるようにならなければ。

　明日あすからは朝八時半から夕方五時までを執筆、夕方六時から寝るまでの時間を休息として、夜は積つんでいたゲームでもぼちぼちプレイしたいと思います。

　おい待てこれも画面じゃねえか。




　五巻ですが、恐らくは来年の春から夏にかけてのどこかになると思います。

　また、僕の次の本としては再来月、つまり一月に、『煉獄姫』と同時並行で書いている別シリーズである『＠ＨＯＭＥ』の二巻が刊行される予定です。牢ろう獄ごくの中でお菓子をぱくつくお姫様とか増ぞう殖しよくしては死んでいく女の子とかは出ませんが、代わりに難なん解かい思し考こうで横おう暴ぼうな姉とか抱きつき癖ぐせのある妹とかが出ますので、もしよろしければ是ぜ非ひお手にとってくださいませ。我ながら意味のわからない宣伝ですねこれ。まあいいや。

　では、また次の巻か次の本でお会いできることを祈りつつ。

　本書を読んでくださって、ありがとうございました！





藤ふじ原わら 祐ゆう



























藤ふじ原わら 祐ゆう

写真は花菖蒲。花菖蒲は学名を「lris ensata」というのですが、「ensata」には「剣の形をした」という意味があるそうです。……四巻目にして初めて表紙イラストに関係のある花の写真が載せられた！
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イラスト／kaya8

冷え性の私には辛い季節になってきました。昨年買ったフットヒーターがあるのですが、これとっても良いです。今年もお世話になります^^










煉れん獄ごく姫ひめ 四よん幕まく








藤ふじ原わら　祐ゆう
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